
まとめ、問題、暗記を
これ１冊で

　この本は、はり師きゅう師
あん摩マッサージ指圧師を目
指す方の、生理学の勉強をサ
ポートする問題集です。
　教科書の太線の文字と、国
家試験でよく出る部分を中心
にポイントを絞り込んであり
ます。
　これ１冊で「まとめ」「問
題」「暗記」をサポートして
います。

本書の特徴

左ページがポイント
右ページが穴埋め問題

　まずは左ページをじっくり
勉強してください。右ページ
は、左ページのポイントの文
章がそのまま穴埋め問題にな
っていますので、答え合わせ
は簡単です。
　わずらわしい暗記シートで
隠す必要がありませんので、
暗記作業が楽になることでし
ょう。

ポイントを
３段階レベルに分類しました

　国家試験の合格ラインである、正解率が
６０％に必要なポイントには「★★★」を
つけてあります。最低限必要です。時間の
無い方や、なかなか勉強がおいつかない人
向けの目標です。
　解剖学や生理学は正解率８０％は欲しい
です。「★★」をつけてありますので「★
★★」に加えて勉強してください。
是非、正解率８０％を目指してください。
　完璧を目指す方は正解率は９０％以上が
目標、さらに「★」も勉強してください。

目次

ナビゲーションを
充実させました

　ホームページ等で使われて
いるタブ等の手法を取り入
れ、現在の位置がすぐわかる
ようになっていますので、今
どこを勉強しているのかがわ
かります。
   文字は読みやすいフォント
大きめ10ポイントサイズの
文字を採用しました。

■本書は、弊社パーソナルレッスンから生まれた教材です。定期テストでの穴埋
め問題対策用に提供してきた資料を改編し、この問題集が出来上がりました。穴
埋め対策用の問題集ですが、贅沢な紙面割り構成になっていて、勉強するにあた
り暗記作業に効果を発揮します。
■「どこまで覚えればいいの？」とか「国家試験で重要な所はどこ？」という声
が多く、これまでの問題集にはなかった、ポイントの重要度を分類しました。こ
れによって全部覚えるのではなく、自分が目標とする点数に向けてのポイントを
容易に絞り込めますので、勉強のノルマが見えてきます。
■「何処を勉強しているのかがわからない」という人が多いです。これではせっ
かく勉強しても頭の中にしまうことでできません。何処を勉強しているのかは、
インデックスが示しています。インデックスを各ページに配置しナビゲーション
していますので、現在勉強している場所がよくわかります。
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本書の使い方ナビ

１

※目標としている正解率は、国家試験レベルでの想定です。
　学校の定期テストでは担当先生の問題レベルに合わせて調整してください。
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 左ページには

 ポイントをまとめました
右ページは
そのまま穴埋め問題です

★で３段階に
レベル分けしてあります

全部覚えられない人は
まずは「★★★」から
覚えよう

各ページのノルマは
こちらに集計
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まずは左ページで
勉強して、覚えて

右ページで
確認していきましょう

  現在勉強している場所を
  白抜きの文字で
  表しています

高得点を目指す人
定期テストの問題が難しい人
「★★」や「★」も覚えよう

あとは、ひたすら
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１章　生理学の基礎
Ａ．生理機能の特徴
Ｂ．細胞の構造と機能 ①

 　Ａ．生理機能の特徴

□ 細胞にとっての環境である細胞外液の状態を（ 内部環境 ）という。

□ 内部環境が安定に保たれる仕組みを（ 内部環境の恒常性＝ホメオスタシス ）という。

 　Ｂ．細胞の構造と機能

□★★ 細胞は（ 細胞膜 ）（ 細胞質 ）（ 核 ）よりなる。

□★ 細胞の主要な構成成分は、水、（ タンパク質 ）、脂質、糖質、核酸などである。

 a）細胞膜  b）細胞質 b）細胞質  c）核 c）核

□★★★ 細胞膜の働きは細胞内外の物質の移動で、構造は（ リン脂質の二重層膜 ）である。

□★★ 細胞膜は（ 半透性 ）の性質があり、水、O2、CO2、アミノ酸などは通りやすい。

□★ 細胞膜は（ イオン ）に対して（ 選択的 ）な透過性を持つ。

□ 脂質に溶けやすい物質は細胞膜を通りやすい。

 a）細胞膜 a）細胞膜  b）細胞質  c）核 c）核

□★★★ （ ミトコンドリア ）は、ＡＴＰ〔＝アデノシン三リン酸〕を合成する。

□★ 小胞体はリボゾームが並ぶ（ 粗面小胞体 ）と、それを持たない（ 滑面小胞体 ）がある

□★★★ （ リボゾーム ）は、タンパク質合成の場である。RNAを多く含む。

□★ （ ゴルジ装置 ）は、分泌顆粒の生成をする。

□★★★ （ リソソーム ）は、加水分解酵素を持ち不要な物質の分解処理をする。

□★★ （ 中心体 ）は、細胞分裂時に染色体を引き寄せる働きがある。

 a）細胞膜 a）細胞膜  b）細胞質 b）細胞質  c）核

□★★★ 核には遺伝情報を持った（ ＤＮＡ＝デオキシリボ核酸 ）が存在する。

□★ DNAは染色質の形で核内にあるが、細胞分裂の際には凝集し（ 染色体 ）を形成する。

□★★★ ヒトには（ ４６本 ）の染色体がある。

□★★★ 人の染色体は（ ２２対 ）の常染色体と（ １対 ）の性染色体よりなる。

□★ ダウン症候群では正常では２本である（ ２１番 ）染色体が３本である。
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第１章 生理学の基礎（1/3）

 　Ａ．生理機能の特徴

□ 細胞にとっての環境である細胞外液の状態を（ 内部環境 ）という。

□ 内部環境が安定に保たれる仕組みを（ 内部環境の恒常性＝ホメオスタシス ）という。

 　Ｂ．細胞の構造と機能

□★★ 細胞は（ 細胞膜 ）（ 細胞質 ）（ 核 ）よりなる。

□★ 細胞の主要な構成成分は、水、（ タンパク質 ）、脂質、糖質、核酸などである。

 a）細胞膜

□★★★ 細胞膜の働きは細胞内外の物質の移動で、構造は（ リン脂質の二重層膜 ）である。

□★★ 細胞膜は（ 半透性 ）の性質があり、水、O2、CO2、アミノ酸などは通りやすい。

□★ 細胞膜は（ イオン ）に対して（ 選択的 ）な透過性を持つ。

□ 脂質に溶けやすい物質は細胞膜を通りやすい。

 b）細胞質

□★★★ （ ミトコンドリア ）は、ＡＴＰ〔＝アデノシン三リン酸〕を合成する。

□★ 小胞体はリボゾームが並ぶ（ 粗面小胞体 ）と、それを持たない（ 滑面小胞体 ）がある

□★★★ （ リボゾーム ）は、タンパク質合成の場である。RNAを多く含む。

□★ （ ゴルジ装置 ）は、分泌顆粒の生成をする。

□★★★ （ リソソーム ）は、加水分解酵素を持ち不要な物質の分解処理をする。

□★★ （ 中心体 ）は、細胞分裂時に染色体を引き寄せる働きがある。

 c）核

□★★★ 核には遺伝情報を持った（ ＤＮＡ＝デオキシリボ核酸 ）が存在する。

□★ DNAは染色質の形で核内にあるが、細胞分裂の際には凝集し（ 染色体 ）を形成する。

□★★★ ヒトには（ ４６本 ）の染色体がある。

□★★★ 人の染色体は（ ２２対 ）の常染色体と（ １対 ）の性染色体よりなる。

□★ ダウン症候群では正常では２本である（ ２１番 ）染色体が３本である。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１章　生理学の基礎
Ｂ．細胞の構造と機能 ②
Ｃ．物質代謝

 a）細胞膜 a）細胞膜  b）細胞質 b）細胞質  c）核

（１）DNA

□★★ DNAは塩基同士で結合して（ 二重らせん構造 ）を形成する。

□★★★ DNAを構成する塩基は（ アデニン ）（ グアニン ）（ チミン ）（ シトシン ）

（２）RNA

□★★★ 核内にはタンパク質合成に重要な役割を持つ（ ＲＮＡ＝リボ核酸 ）も存在する。

□ ＲＮＡにはmRNA、tRNA、rRNAなどがある。

□★★★ RNAを構成する塩基は（ アデニン ）（ グアニン ）（ ウラシル ）（ シトシン ）

（３）タンパク質合成

□★ タンパク質の合成→核内でDNA の二重らせんの一部がほどけて一本鎖となる→その塩基

配列を写し取ったmRNAが合成される。これを（ 転写 ）という→核膜孔より出て粗面小

胞体上にある（ リボゾーム ）と結合する→遺伝子情報のアミノ酸配列通りにtRNAが細胞

質内から必要な（ アミノ酸 ）をリボゾームに運搬する→アミノ酸を結合しタンパク質が

合成される。これを（ 翻訳 ）という。

 　Ｃ．物質代謝

（１）同化と異化

□ （ 同化 ）とは、細胞内で材料となる物質を取り入れ、生体の構成成分を合成すること。

□ （ 異化 ）とは、細胞内で栄養素を分解しエネルギーを取り出したり、分解産物や老廃物

を出すこと。

□ （ 物質代謝 ）とは、同化異化の過程で数々の物質をつくりだし、またエネルギーを放出

すること。

（２）解糖と内呼吸

□★★★ 細胞がグルコースを分解してエネルギーを取り出す過程は、酸素を取り入れて二酸化炭素

を出すので（ 内呼吸 ）という。

□★★★ グルコースは細胞質内で諸酵素の働きによってピルビン酸となる。この酸素を必要としな

い過程を（ 解糖 ）という。

□★★ ピルビン酸はミトコンドリアの中で酵素の働きによって酸素と反応し、（ 二酸化炭素 ）

と（ 水 ）とに分解し、エネルギー（ ATP ）を生じる。
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1
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第１章 生理学の基礎（2/3）

 c）核

（１）DNA

□★★ DNAは塩基同士で結合して（ 二重らせん構造 ）を形成する。

□★★★ DNAを構成する塩基は（ アデニン ）（ グアニン ）（ チミン ）（ シトシン ）

（２）RNA

□★★★ 核内にはタンパク質合成に重要な役割を持つ（ ＲＮＡ＝リボ核酸 ）も存在する。

□ ＲＮＡにはmRNA、tRNA、rRNAなどがある。

□★★★ RNAを構成する塩基は（ アデニン ）（ グアニン ）（ ウラシル ）（ シトシン ）

（３）タンパク質合成

□★ タンパク質の合成→核内でDNA の二重らせんの一部がほどけて一本鎖となる→その塩基

配列を写し取ったmRNAが合成される。これを（ 転写 ）という→核膜孔より出て粗面小

胞体上にある（ リボゾーム ）と結合する→遺伝子情報のアミノ酸配列通りにtRNAが細胞

質内から必要な（ アミノ酸 ）をリボゾームに運搬する→アミノ酸を結合しタンパク質が

合成される。これを（ 翻訳 ）という。

 　Ｃ．物質代謝

（１）同化と異化

□ （ 同化 ）とは、細胞内で材料となる物質を取り入れ、生体の構成成分を合成すること。

□ （ 異化 ）とは、細胞内で栄養素を分解しエネルギーを取り出したり、分解産物や老廃物

を出すこと。

□ （ 物質代謝 ）とは、同化異化の過程で数々の物質をつくりだし、またエネルギーを放出

すること。

（２）解糖と内呼吸

□★★★ 細胞がグルコースを分解してエネルギーを取り出す過程は、酸素を取り入れて二酸化炭素

を出すので（ 内呼吸 ）という。

□★★★ グルコースは細胞質内で諸酵素の働きによってピルビン酸となる。この酸素を必要としな

い過程を（ 解糖 ）という。

□★★ ピルビン酸はミトコンドリアの中で酵素の働きによって酸素と反応し、（ 二酸化炭素 ）

と（ 水 ）とに分解し、エネルギー（ ATP ）を生じる。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１章　生理学の基礎
Ｄ．体液の組成と働き
Ｅ．物質移動

 　Ｄ．体液の組成と働き

□★★★ 体液量は体重の約（ ６０％ ）である。

（１）体液の区分

□★★★ 細胞内液は体重の約（ ４０％ ）である。細胞外液は体重の約（ ２０％ ）である。

□★★★ 細胞外液は体重の約15%である（ 間質液 ）と体重の約5%である（ 血漿 ）である。

（２）体液のイオン組成

□★★ カリウムイオンは細胞（ 内液中 ）に多い。

□★★ タンパク質陰イオンは細胞（ 内液中 ）に多い。

□★★★ ナトリウムイオンは細胞（ 外液中 ）に多い。塩素イオンは細胞（ 外液中 ）に多い。

（３）体液のpH

□★★★ 体液のpHは約（ 7.4 ）である。

（４）体液の浸透圧

□★ 体液の浸透圧は約（ 290mOsm/l ）に保たれている。

（５）体液量と水分の出納バランス

□ 健康成人の体液量は常にほぼ一定である。

 　Ｅ．物質移動

□★★ 物質濃度の高い方から低い方へ移動する現象を（ 拡散 ）という。

□★★★ 半透膜を介して水の分子が溶質濃度の高い方へ移動する現象を（ 浸透 ）という。このと

き生じる圧力を（ 浸透圧 ）という。

□★★★ エネルギーを利用し濃度勾配に逆らって輸送する仕組みを（ 能動輸送 ）という。

□ （ 膜動輸送 ）には、物質が細胞内に取り込まれる食作用と、液体を取り込む飲作用と、

細胞の中から外へ物質を放出する開口放出がある。

□★★ 多孔質のものを通過すると大きい粒子が残る。これを（ 濾過 ）という。これには圧力を

必要とする。

11
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第１章 生理学の基礎（3/3）

 　Ｄ．体液の組成と働き

□★★★ 体液量は体重の約（ ６０％ ）である。

（１）体液の区分

□★★★ 細胞内液は体重の約（ ４０％ ）である。細胞外液は体重の約（ ２０％ ）である。

□★★★ 細胞外液は体重の約15%である（ 間質液 ）と体重の約5%である（ 血漿 ）である。

（２）体液のイオン組成

□★★ カリウムイオンは細胞（ 内液中 ）に多い。

□★★ タンパク質陰イオンは細胞（ 内液中 ）に多い。

□★★★ ナトリウムイオンは細胞（ 外液中 ）に多い。塩素イオンは細胞（ 外液中 ）に多い。

（３）体液のpH

□★★★ 体液のpHは約（ 7.4 ）である。

（４）体液の浸透圧

□★ 体液の浸透圧は約（ 290mOsm/l ）に保たれている。

（５）体液量と水分の出納バランス

□ 健康成人の体液量は常にほぼ一定である。

 　Ｅ．物質移動

□★★ 物質濃度の高い方から低い方へ移動する現象を（ 拡散 ）という。

□★★★ 半透膜を介して水の分子が溶質濃度の高い方へ移動する現象を（ 浸透 ）という。このと

き生じる圧力を（ 浸透圧 ）という。

□★★★ エネルギーを利用し濃度勾配に逆らって輸送する仕組みを（ 能動輸送 ）という。

□ （ 膜動輸送 ）には、物質が細胞内に取り込まれる食作用と、液体を取り込む飲作用と、

細胞の中から外へ物質を放出する開口放出がある。

□★★ 多孔質のものを通過すると大きい粒子が残る。これを（ 濾過 ）という。これには圧力を

必要とする。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環 Ａ．血液の組成と働き ①

 　Ａ．血液の組成と働き

□★★★ 血液は粘稠性を持った比重1.06、弱アルカリ性（ pH7.4 ）の液体である。

□★★ 血液は体重の約（ １/１３ ）（ 約８% ）を占める。

□★★ 血液は液体成分の（ 血漿 ）と、その中に浮遊する細胞成分よりなる。

□★ 血液の主な働きは、物質の運搬、内部環境の恒常性の維持、身体の防御、止血作用。

 a）赤血球  b）白血球 b）白血球  c）血小板 c）血小板  d）血漿 d）血漿

□★★★ 赤血球は（ 核 ）を失った細胞である。

□★★ 多量の（ ヘモグロビン ）を含有するため多数集まると赤色を呈する。

□★★★ 赤血球の役割は、主としてヘモグロビンによる（ 酸素運搬 ）である。その他

（ 二酸化炭素運搬 ）や（ pH調節 ）にも関与する。

（１）形状と数

□★★★ 赤血球は直径約7～8㎛、厚さ約１～２㎛の（ 円板状 ）で両面の中央はくぼんでいる。

□★★★ 赤血球は１㎜3の血液中に、成人男子で（ 約500万個 ）成人女子で（ 約450万個 ）存在

する。

□★ 赤血球が正常より増加した場合を（ 赤血球増多症 ）という。

□★★ 赤血球が減少した状態を赤血球減少症または（ 貧血 ）という。

（２）ヘマトクリット

□★★ 全血液容積に占める赤血球容積の割合を（ ヘマトクリット ）または（ 赤血球容積比 ）

という。正常値は成人男子で（ 約４５％ ）成人女子で（ 約４０％ ）である。

（３）赤血球沈降速度

□★★ 血液凝固阻止剤を加えた血液を1時間放置したときの赤血球の沈降した長さを

（ 赤血球沈降速度 ）という。正常値は成人男子で（ 約１０mm以下 ）成人女子で

（ 約１５mm以下 ）である。化膿性疾患、悪性腫瘍、肺結核、重度の貧血で高まり、赤

血球増多症で低くなる。赤血球の凝集度、血漿の粘性、血球数などにより左右される。

8

20

21



11ウエマツ創研
Uematsu Laboratory

2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（1/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 　Ａ．血液の組成と働き

□★★★ 血液は粘稠性を持った比重1.06、弱アルカリ性（ pH7.4 ）の液体である。

□★★ 血液は体重の約（ １/１３ ）（ 約８% ）を占める。

□★★ 血液は液体成分の（ 血漿 ）と、その中に浮遊する細胞成分よりなる。

□★ 血液の主な働きは、物質の運搬、内部環境の恒常性の維持、身体の防御、止血作用。

 a）赤血球

□★★★ 赤血球は（ 核 ）を失った細胞である。

□★★ 多量の（ ヘモグロビン ）を含有するため多数集まると赤色を呈する。

□★★★ 赤血球の役割は、主としてヘモグロビンによる（ 酸素運搬 ）である。その他

（ 二酸化炭素運搬 ）や（ pH調節 ）にも関与する。

（１）形状と数

□★★★ 赤血球は直径約7～8㎛、厚さ約１～２㎛の（ 円板状 ）で両面の中央はくぼんでいる。

□★★★ 赤血球は１㎜3の血液中に、成人男子で（ 約500万個 ）成人女子で（ 約450万個 ）存在

する。

□★ 赤血球が正常より増加した場合を（ 赤血球増多症 ）という。

□★★ 赤血球が減少した状態を赤血球減少症または（ 貧血 ）という。

（２）ヘマトクリット

□★★ 全血液容積に占める赤血球容積の割合を（ ヘマトクリット ）または（ 赤血球容積比 ）

という。正常値は成人男子で（ 約４５％ ）成人女子で（ 約４０％ ）である。

（３）赤血球沈降速度

□★★ 血液凝固阻止剤を加えた血液を1時間放置したときの赤血球の沈降した長さを

（ 赤血球沈降速度 ）という。正常値は成人男子で（ 約１０mm以下 ）成人女子で

（ 約１５mm以下 ）である。化膿性疾患、悪性腫瘍、肺結核、重度の貧血で高まり、赤

血球増多症で低くなる。赤血球の凝集度、血漿の粘性、血球数などにより左右される。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環 Ａ．血液の組成と働き ②

 a）赤血球  b）白血球 b）白血球  c）血小板 c）血小板  d）血漿 d）血漿

（４）ヘモグロビン

□★★ ヘモグロビンは赤血球内にある色素タンパクで（ グロビン ）というタンパク質と

（ ヘム ）という鉄を含む分子とが結合したもので（ 酸素運搬 ）に重要な役割を担う。

□★ 酸素と結合したヘモグロビンの事を（ 酸素化ヘモグロビン ）という。

□★ 二酸化炭素も一部ヘモグロビンと結合して運ばれる。

（５）新生と寿命

□★★★ 赤血球は主に（ 骨髄 ）で産生される。

□★★ 骨髄の（ 幹細胞 ）という未分化の細胞が（ 前赤芽球 ）となり（ 赤芽球 ）をへて正常

な赤血球に成熟する。

□★★★ 赤血球は成熟の過程で（ 核 ）を失う。

□★★★ 赤血球の新生には腎臓から分泌され赤血球の新生を促進する（ エリスロポエチン ）や、

抗貧血ビタミンである（ ビタミンB12 ）や（ 葉酸 ）が必要である。

□★★ （ 酸素不足 ）の状態が数日続くとエリスロポエチンの分泌が増加する。

□★★★ 赤血球の寿命は約（ １２０日 ）である。１日に全赤血球の約１％が破壊され新生される

（６）ビリルビンの排出

□★★★ 赤血球は（ 脾臓 ）の細網内皮系で捕捉され、溶血あるいは食作用によって破壊される。

□★ ヘモグロビンは（ ヘム ）と（ グロビン ）に分解され、ヘムは鉄を離して（ ビリルビン

）という黄色い色素となる。ビリルビンは不溶性でタンパク質と結合して（ 肝臓 ）に運

ばれ、そこで水溶性のビリルビンとなり、肝臓から（ 胆汁成分 ）として十二指腸へ排出

される。腸内に出たビリルビンは細菌の作用により（ ウロビリノーゲン ）となり、大部

分は糞便中に排出される。

（７）溶血

□★★ 赤血球膜が壊れ内部のヘモグロビンが細胞外に流出する現象を（ 溶血 ）という。

□★★★ 赤血球を（ 低張液 ）〔＝細胞外液よりも浸透圧の低い液→（ 蒸留水 ）など〕に入れる

と、溶血を起こす。

（８）貧血

□★★ （ 貧血 ）とは、血液全体に含まれる赤血球あるいはヘモグロビン量が減少した状態とそ

れに伴う症状をいう。

9
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（2/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 a）赤血球

（４）ヘモグロビン

□★★ ヘモグロビンは赤血球内にある色素タンパクで（ グロビン ）というタンパク質と

（ ヘム ）という鉄を含む分子とが結合したもので（ 酸素運搬 ）に重要な役割を担う。

□★ 酸素と結合したヘモグロビンの事を（ 酸素化ヘモグロビン ）という。

□★ 二酸化炭素も一部ヘモグロビンと結合して運ばれる。

（５）新生と寿命

□★★★ 赤血球は主に（ 骨髄 ）で産生される。

□★★ 骨髄の（ 幹細胞 ）という未分化の細胞が（ 前赤芽球 ）となり（ 赤芽球 ）をへて正常

な赤血球に成熟する。

□★★★ 赤血球は成熟の過程で（ 核 ）を失う。

□★★★ 赤血球の新生には腎臓から分泌され赤血球の新生を促進する（ エリスロポエチン ）や、

抗貧血ビタミンである（ ビタミンB12 ）や（ 葉酸 ）が必要である。

□★★ （ 酸素不足 ）の状態が数日続くとエリスロポエチンの分泌が増加する。

□★★★ 赤血球の寿命は約（ １２０日 ）である。１日に全赤血球の約１％が破壊され新生される

（６）ビリルビンの排出

□★★★ 赤血球は（ 脾臓 ）の細網内皮系で捕捉され、溶血あるいは食作用によって破壊される。

□★ ヘモグロビンは（ ヘム ）と（ グロビン ）に分解され、ヘムは鉄を離して（ ビリルビン

）という黄色い色素となる。ビリルビンは不溶性でタンパク質と結合して（ 肝臓 ）に運

ばれ、そこで水溶性のビリルビンとなり、肝臓から（ 胆汁成分 ）として十二指腸へ排出

される。腸内に出たビリルビンは細菌の作用により（ ウロビリノーゲン ）となり、大部

分は糞便中に排出される。

（７）溶血

□★★ 赤血球膜が壊れ内部のヘモグロビンが細胞外に流出する現象を（ 溶血 ）という。

□★★★ 赤血球を（ 低張液 ）〔＝細胞外液よりも浸透圧の低い液→（ 蒸留水 ）など〕に入れる

と、溶血を起こす。

（８）貧血

□★★ （ 貧血 ）とは、血液全体に含まれる赤血球あるいはヘモグロビン量が減少した状態とそ

れに伴う症状をいう。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環 Ａ．血液の組成と働き ③

 a）赤血球 a）赤血球  b）白血球  c）血小板 c）血小板  d）血漿 d）血漿

（１）種類と形状

□★ 白血球は赤血球よりも大きく核を持つ。

□★★ （ 顆粒球 ）（ 単球 ）（ リンパ球 ）の3種に大別される。

□★ 顆粒球は（ 好中球 ）（ 好酸球 ）（ 好塩基球 ）にわけられる。

□★★★ 顆粒球のうち（ 好中球 ）が最も多い。

（２）数

□★★ 血中の白血球数は、平均（ 5,000～9,000/㎜3 ）である。

□ 白血球増多症は種々の感染症で、白血球減少症は骨髄の造血機能が障害されると起きる。

（３）機能

□ 白血球は（ 食作用 ）や（ 免疫 ）などの生体防御機能を持っている。

（４）新生と寿命

□★★ 白血球は骨髄細胞から分化され、老化した白血球は脾臓で破壊される。

 a）赤血球 a）赤血球  b）白血球 b）白血球  c）血小板  d）血漿 d）血漿

（１）形状と数

□★★★ 血小板は直径２～４㎛の円板状をした（ 核 ）の無い細胞である。

□★★ 血小板は１㎜3中に（ 15万～40万個 ）存在する。

□★ 血小板が減少や機能が低下すると出血傾向が現れやすく、増加すると血栓症が認められる

事がある。

（２）機能

□★★★ 血小板は（ 止血 ）機能を持つ。

（３）新生と寿命

□ 血小板は骨髄細胞から分化する。

□★ 血小板の寿命は５～１０日で、老化した血小板は脾臓で破壊される。

3
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（3/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 b）白血球

（１）種類と形状

□★ 白血球は赤血球よりも大きく核を持つ。

□★★ （ 顆粒球 ）（ 単球 ）（ リンパ球 ）の3種に大別される。

□★ 顆粒球は（ 好中球 ）（ 好酸球 ）（ 好塩基球 ）にわけられる。

□★★★ 顆粒球のうち（ 好中球 ）が最も多い。

（２）数

□★★ 血中の白血球数は、平均（ 5,000～9,000/㎜3 ）である。

□ 白血球増多症は種々の感染症で、白血球減少症は骨髄の造血機能が障害されると起きる。

（３）機能

□ 白血球は（ 食作用 ）や（ 免疫 ）などの生体防御機能を持っている。

（４）新生と寿命

□★★ 白血球は骨髄細胞から分化され、老化した白血球は脾臓で破壊される。

 c）血小板

（１）形状と数

□★★★ 血小板は直径２～４㎛の円板状をした（ 核 ）の無い細胞である。

□★★ 血小板は１㎜3中に（ 15万～40万個 ）存在する。

□★ 血小板が減少や機能が低下すると出血傾向が現れやすく、増加すると血栓症が認められる

事がある。

（２）機能

□★★★ 血小板は（ 止血 ）機能を持つ。

（３）新生と寿命

□ 血小板は骨髄細胞から分化する。

□★ 血小板の寿命は５～１０日で、老化した血小板は脾臓で破壊される。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環 Ａ．血液の組成と働き ④

 a）赤血球 a）赤血球  b）白血球 b）白血球  c）血小板 c）血小板  d）血漿

（１）成分と機能

□ 血漿は、水、電解質、タンパク質、糖、脂質、アミノ酸、老廃物からなる。

□★ 血漿中のタンパク質を（ 血漿タンパク ）という。

□★★★ 血漿タンパクは（ アルブミン＞グロブリン＞フィブリノゲン ）の順に多い。

□★ アルブミン、フィブリノゲンは（ 肝臓 ）で合成される。

□★★★ 細胞へのアミノ酸供給源は（ アルブミン ）の関与が大きい。

□★★★ 膠質浸透圧の維持と血管内の水分保持は（ アルブミン ）の関与が７０％と大きい。

□★ ホルモン、ビタミンなどの運搬は（ α-グロブリン ）（ β-グロブリン ）の関与が大きい

□ 血漿タンパクは血液の塩酸基平衡に寄与する。

□★★★ （ γ－グロブリン ）は抗体として免疫に関与する。（ 免疫グロブリン ）とも呼ぶ。

□★★★ （ フィブリノゲン ）は血液凝固に関与する。

（２）緩衝作用

□★★★ 血液のｐHは通常（ 7.4 ）程度である。

□ 血液の緩衝系には、重炭酸緩衝系、リン酸緩衝系、血漿タンパク緩衝系、ヘモグロビン緩

衝系がある。緩衝系とは、酸やアルカリを少し加えてもｐHが変化しにくいシステムで

弱酸と共通イオンを持つ塩基類を組み合わせて作られる。

□★★ 重炭酸緩衝系　（ CO2 ）+（ H2O ） ⇔ H2CO3 ⇔ （ H+ ）+ HCO3
-

□★★ （ H+ ）は酸性物質で、（ HCO3
-＝重炭酸イオン ）などの働きで中和される。

（３）アシドーシスとアルカローシス

□★ 体液のｐHがより酸性に向かう現象を（ アシドーシス ）という。

□★ 体液のｐHがよりアルカリ性に向かう現象を（ アルカローシス ）という。

□ 呼吸性の機序によるものを（ 呼吸性アシドーシス ）（ 呼吸性アルカローシス ）という

□ 代謝性の機序によるものを（ 代謝性アシドーシス ）（ 代謝性アルカローシス ）という

7

12

18



17ウエマツ創研
Uematsu Laboratory

2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（4/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 d）血漿

（１）成分と機能

□ 血漿は、水、電解質、タンパク質、糖、脂質、アミノ酸、老廃物からなる。

□★ 血漿中のタンパク質を（ 血漿タンパク ）という。

□★★★ 血漿タンパクは（ アルブミン＞グロブリン＞フィブリノゲン ）の順に多い。

□★ アルブミン、フィブリノゲンは（ 肝臓 ）で合成される。

□★★★ 細胞へのアミノ酸供給源は（ アルブミン ）の関与が大きい。

□★★★ 膠質浸透圧の維持と血管内の水分保持は（ アルブミン ）の関与が７０％と大きい。

□★ ホルモン、ビタミンなどの運搬は（ α-グロブリン ）（ β-グロブリン ）の関与が大きい

□ 血漿タンパクは血液の塩酸基平衡に寄与する。

□★★★ （ γ－グロブリン ）は抗体として免疫に関与する。（ 免疫グロブリン ）とも呼ぶ。

□★★★ （ フィブリノゲン ）は血液凝固に関与する。

（２）緩衝作用

□★★★ 血液のｐHは通常（ 7.4 ）程度である。

□ 血液の緩衝系には、重炭酸緩衝系、リン酸緩衝系、血漿タンパク緩衝系、ヘモグロビン緩

衝系がある。緩衝系とは、酸やアルカリを少し加えてもｐHが変化しにくいシステムで

弱酸と共通イオンを持つ塩基類を組み合わせて作られる。

□★★ 重炭酸緩衝系　（ CO2 ）+（ H2O ） ⇔ H2CO3 ⇔ （ H+ ）+ HCO3
-

□★★ （ H+ ）は酸性物質で、（ HCO3
-＝重炭酸イオン ）などの働きで中和される。

（３）アシドーシスとアルカローシス

□★ 体液のｐHがより酸性に向かう現象を（ アシドーシス ）という。

□★ 体液のｐHがよりアルカリ性に向かう現象を（ アルカローシス ）という。

□ 呼吸性の機序によるものを（ 呼吸性アシドーシス ）（ 呼吸性アルカローシス ）という

□ 代謝性の機序によるものを（ 代謝性アシドーシス ）（ 代謝性アルカローシス ）という



18
★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環
Ｂ．止血
Ｃ．線維素溶解

 　Ｂ．止血

（１）血小板血栓（一次止血）

□ 血管が障害されると血管の収縮が起こり血流が減少する。

□ 血小板が障害部位の膠原線維に粘着する。

□ 粘着した血小板は変形しセロトニンやＡＤＰを放出する。

□ セロトニンは血管収縮、ＡＤＰは血小板の凝集を促し血小板血栓を形成する。

（２）血液凝固（二次止血）

□★★ 血液外に流出した血液は流動性を失いゼリー状の塊となる。これを（ 血餅 ）という。

□★ 血餅は退縮して堅くなり透明な淡黄色の液が滲出してくる。これを（ 血清 ）という。

□★ 血清は血漿成分から（ フィブリノゲン ）と（ 凝固因子 ）を除いたものである。

□★★★ 血液の塊ができる一連の現象を（ 血液凝固 ）という。

□★★★ 血液凝固はフィブリノゲンが（ フィブリン ）に変わり、フィブリンの線維網に血球が捕

捉されておこる。

□★★ 血液凝固にかかわる因子を（ 血液凝固因子 ）という。

□★ 第Ⅹ因子はCa2+の存在下で血漿中のプロトロンビンを（ トロンビン ）に変える。

□★★★ プロトロンビンの産生には（ ビタミンＫ ）が必要である

□★ トロンビンはCa2+の存在下で（ フィブリノゲン ）に作用してフィブリンに変える。

 　Ｃ．線維素溶解

（１）線維素溶解

□★★★ 凝固した血液はフィブリンが（ プラスミン ）により分解される。

□★ プラスミンは（ プラスミノーゲン ）として存在し、プラスミノーゲンアクチベータによ

り活性化されプラスミンとなる。

（２）凝固阻止物質

□★★ （ ヘパリン ）、アンチトロンビンⅢ、プロテインＣ，プロテインＳは抗凝固因子で血液

の凝固を阻止する。

4

7

13
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（5/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 　Ｂ．止血

（１）血小板血栓（一次止血）

□ 血管が障害されると血管の収縮が起こり血流が減少する。

□ 血小板が障害部位の膠原線維に粘着する。

□ 粘着した血小板は変形しセロトニンやＡＤＰを放出する。

□ セロトニンは血管収縮、ＡＤＰは血小板の凝集を促し血小板血栓を形成する。

（２）血液凝固（二次止血）

□★★ 血液外に流出した血液は流動性を失いゼリー状の塊となる。これを（ 血餅 ）という。

□★ 血餅は退縮して堅くなり透明な淡黄色の液が滲出してくる。これを（ 血清 ）という。

□★ 血清は血漿成分から（ フィブリノゲン ）と（ 凝固因子 ）を除いたものである。

□★★★ 血液の塊ができる一連の現象を（ 血液凝固 ）という。

□★★★ 血液凝固はフィブリノゲンが（ フィブリン ）に変わり、フィブリンの線維網に血球が捕

捉されておこる。

□★★ 血液凝固にかかわる因子を（ 血液凝固因子 ）という。

□★ 第Ⅹ因子はCa2+の存在下で血漿中のプロトロンビンを（ トロンビン ）に変える。

□★★★ プロトロンビンの産生には（ ビタミンＫ ）が必要である

□★ トロンビンはCa2+の存在下で（ フィブリノゲン ）に作用してフィブリンに変える。

 　Ｃ．線維素溶解

（１）線維素溶解

□★★★ 凝固した血液はフィブリンが（ プラスミン ）により分解される。

□★ プラスミンは（ プラスミノーゲン ）として存在し、プラスミノーゲンアクチベータによ

り活性化されプラスミンとなる。

（２）凝固阻止物質

□★★ （ ヘパリン ）、アンチトロンビンⅢ、プロテインＣ，プロテインＳは抗凝固因子で血液

の凝固を阻止する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環
Ｄ．血液型
Ｅ．心臓血管系

 　Ｄ．血液型

（１）ＡＢＯ式血液型

□★★ ＡＢＯ式血液型は赤血球の膜にあるＡ,Ｂ,２種の（ 抗原＝凝集原 ）の有無によって分類

される。Ａ型にはＡ，Ｂ型にはＢ，ＡＢ型にはＡとＢ，（ Ｏ型 ）は凝集原がない。

□★★ また、凝集原に対するα、βの２種の（ 抗体＝凝集素 ）が血漿中に含まれる。Ａ型にはβ

Ｂ型にはα、（ ＡＢ型 ）には凝集素がなく、Ｏ型にはαとβの凝集素がある。

（２）Ｒｈ式血液型

□★ Rh因子は赤血球膜にある抗原〔＝凝集原〕である。

□ Rh+の血液をRh-のヒトに輸血すると抗Rh抗体が産生される。

□★★ 母親が（ Rh- ）で父親が（ Rh+ ）の場合、妊娠すると胎児はRh+となる確率が高く母

体内で抗Rh抗体の産生を誘発する。

 　Ｅ．心臓血管系

（１）体循環と肺循環

□★★ 右心室→肺動脈→肺毛細血管→肺静脈→左心房。この経路を（ 肺循環＝小循環 ）と呼ぶ

□★★ 左心室→大動脈→各器官→大静脈→右心房。この経路を（ 体循環＝大循環 ）と呼ぶ。

□★★ 体循環の動脈の血圧は高く、肺循環の動脈の血圧は低い。

（２）動脈と静脈

□★★ 心臓から出る血液を運ぶ血管を（ 動脈 ）心臓へ血液を送る血管を（ 静脈 ）という。

□★★ O2に富む鮮紅色の血液を（ 動脈血 ）CO2に富む暗赤色の血液を（ 静脈血 ）という。

□★★★ 血液循環量は、脳が（ 約１５％ ）心臓の環状血管で（ 約５％ ）肝臓は（ 約２６％ ）

腎臓は（ 約２５％ ）骨格筋が（ 約１７％ ）である。

5

17

17
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（6/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 　Ｄ．血液型

（１）ＡＢＯ式血液型

□★★ ＡＢＯ式血液型は赤血球の膜にあるＡ,Ｂ,２種の（ 抗原＝凝集原 ）の有無によって分類

される。Ａ型にはＡ，Ｂ型にはＢ，ＡＢ型にはＡとＢ，（ Ｏ型 ）は凝集原がない。

□★★ また、凝集原に対するα、βの２種の（ 抗体＝凝集素 ）が血漿中に含まれる。Ａ型にはβ

Ｂ型にはα、（ ＡＢ型 ）には凝集素がなく、Ｏ型にはαとβの凝集素がある。

（２）Ｒｈ式血液型

□★ Rh因子は赤血球膜にある抗原〔＝凝集原〕である。

□ Rh+の血液をRh-のヒトに輸血すると抗Rh抗体が産生される。

□★★ 母親が（ Rh- ）で父親が（ Rh+ ）の場合、妊娠すると胎児はRh+となる確率が高く母

体内で抗Rh抗体の産生を誘発する。

 　Ｅ．心臓血管系

（１）体循環と肺循環

□★★ 右心室→肺動脈→肺毛細血管→肺静脈→左心房。この経路を（ 肺循環＝小循環 ）と呼ぶ

□★★ 左心室→大動脈→各器官→大静脈→右心房。この経路を（ 体循環＝大循環 ）と呼ぶ。

□★★ 体循環の動脈の血圧は高く、肺循環の動脈の血圧は低い。

（２）動脈と静脈

□★★ 心臓から出る血液を運ぶ血管を（ 動脈 ）心臓へ血液を送る血管を（ 静脈 ）という。

□★★ O2に富む鮮紅色の血液を（ 動脈血 ）CO2に富む暗赤色の血液を（ 静脈血 ）という。

□★★★ 血液循環量は、脳が（ 約１５％ ）心臓の環状血管で（ 約５％ ）肝臓は（ 約２６％ ）

腎臓は（ 約２５％ ）骨格筋が（ 約１７％ ）である。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環 Ｆ．心臓の構造と働き ①

 　Ｆ．心臓の構造と働き

（１）心臓の構造と働き

□★★★ 心臓には（ 右心房 ）（ 右心室 ）（ 左心房 ）（ 左心室 ）の４つの腔がある。

□★★★ 右心房と左心房の間は（ 心房中隔 ）右心室と左心室の間には（ 心室中隔 ）がある。

□★★★ 右心房と右心室は（ 三尖弁 ）左心房と左心室は（ 二尖弁または僧帽弁 ）で分かれる。

□★★★ 左心室と大動脈の間には（ 大動脈弁 ）右心室と肺動脈の間には（ 肺動脈弁 ）がある。

（２）心臓の特性

□★★★ 心筋は収縮に適した（ 固有心筋 ）と興奮の発生と伝導に適した（ 特殊心筋 ）からなる

□★★ 心筋は多数の（ 横紋筋細胞 ）よりなり介在板での（ ギャップ結合 ）により電気的な興

奮を隣の細胞に伝える。

□★★ 筋細胞からなる心房や心室は、あたかも１個の細胞のように機能する。これを

（ 機能的合胞体 ）という。また、心筋は自動的、律動的に収縮する（ 自動能 ）を持つ

□★★ 心筋は意思によって調節できない（ 不随意筋 ）であり（ 自律神経 ）の支配をうける。

□★★★ 心臓が大量の血液で充満して心筋が伸展されると、心筋はその伸展の度合いに応じて大き

な収縮力を発生する。これを（ スターリングの心臓の法則 ）という。

（３）刺激伝導系

□★★★ 刺激伝導系は（ 特殊心筋 ）によって構成されており（ 洞房結節 ）→（ 房室結節 ）→

（ ヒス束 ）→（ 左脚と右脚 ）→（ プルキンエ線維 ）の順に興奮が伝えられる。この

うち歩調とりは（ 洞房結節 ）の（ ペースメーカー細胞＝歩調とり細胞 ）が行う。

（４）心周期と心音

□★★ 心室の収縮が始まってから動脈弁が開くまでの期間を（ 等容性収縮期 ）といい、房室弁

は（ 閉 ）動脈弁は（ 閉 ）心室内容積は（ 一定 ）心室内圧は（ 上昇 ）。

□★★ 血液が駆出される期間を（ 駆出期 ）といい、房室弁は（ 閉 ）動脈弁は（ 開 ）心室内

容積は（ 減る ）心室内圧は（ 上がって下がる ）。

□★★ 動脈弁が閉じ、房室弁が開くまでの期間を（ 等容性弛緩期 ）といい、房室弁は（ 閉 ）

動脈弁は（ 閉 ）心室内容積は（ 一定 ）心室内圧は（ 下降 ）。

□★★ 血液が心室に流入する期間を（ 充満期 ）といい、房室弁は（ 開 ）動脈弁は（ 閉 ）心

室内容積は（ 増える ）心室内圧は（ 下がって上がる ）。

□★ 第１心音は収縮期の開始時で（ 房室弁 ）の閉鎖による音である。

□★ 第２心音は拡張期の開始時で（ 動脈弁 ）の閉鎖による音である。
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（7/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 　Ｆ．心臓の構造と働き

（１）心臓の構造と働き

□★★★ 心臓には（ 右心房 ）（ 右心室 ）（ 左心房 ）（ 左心室 ）の４つの腔がある。

□★★★ 右心房と左心房の間は（ 心房中隔 ）右心室と左心室の間には（ 心室中隔 ）がある。

□★★★ 右心房と右心室は（ 三尖弁 ）左心房と左心室は（ 二尖弁または僧帽弁 ）で分かれる。

□★★★ 左心室と大動脈の間には（ 大動脈弁 ）右心室と肺動脈の間には（ 肺動脈弁 ）がある。

（２）心臓の特性

□★★★ 心筋は収縮に適した（ 固有心筋 ）と興奮の発生と伝導に適した（ 特殊心筋 ）からなる

□★★ 心筋は多数の（ 横紋筋細胞 ）よりなり介在板での（ ギャップ結合 ）により電気的な興

奮を隣の細胞に伝える。

□★★ 筋細胞からなる心房や心室は、あたかも１個の細胞のように機能する。これを

（ 機能的合胞体 ）という。また、心筋は自動的、律動的に収縮する（ 自動能 ）を持つ

□★★ 心筋は意思によって調節できない（ 不随意筋 ）であり（ 自律神経 ）の支配をうける。

□★★★ 心臓が大量の血液で充満して心筋が伸展されると、心筋はその伸展の度合いに応じて大き

な収縮力を発生する。これを（ スターリングの心臓の法則 ）という。

（３）刺激伝導系

□★★★ 刺激伝導系は（ 特殊心筋 ）によって構成されており（ 洞房結節 ）→（ 房室結節 ）→

（ ヒス束 ）→（ 左脚と右脚 ）→（ プルキンエ線維 ）の順に興奮が伝えられる。この

うち歩調とりは（ 洞房結節 ）の（ ペースメーカー細胞＝歩調とり細胞 ）が行う。

（４）心周期と心音

□★★ 心室の収縮が始まってから動脈弁が開くまでの期間を（ 等容性収縮期 ）といい、房室弁

は（ 閉 ）動脈弁は（ 閉 ）心室内容積は（ 一定 ）心室内圧は（ 上昇 ）。

□★★ 血液が駆出される期間を（ 駆出期 ）といい、房室弁は（ 閉 ）動脈弁は（ 開 ）心室内

容積は（ 減る ）心室内圧は（ 上がって下がる ）。

□★★ 動脈弁が閉じ、房室弁が開くまでの期間を（ 等容性弛緩期 ）といい、房室弁は（ 閉 ）

動脈弁は（ 閉 ）心室内容積は（ 一定 ）心室内圧は（ 下降 ）。

□★★ 血液が心室に流入する期間を（ 充満期 ）といい、房室弁は（ 開 ）動脈弁は（ 閉 ）心

室内容積は（ 増える ）心室内圧は（ 下がって上がる ）。

□★ 第１心音は収縮期の開始時で（ 房室弁 ）の閉鎖による音である。

□★ 第２心音は拡張期の開始時で（ 動脈弁 ）の閉鎖による音である。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環
Ｆ．心臓の構造と働き ②
Ｇ．血液循環 ①

 　Ｆ．心臓の構造と働き

（５）心拍数と心拍出量

□★★ １分間の心臓拍動数を（ 心拍数 ）といい、安静時正常成人の心拍数は（ 約70回/分 ）

□★ 心拍数が正常より高いと（ 頻脈 ）低いと（ 徐脈 ）という。

□★★ １回の拍動によって拍出される血液量を（ １回拍出量 ）といい、安静時正常成人では

（ 約70ml ）程度である。

□★ １分間の拍出量を（ 毎分拍出量 ）といい（ １回拍出量 ）×（ 心拍数 ）で求める。

（６）心電図

□★★★ Ｐ波（ 心房興奮 ）、QRS群（ 心室興奮開始 ）、T波（ 心室興奮消退 ）の過程を表す。

□★★ PQ間隔は（ 房室間 ）の興奮伝道時間を表す。

（７）心臓の支配神経

□★★★ 心臓には（ 自律神経 ）が分布し、交感神経活動が亢進すると心拍数の（ 増加 ）、興奮

伝導時間の短縮、心筋収縮力の（ 増大 ）がおきる。

□★★★ （ 迷走神経 ）活動が亢進すると心拍数の（ 減少 ）、興奮伝導時間の延長がおきる。

 　Ｇ．血液循環

（１）血管の構造と働き

□★★ 血管は、大動脈、動脈（ 細動脈 ）（ 毛細血管 ）細静脈、静脈、大静脈に分類される。

□★★ 大部分の血管は（ 外膜 ）（ 中膜 ）（ 内膜 ）の３層よりなる。

（２）弾性血管、抵抗血管、交換血管、容量血管

□★ 心臓に近い動脈は中膜が弾性線維を多く含み（ 弾性血管 ）と呼ばれる。

□★★★ 細動脈の血管抵抗は特に大きく（ 抵抗血管 ）と呼ばれる。細動脈には血管収縮神経支配

が豊富であり、血流調整に重要である。

□★ 毛細血管は血液と組織との間で物質交換が行われ（ 交換血管 ）という。

□★★ 静脈は壁が薄く抵抗が少ないため血液貯蔵の役割を持ち（ 容量血管 ）と呼ばれる。

（３）脈拍

□ 血流量は（ 血管の断面積 ）×（ 血流速度 ）の関係である。

□★ （ 脈拍 ）は心臓の拍出によって大動脈の血管壁が拡張され、その振動波が動脈壁に沿っ

て末梢に伝播したものである。

9
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28



25ウエマツ創研
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（8/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 　Ｆ．心臓の構造と働き

（５）心拍数と心拍出量

□★★ １分間の心臓拍動数を（ 心拍数 ）といい、安静時正常成人の心拍数は（ 約70回/分 ）

□★ 心拍数が正常より高いと（ 頻脈 ）低いと（ 徐脈 ）という。

□★★ １回の拍動によって拍出される血液量を（ １回拍出量 ）といい、安静時正常成人では

（ 約70ml ）程度である。

□★ １分間の拍出量を（ 毎分拍出量 ）といい（ １回拍出量 ）×（ 心拍数 ）で求める。

（６）心電図

□★★★ Ｐ波（ 心房興奮 ）、QRS群（ 心室興奮開始 ）、T波（ 心室興奮消退 ）の過程を表す。

□★★ PQ間隔は（ 房室間 ）の興奮伝道時間を表す。

（７）心臓の支配神経

□★★★ 心臓には（ 自律神経 ）が分布し、交感神経活動が亢進すると心拍数の（ 増加 ）、興奮

伝導時間の短縮、心筋収縮力の（ 増大 ）がおきる。

□★★★ （ 迷走神経 ）活動が亢進すると心拍数の（ 減少 ）、興奮伝導時間の延長がおきる。

 　Ｇ．血液循環

（１）血管の構造と働き

□★★ 血管は、大動脈、動脈（ 細動脈 ）（ 毛細血管 ）細静脈、静脈、大静脈に分類される。

□★★ 大部分の血管は（ 外膜 ）（ 中膜 ）（ 内膜 ）の３層よりなる。

（２）弾性血管、抵抗血管、交換血管、容量血管

□★ 心臓に近い動脈は中膜が弾性線維を多く含み（ 弾性血管 ）と呼ばれる。

□★★★ 細動脈の血管抵抗は特に大きく（ 抵抗血管 ）と呼ばれる。細動脈には血管収縮神経支配

が豊富であり、血流調整に重要である。

□★ 毛細血管は血液と組織との間で物質交換が行われ（ 交換血管 ）という。

□★★ 静脈は壁が薄く抵抗が少ないため血液貯蔵の役割を持ち（ 容量血管 ）と呼ばれる。

（３）脈拍

□ 血流量は（ 血管の断面積 ）×（ 血流速度 ）の関係である。

□★ （ 脈拍 ）は心臓の拍出によって大動脈の血管壁が拡張され、その振動波が動脈壁に沿っ

て末梢に伝播したものである。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環 Ｇ．血液循環 ②

 　Ｇ．血液循環

（４）毛細血管の循環

□★★ 細動脈と細静脈の間には毛細血管を通さずに動脈系から静脈系につなぐ（ 動静脈吻合 ）

が存在する部分もある。

□★★ 毛細血管は（ １層 ）の内皮細胞のみからなり物質の透過性が高く交換血管ともいう。血

流速度は非常に遅く、（ ガス・物質 ）の交換が（ 拡散 ）により行われる。

□★★ 血漿タンパクの作る浸透圧を（ 膠質浸透圧 ）といい（ 間質液 ）から毛細血管内に

（ 水分 ）を吸引する力となる。

（５）静脈

□★★ 静脈の静脈圧は非常に低く、次の（ 静脈還流 ）がある。心室収縮に伴う心房内圧の

（ 低下 ）、（ 静脈弁 ）による逆流防止、骨格筋の収縮弛緩による（ ポンプ ）作用、

吸息時の胸腔内圧（ 低下 ）による吸引。

（６）血管の支配神経

□★★★ 主に（ 細動脈 ）の平滑筋に分布する（ 交感神経 ）の働きで血管を収縮させる。

（７）血圧

□ 血液が血管壁に及ぼす力を（ 血圧 ）という。

□★★ 血圧は（ 大動脈 ）が最も高く、動脈,細動脈,毛細血管,静脈,大静脈の順に低くなる。

（８）血圧の測定

□ 血圧の測定法には（ 聴診法 ）と（ 触診法 ）がある。

（９）最高血圧と最低血圧、脈圧

□★★ 最高血圧は（ 収縮期血圧 ）といい、最低血圧は（ 拡張期血圧 ）という。

□★★ 正常成人男子安静時最高血圧は（ 120mmHg ）程度、最低血圧は（ 70mmHg ）程度

□★★ 最高血圧と最低血圧の差を（ 脈圧 ）という。

□★★★ 平均血圧＝（ 最低血圧 ）＋（ 脈圧 ）÷（ 3 ）。

（１０）血圧に影響を与える因子

□ 動脈圧は（ 心拍出量 ）と（ 総末梢抵抗 ）の積であらわされる。

□★★ 血圧上昇の要因は、血液量の（ 増大 ）

□★★ 血圧上昇の要因は、心拍出量の（ 増加 ）、心臓ポンプ機能の（ 上昇 ）

□★★ 血圧上昇の要因は、血液粘度の（ 上昇 ）

□★★ 血圧上昇の要因は、血管総断面積の（ 縮小 ）、血管壁の弾力性の（ 低下 ）

□★★ 血圧上昇の要因は、血管平滑筋の（ 収縮 ）、抵抗血管の（ 収縮 ）

5
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27ウエマツ創研
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（9/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 　Ｇ．血液循環

（４）毛細血管の循環

□★★ 細動脈と細静脈の間には毛細血管を通さずに動脈系から静脈系につなぐ（ 動静脈吻合 ）

が存在する部分もある。

□★★ 毛細血管は（ １層 ）の内皮細胞のみからなり物質の透過性が高く交換血管ともいう。血

流速度は非常に遅く、（ ガス・物質 ）の交換が（ 拡散 ）により行われる。

□★★ 血漿タンパクの作る浸透圧を（ 膠質浸透圧 ）といい（ 間質液 ）から毛細血管内に

（ 水分 ）を吸引する力となる。

（５）静脈

□★★ 静脈の静脈圧は非常に低く、次の（ 静脈還流 ）がある。心室収縮に伴う心房内圧の

（ 低下 ）、（ 静脈弁 ）による逆流防止、骨格筋の収縮弛緩による（ ポンプ ）作用、

吸息時の胸腔内圧（ 低下 ）による吸引。

（６）血管の支配神経

□★★★ 主に（ 細動脈 ）の平滑筋に分布する（ 交感神経 ）の働きで血管を収縮させる。

（７）血圧

□ 血液が血管壁に及ぼす力を（ 血圧 ）という。

□★★ 血圧は（ 大動脈 ）が最も高く、動脈,細動脈,毛細血管,静脈,大静脈の順に低くなる。

（８）血圧の測定

□ 血圧の測定法には（ 聴診法 ）と（ 触診法 ）がある。

（９）最高血圧と最低血圧、脈圧

□★★ 最高血圧は（ 収縮期血圧 ）といい、最低血圧は（ 拡張期血圧 ）という。

□★★ 正常成人男子安静時最高血圧は（ 120mmHg ）程度、最低血圧は（ 70mmHg ）程度

□★★ 最高血圧と最低血圧の差を（ 脈圧 ）という。

□★★★ 平均血圧＝（ 最低血圧 ）＋（ 脈圧 ）÷（ 3 ）。

（１０）血圧に影響を与える因子

□ 動脈圧は（ 心拍出量 ）と（ 総末梢抵抗 ）の積であらわされる。

□★★ 血圧上昇の要因は、血液量の（ 増大 ）

□★★ 血圧上昇の要因は、心拍出量の（ 増加 ）、心臓ポンプ機能の（ 上昇 ）

□★★ 血圧上昇の要因は、血液粘度の（ 上昇 ）

□★★ 血圧上昇の要因は、血管総断面積の（ 縮小 ）、血管壁の弾力性の（ 低下 ）

□★★ 血圧上昇の要因は、血管平滑筋の（ 収縮 ）、抵抗血管の（ 収縮 ）
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環 Ｈ．循環調節 ①

 　Ｈ．循環調節　

（１）調節の仕組み

□★ 循環の調節は（ 局所性 ）（ 神経性 ）（ ホルモン性 ）によって行われる。

□★★★ 血管はセロトニン、ノルアドレナリン、エンドセリンなどの（ 収縮物質 ）や、ブラジキ

ニン、ヒスタミン、アデノシンなどの（ 拡張物質 ）によって局所的に調節されている。

□★★ 血管が血流を一定に保とうとする現象を自己調節といい、（ 腎臓 ）（ 脳 ）（ 心臓 ）

の血管で特に顕著である。

□★★★ 神経性の調節として、心臓と血管は（ 自律神経 ）によって調節される。

□★ カテコールアミンにより（ 血管収縮 ）される。

□★ レニン・アンジオテンシン系により（ 血管収縮 ）される。

□★ バゾプレッシンやアルドステロン、心房性ナトリウム利尿ペプチドは血液量を調節する。

（２）循環中枢（心臓血管中枢）

□★★★ （ 延髄 ）の網様体には血圧を維持するのに重要な循環中枢が存在する。

（３）循環の反射性調節

□★★ 圧受容器反射の受容器は（ 頚動脈洞 ）と（ 大動脈弓 ）の血管壁にある圧受容器で、そ

れぞれ（ 舌咽神経 ）と（ 迷走神経 ）を求心性神経とし（ 延髄 ）の循環中枢に伝えら

れる。効果器は（ 心臓 ）（ 血管 ）（ 副腎髄質 ）で、心臓は心拍数の（ 低下 ）、心筋

収縮力の（ 低下 ）、心拍出量の（ 減少 ）、血管は末梢抵抗血管の（ 拡張 ）、容量血

管の（ 拡張 ）が起き、副腎髄質からのカテコールアミン放出が（ 減少 ）される。これ

により血圧は（ 下降 ）してある基準値で安定する。

□★★ 化学受容器反射は、動脈血中の酸素分圧が減少したり、二酸化炭素分圧や水素イオン濃度

が上昇すると、頚動脈洞にある（ 頚動脈小体 ）や大動脈弓にある（ 大動脈小体 ）の

（ 末梢性化学受容器 ）が興奮して、（ 舌咽神経 ）と（ 迷走神経 ）を通って（ 延髄 ）

に伝えられ、呼吸と循環を調節する。

□★ 心房と静脈の合流部や肺血管には、低圧で作動する（ 心肺部圧受容器 ）があり、肺血管

や心房の低い内圧を感受して循環血液量の調節をする。

□★ 出血などで血液量が減ると、心肺部圧受容器を介して脳に情報が伝えられ、腎臓からの尿

量を減らして血液量を増やそうとする。逆に、血液量が増えると（ 尿量 ）が増えて血液

量を減らそうとする。

□ 体性感覚受容器の刺激は、循環機能を反射性に調節する。

4
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35
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（10/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 　Ｈ．循環調節　

（１）調節の仕組み

□★ 循環の調節は（ 局所性 ）（ 神経性 ）（ ホルモン性 ）によって行われる。

□★★★ 血管はセロトニン、ノルアドレナリン、エンドセリンなどの（ 収縮物質 ）や、ブラジキ

ニン、ヒスタミン、アデノシンなどの（ 拡張物質 ）によって局所的に調節されている。

□★★ 血管が血流を一定に保とうとする現象を自己調節といい、（ 腎臓 ）（ 脳 ）（ 心臓 ）

の血管で特に顕著である。

□★★★ 神経性の調節として、心臓と血管は（ 自律神経 ）によって調節される。

□★ カテコールアミンにより（ 血管収縮 ）される。

□★ レニン・アンジオテンシン系により（ 血管収縮 ）される。

□★ バゾプレッシンやアルドステロン、心房性ナトリウム利尿ペプチドは血液量を調節する。

（２）循環中枢（心臓血管中枢）

□★★★ （ 延髄 ）の網様体には血圧を維持するのに重要な循環中枢が存在する。

（３）循環の反射性調節

□★★ 圧受容器反射の受容器は（ 頚動脈洞 ）と（ 大動脈弓 ）の血管壁にある圧受容器で、そ

れぞれ（ 舌咽神経 ）と（ 迷走神経 ）を求心性神経とし（ 延髄 ）の循環中枢に伝えら

れる。効果器は（ 心臓 ）（ 血管 ）（ 副腎髄質 ）で、心臓は心拍数の（ 低下 ）、心筋

収縮力の（ 低下 ）、心拍出量の（ 減少 ）、血管は末梢抵抗血管の（ 拡張 ）、容量血

管の（ 拡張 ）が起き、副腎髄質からのカテコールアミン放出が（ 減少 ）される。これ

により血圧は（ 下降 ）してある基準値で安定する。

□★★ 化学受容器反射は、動脈血中の酸素分圧が減少したり、二酸化炭素分圧や水素イオン濃度

が上昇すると、頚動脈洞にある（ 頚動脈小体 ）や大動脈弓にある（ 大動脈小体 ）の

（ 末梢性化学受容器 ）が興奮して、（ 舌咽神経 ）と（ 迷走神経 ）を通って（ 延髄 ）

に伝えられ、呼吸と循環を調節する。

□★ 心房と静脈の合流部や肺血管には、低圧で作動する（ 心肺部圧受容器 ）があり、肺血管

や心房の低い内圧を感受して循環血液量の調節をする。

□★ 出血などで血液量が減ると、心肺部圧受容器を介して脳に情報が伝えられ、腎臓からの尿

量を減らして血液量を増やそうとする。逆に、血液量が増えると（ 尿量 ）が増えて血液

量を減らそうとする。

□ 体性感覚受容器の刺激は、循環機能を反射性に調節する。



30
★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第２章　循環
Ｈ．循環調節 ②
Ｉ．リンパ系

 　Ｈ．循環調節　

（４）高位中枢からの影響

□ 精神的活動、本能行動に伴い循環機能は著しく変化する。

（５）特殊な部位の循環 

□★★★ 心筋は（ 冠状動脈 ）により血流の供給を受け、その血液量は心拍出量の（ 約５％ ）を

占める。

□★★★ 肝臓は心拍出量の（ 約２６％ ）を占める。

□ 肝臓を流れる血液のうち約30%は（ 肝動脈 ）より、約70%は（ 門脈 ）より流入する。

□★★★ 脳は心拍出量の（ 約１５％ ）を占め、脳の血流量を一定に調節する機能がよく発達して

いる。また、脳内へ有害物質が作用するのを防ぐための（ 血液脳関門 ）がある。

□★ 皮膚には（ 動静脈吻合 ）や皮下静脈叢が発達しており体温調節に重要な役割を果たす。

 　Ｉ．リンパ系

□★★★ リンパ系の機能は、1.体内の組織中に存在する過剰な（ 間質液 ）を吸収する。

□★★★ リンパ系の機能は、2.体外から間質液に侵入した（ 異物 ）を取り除く。

□★★★ リンパ系の機能は、3.間質液にある過剰の（ タンパク質 ）を取りこんで間質液の

（ 膠質浸透圧 ）を調節する。

□★★ リンパ系の機能は、4.小腸内では消化された（ 脂肪 ）を吸収する働きがある。

□ 間質液がリンパ管に流入したものを（ リンパ ）という。

□★ リンパ管には多数の（ 弁 ）があり逆流を防いでいる。

9

10

12
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2
I.リンパ系H.循環調節 G.血液循環F.心臓の構造と働きE.心臓血管系

第２章 循環（11/11）A.血液の組成と働き B.止血 C.線維素溶解 D.血液型

 　Ｈ．循環調節　

（４）高位中枢からの影響

□ 精神的活動、本能行動に伴い循環機能は著しく変化する。

（５）特殊な部位の循環 

□★★★ 心筋は（ 冠状動脈 ）により血流の供給を受け、その血液量は心拍出量の（ 約５％ ）を

占める。

□★★★ 肝臓は心拍出量の（ 約２６％ ）を占める。

□ 肝臓を流れる血液のうち約30%は（ 肝動脈 ）より、約70%は（ 門脈 ）より流入する。

□★★★ 脳は心拍出量の（ 約１５％ ）を占め、脳の血流量を一定に調節する機能がよく発達して

いる。また、脳内へ有害物質が作用するのを防ぐための（ 血液脳関門 ）がある。

□★ 皮膚には（ 動静脈吻合 ）や皮下静脈叢が発達しており体温調節に重要な役割を果たす。

 　Ｉ．リンパ系

□★★★ リンパ系の機能は、1.体内の組織中に存在する過剰な（ 間質液 ）を吸収する。

□★★★ リンパ系の機能は、2.体外から間質液に侵入した（ 異物 ）を取り除く。

□★★★ リンパ系の機能は、3.間質液にある過剰の（ タンパク質 ）を取りこんで間質液の

（ 膠質浸透圧 ）を調節する。

□★★ リンパ系の機能は、4.小腸内では消化された（ 脂肪 ）を吸収する働きがある。

□ 間質液がリンパ管に流入したものを（ リンパ ）という。

□★ リンパ管には多数の（ 弁 ）があり逆流を防いでいる。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第３章　呼吸
Ａ．呼吸器 
Ｂ．換気とガス交換 ①

 　Ａ．呼吸器

（１）外呼吸と内呼吸

□★★ 呼吸には（ 外呼吸または肺呼吸 ）と（ 内呼吸または組織呼吸 ）がある。

□★★ 外呼吸は（ 肺 ）におけるガス交換を、内呼吸は（ 組織 ）におけるガス交換をいう。

（２）呼吸器系の構造と機能

□ 外呼吸にかかわる器官を呼吸器系といい（ 気道 ）（ 肺 ）（ 胸郭 ）からなる。

□ 空気は鼻腔、咽頭、（ 気管 ）、（ 気管支 ）、（ 細気管支 ）、終末気管支、呼吸細気

管支、肺胞のうに至り（ 肺胞 ）に達する。

□★ 肺胞の内壁は１層の（ 肺胞上皮細胞 ）で覆われ基底膜を介し毛細血管内皮細胞と接する

□ １つの肺胞を多数の毛細血管（ 肺毛細血管 ）が取り囲んでおり血液と肺胞気との間でガ

ス交換が行われる。

□★ 胸郭は（ 胸壁 ）と（ 横隔膜 ）よりなる。胸郭の内腔を（ 胸腔 ）という。

 　Ｂ．換気とガス交換

 a）肺機能  b）ガス交換とガスの運搬  b）ガス交換とガスの運搬 

（１）肺気量

□★★★ （ １回換気量 ）とは安静時の呼吸量で約（ 500ml ）である。

□★ （ 予備吸気量 ）とは安静時の吸気量を超えて最大吸入できる量である。

□★ （ 予備呼気量 ）とは安静時の呼気量を超えて最大吐き出せる量である。

□★★ （ 残気量 ）とは最大に吐き出した後に肺内に残っている気体量である。

□★★ （ 機能的残気量 ）＝予備呼気量＋残気量

□★★★ 肺活量は最大の換気量で（ １回換気量 ）＋（ 予備呼気量 ）＋（ 予備吸気量 ）である

（２）呼吸数

□ 安静時の成人の呼吸数は約（ １２～２０回／分 ）である。

（３）肺胞換気量

□★★ 気道にある空気などガス交換に関与しない容積を（ 死腔 ）といい成人で（ 約150ml ）

□★ １回のガス交換に利用されるのは１回換気量－死腔量、これを（ 肺胞換気量 ）という。

□★ １分あたりの肺胞換気量は（ 分時肺胞換気量 ）といい、（ １回換気量－死腔量 ）×呼

吸数/分で求める。呼吸の効率を上げるには呼吸を（ 深く ）する。

5
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23
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3
C.呼吸運動とその調節B.換気とガス交換A.呼吸器

第３章 呼吸（1/3）

 　Ａ．呼吸器

（１）外呼吸と内呼吸

□★★ 呼吸には（ 外呼吸または肺呼吸 ）と（ 内呼吸または組織呼吸 ）がある。

□★★ 外呼吸は（ 肺 ）におけるガス交換を、内呼吸は（ 組織 ）におけるガス交換をいう。

（２）呼吸器系の構造と機能

□ 外呼吸にかかわる器官を呼吸器系といい（ 気道 ）（ 肺 ）（ 胸郭 ）からなる。

□ 空気は鼻腔、咽頭、（ 気管 ）、（ 気管支 ）、（ 細気管支 ）、終末気管支、呼吸細気

管支、肺胞のうに至り（ 肺胞 ）に達する。

□★ 肺胞の内壁は１層の（ 肺胞上皮細胞 ）で覆われ基底膜を介し毛細血管内皮細胞と接する

□ １つの肺胞を多数の毛細血管（ 肺毛細血管 ）が取り囲んでおり血液と肺胞気との間でガ

ス交換が行われる。

□★ 胸郭は（ 胸壁 ）と（ 横隔膜 ）よりなる。胸郭の内腔を（ 胸腔 ）という。

 　Ｂ．換気とガス交換

 a）肺機能

（１）肺気量

□★★★ （ １回換気量 ）とは安静時の呼吸量で約（ 500ml ）である。

□★ （ 予備吸気量 ）とは安静時の吸気量を超えて最大吸入できる量である。

□★ （ 予備呼気量 ）とは安静時の呼気量を超えて最大吐き出せる量である。

□★★ （ 残気量 ）とは最大に吐き出した後に肺内に残っている気体量である。

□★★ （ 機能的残気量 ）＝予備呼気量＋残気量

□★★★ 肺活量は最大の換気量で（ １回換気量 ）＋（ 予備呼気量 ）＋（ 予備吸気量 ）である

（２）呼吸数

□ 安静時の成人の呼吸数は約（ １２～２０回／分 ）である。

（３）肺胞換気量

□★★ 気道にある空気などガス交換に関与しない容積を（ 死腔 ）といい成人で（ 約150ml ）

□★ １回のガス交換に利用されるのは１回換気量－死腔量、これを（ 肺胞換気量 ）という。

□★ １分あたりの肺胞換気量は（ 分時肺胞換気量 ）といい、（ １回換気量－死腔量 ）×呼

吸数/分で求める。呼吸の効率を上げるには呼吸を（ 深く ）する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第３章　呼吸
Ｂ．換気とガス交換 ②
Ｃ．呼吸運動とその調節 ①

 a）肺機能 a）肺機能  b）ガス交換とガスの運搬 

（１）吸気、呼気の組成

□ 吸気は空気で（ 酸素約21％ ）（ 二酸化炭素約0.04％ ）（ 窒素約78％ ）からなる。

（２）肺でのガス交換

□★★★ 肺のガス交換は肺胞気と肺毛細血管の静脈血のガス分圧差（ ＝拡散 ）で行われている。

□★ O2分圧は、大気158mmHg 肺胞100mmHg 動脈血（ 95mmHg ） 静脈血40mmHg

□★ CO2分圧は、大気0.3mmHg 肺胞40mmHg 動脈血40mmHg 静脈血（ 46mmHg ）

（３）血液のガス運搬

□★★★ 血中で酸素は（ ヘモグロビン ）と結合して運ばれる。

□★ ヘモグロビンと酸素の結合はO2分圧によって左右される。

□★ O2分圧が高いほど酸素と結合した酸素化ヘモグロビンの割合が増える。

□★★★ 血中で二酸化炭素の約８０％は（ 重炭酸イオン ）として運ばれる。

□★★ 換気不足で体内に二酸化炭素が蓄積すると血中に（ 水素イオン ）が増加し、体液は酸性

に傾く。これを（ 呼吸性アシドーシス ）という。

□★★ 過換気などで二酸化炭素が過度に排出されると血中水素イオンが減少し、体液はアルカリ

性に傾く。これを（ 呼吸性アルカローシス ）という。

 　Ｃ．呼吸運動とその調節

□★★★ 呼吸運動は（ 吸息 ）と（ 呼息 ）よりなる。

（１）吸息

□★★★ 吸息時には（ 横隔膜 ）と（ 外肋間筋 ）が収縮し、胸郭が広がり（ 胸腔内圧 ）が下が

って外気が内に流入する。

□★ 外肋間筋の収縮は肋骨を（ 挙上 ）させる。

□★ 横隔膜が収縮すると沈下〔＝下制〕して水平になる。

□★ 主に横隔膜の運動によって行われる呼吸を（ 横隔膜呼吸または腹式呼吸 ）という。

□★ 主に肋間筋の運動で行われる呼吸を（ 胸式呼吸 ）という。

（２）呼息

□★★★ 呼息時、横隔膜と外肋間筋は（ 弛緩 ）する。肋骨は下がり胸郭が狭くなり肺の空気が呼

出される。積極的な呼息時は（ 内肋間筋や腹壁筋 ）が収縮し胸郭がさらに狭くなる。
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3
C.呼吸運動とその調節B.換気とガス交換A.呼吸器

第３章 呼吸（2/3）

 b）ガス交換とガスの運搬 

（１）吸気、呼気の組成

□ 吸気は空気で（ 酸素約21％ ）（ 二酸化炭素約0.04％ ）（ 窒素約78％ ）からなる。

（２）肺でのガス交換

□★★★ 肺のガス交換は肺胞気と肺毛細血管の静脈血のガス分圧差（ ＝拡散 ）で行われている。

□★ O2分圧は、大気158mmHg 肺胞100mmHg 動脈血（ 95mmHg ） 静脈血40mmHg

□★ CO2分圧は、大気0.3mmHg 肺胞40mmHg 動脈血40mmHg 静脈血（ 46mmHg ）

（３）血液のガス運搬

□★★★ 血中で酸素は（ ヘモグロビン ）と結合して運ばれる。

□★ ヘモグロビンと酸素の結合はO2分圧によって左右される。

□★ O2分圧が高いほど酸素と結合した酸素化ヘモグロビンの割合が増える。

□★★★ 血中で二酸化炭素の約８０％は（ 重炭酸イオン ）として運ばれる。

□★★ 換気不足で体内に二酸化炭素が蓄積すると血中に（ 水素イオン ）が増加し、体液は酸性

に傾く。これを（ 呼吸性アシドーシス ）という。

□★★ 過換気などで二酸化炭素が過度に排出されると血中水素イオンが減少し、体液はアルカリ

性に傾く。これを（ 呼吸性アルカローシス ）という。

 　Ｃ．呼吸運動とその調節

□★★★ 呼吸運動は（ 吸息 ）と（ 呼息 ）よりなる。

（１）吸息

□★★★ 吸息時には（ 横隔膜 ）と（ 外肋間筋 ）が収縮し、胸郭が広がり（ 胸腔内圧 ）が下が

って外気が内に流入する。

□★ 外肋間筋の収縮は肋骨を（ 挙上 ）させる。

□★ 横隔膜が収縮すると沈下〔＝下制〕して水平になる。

□★ 主に横隔膜の運動によって行われる呼吸を（ 横隔膜呼吸または腹式呼吸 ）という。

□★ 主に肋間筋の運動で行われる呼吸を（ 胸式呼吸 ）という。

（２）呼息

□★★★ 呼息時、横隔膜と外肋間筋は（ 弛緩 ）する。肋骨は下がり胸郭が狭くなり肺の空気が呼

出される。積極的な呼息時は（ 内肋間筋や腹壁筋 ）が収縮し胸郭がさらに狭くなる。



36
★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第３章　呼吸 Ｃ．呼吸運動とその調節 ②

 　Ｃ．呼吸運動とその調節

（３）胸腔内圧

□★★★ 胸腔内の圧は（ 大気圧以下＝陰圧 ）に保たれている。

（４）呼吸中枢

□★★★ 呼吸中枢は（ 延髄 ）にあり、（ 呼息中枢 ）と（ 吸息中枢 ）にわかれている。

□ （ 橋 ）に延髄の呼吸中枢の働きを調節する（ 呼吸性ニューロン ）が存在する。

（５）呼吸の反射性調節

□★★★ 肺が吸息により伸展されると（ 肺の伸展受容器 ）が興奮し迷走神経により呼吸中枢に伝

えられ（ 吸息中枢 ）を抑制する。その結果、吸息は抑えられ呼息に移行する。これを

（ ヘーリングブロイエルの反射 ）あるいは（ 肺迷走神経反射 ）という。

□★ 頚動脈洞の近くにある（ 頚動脈小体 ）と大動脈弓にある（ 大動脈小体 ）は血中の酸素

分圧の減少や二酸化炭素分圧の増大、ｐHの低下に反応する化学受容体がある。それぞれ

（ 舌咽神経 ）と（ 迷走神経 ）を求心性神経とし呼吸中枢に伝え、呼吸運動を（ 促進

）する。

□ 鼻粘膜が刺激されるとく（ しゃみ反射 ）が、咽頭あるいは気管粘膜が刺激されると

（ 咳反射 ）が起きる。

□ 呼吸運動は意志により大脳からの指令で調節される。

（６）呼吸の異常

□ 呼吸の深さは変わらず、頻度が増加した呼吸を（ 頻呼吸 ）、減少した呼吸を（ 徐呼吸

）という。

□ 呼吸の頻度は変わらす、深さが深くなった呼吸を（ 過呼吸 ）、浅くなった呼吸を減呼吸

という。

□★ 無呼吸から深い呼吸、深い呼吸から無呼吸への変動が繰り返される呼吸で、脳疾患、尿毒

症、各種中毒や病気の末期にみられる呼吸を（ チェインストーク呼吸 ）という。

□★ 深い喘ぎ呼吸が突然中断されたり元に戻ったりする呼吸で、脳外傷や脳腫瘍で脳圧が亢進

した際に見られる呼吸を（ ビオー呼吸 ）という。

□★ 深い呼吸が規則正しく続く過呼吸で、糖尿病などで代謝性アシドーシスにより見られる呼

吸を（ クスマウルの呼吸 ）という。

□★ 夜間の睡眠時に無呼吸が頻繁に起こる病態を（ 睡眠時無呼吸症候群 ）という。

□ （ 潜函病 ）は高圧環境でおき、（ 高山病 ）は低圧環境で起きる。

8
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3
C.呼吸運動とその調節B.換気とガス交換A.呼吸器

第３章 呼吸（3/3）

 　Ｃ．呼吸運動とその調節

（３）胸腔内圧

□★★★ 胸腔内の圧は（ 大気圧以下＝陰圧 ）に保たれている。

（４）呼吸中枢

□★★★ 呼吸中枢は（ 延髄 ）にあり、（ 呼息中枢 ）と（ 吸息中枢 ）にわかれている。

□ （ 橋 ）に延髄の呼吸中枢の働きを調節する（ 呼吸性ニューロン ）が存在する。

（５）呼吸の反射性調節

□★★★ 肺が吸息により伸展されると（ 肺の伸展受容器 ）が興奮し迷走神経により呼吸中枢に伝

えられ（ 吸息中枢 ）を抑制する。その結果、吸息は抑えられ呼息に移行する。これを

（ ヘーリングブロイエルの反射 ）あるいは（ 肺迷走神経反射 ）という。

□★ 頚動脈洞の近くにある（ 頚動脈小体 ）と大動脈弓にある（ 大動脈小体 ）は血中の酸素

分圧の減少や二酸化炭素分圧の増大、ｐHの低下に反応する化学受容体がある。それぞれ

（ 舌咽神経 ）と（ 迷走神経 ）を求心性神経とし呼吸中枢に伝え、呼吸運動を（ 促進

）する。

□ 鼻粘膜が刺激されるとく（ しゃみ反射 ）が、咽頭あるいは気管粘膜が刺激されると

（ 咳反射 ）が起きる。

□ 呼吸運動は意志により大脳からの指令で調節される。

（６）呼吸の異常

□ 呼吸の深さは変わらず、頻度が増加した呼吸を（ 頻呼吸 ）、減少した呼吸を（ 徐呼吸

）という。

□ 呼吸の頻度は変わらす、深さが深くなった呼吸を（ 過呼吸 ）、浅くなった呼吸を減呼吸

という。

□★ 無呼吸から深い呼吸、深い呼吸から無呼吸への変動が繰り返される呼吸で、脳疾患、尿毒

症、各種中毒や病気の末期にみられる呼吸を（ チェインストーク呼吸 ）という。

□★ 深い喘ぎ呼吸が突然中断されたり元に戻ったりする呼吸で、脳外傷や脳腫瘍で脳圧が亢進

した際に見られる呼吸を（ ビオー呼吸 ）という。

□★ 深い呼吸が規則正しく続く過呼吸で、糖尿病などで代謝性アシドーシスにより見られる呼

吸を（ クスマウルの呼吸 ）という。

□★ 夜間の睡眠時に無呼吸が頻繁に起こる病態を（ 睡眠時無呼吸症候群 ）という。

□ （ 潜函病 ）は高圧環境でおき、（ 高山病 ）は低圧環境で起きる。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第４章　消化と吸収
Ａ．消化と吸収
Ｂ．消化管の運動 ①

 　Ａ．消化と吸収

□ 消化は（ 機械的消化 ）〔＝消化管の運動〕と（ 化学的消化 ）〔＝消化液分泌〕の組み

合わせにより行われる。

 　Ｂ．消化管の運動

 a）咀嚼と嚥下  b）消化管の運動とその調節 b）消化管の運動とその調節  c）排便 c）排便

□ 食物は口腔内で咀嚼運動により食物を噛み砕き唾液と混和する。

□★★★ 嚥下運動の第１相は（ 随意運動 ）で、第２，３相は（ 反射運動 ）である。

□★★★ 第１相を（ 口腔相 ）、第２相を（ 咽頭相 ）、第３相を（ 食道相 ）という。

□★★★ 嚥下運動の反射中枢は（ 延髄 ）である。

□★ （ 第１相 ）は舌を使って食塊を咽頭に送る。

□★★ 第２相では軟口蓋は（ 挙上 ）、喉頭蓋は（ 閉鎖 ）、（ 舌根 ）を押し上げ、食塊が食

道に押し出される。

□★ （ 第３相 ）は食道の蠕動運動によって食塊を胃に運ぶ。

 a）咀嚼と嚥下 a）咀嚼と嚥下  b）消化管の運動とその調節  c）排便 c）排便

□ 消化管の壁は部位によって異なるが基本的には内側から（ 粘膜 ）、粘膜下層、（ 筋層

）、（ 漿膜 ）の順に配列する。

□★★★ 筋層は内側の（ 輪走筋 ）外側の（ 縦走筋 ）の２層の平滑筋よりなる。

□★ 消化管の内側と外側の平滑筋層の間には筋層間神経叢（ アウエルバッハ神経叢 ）がある

□★ 粘膜下層と内側の平滑筋層の間には粘膜下神経叢（ マイスネル神経叢 ）がある。

□ 筋層間神経叢と粘膜下神経叢を合わせて（ 壁内神経叢 ）という。

（１）胃の構造

□★★ 胃の入り口を（ 噴門 ）出口を（ 幽門 ）という。胃は大部分を占める（ 胃体 ）と幽門

に向かって細くなった（ 幽門部 ）に分けられる。胃体のうち噴門よりも左上に横隔膜に

沿って膨れた部分を（ 胃底 ）と呼ぶ。

8

16

20
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第４章 消化と吸収（1/6）

 　Ａ．消化と吸収

□ 消化は（ 機械的消化 ）〔＝消化管の運動〕と（ 化学的消化 ）〔＝消化液分泌〕の組み

合わせにより行われる。

 　Ｂ．消化管の運動

 a）咀嚼と嚥下

□ 食物は口腔内で咀嚼運動により食物を噛み砕き唾液と混和する。

□★★★ 嚥下運動の第１相は（ 随意運動 ）で、第２，３相は（ 反射運動 ）である。

□★★★ 第１相を（ 口腔相 ）、第２相を（ 咽頭相 ）、第３相を（ 食道相 ）という。

□★★★ 嚥下運動の反射中枢は（ 延髄 ）である。

□★ （ 第１相 ）は舌を使って食塊を咽頭に送る。

□★★ 第２相では軟口蓋は（ 挙上 ）、喉頭蓋は（ 閉鎖 ）、（ 舌根 ）を押し上げ、食塊が食

道に押し出される。

□★ （ 第３相 ）は食道の蠕動運動によって食塊を胃に運ぶ。

 b）消化管の運動とその調節

□ 消化管の壁は部位によって異なるが基本的には内側から（ 粘膜 ）、粘膜下層、（ 筋層

）、（ 漿膜 ）の順に配列する。

□★★★ 筋層は内側の（ 輪走筋 ）外側の（ 縦走筋 ）の２層の平滑筋よりなる。

□★ 消化管の内側と外側の平滑筋層の間には筋層間神経叢（ アウエルバッハ神経叢 ）がある

□★ 粘膜下層と内側の平滑筋層の間には粘膜下神経叢（ マイスネル神経叢 ）がある。

□ 筋層間神経叢と粘膜下神経叢を合わせて（ 壁内神経叢 ）という。

（１）胃の構造

□★★ 胃の入り口を（ 噴門 ）出口を（ 幽門 ）という。胃は大部分を占める（ 胃体 ）と幽門

に向かって細くなった（ 幽門部 ）に分けられる。胃体のうち噴門よりも左上に横隔膜に

沿って膨れた部分を（ 胃底 ）と呼ぶ。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第４章　消化と吸収 Ｂ．消化管の運動 ②

 a）咀嚼と嚥下 a）咀嚼と嚥下  b）消化管の運動とその調節  c）排便 c）排便

（２）胃運動

□★ 胃に食物が入ると胃壁は弛緩し胃容量を増やす。これを（ 受け入れ弛緩 ）という。

□ 毎分約３回程度の（ 蠕動運動 ）により胃内の食物は撹拌され胃液と混和される。

□ 蠕動運動は胃底から幽門に向かい、胃内容物は幽門から（ 十二指腸 ）に送りだされる。

□★★ （ 副交感神経 ）により胃の緊張性を高め蠕動運動を促進する。

□★★ （ 交感神経 ）により胃の蠕動運動を抑制する。

（３）小腸の運動

□★★ 小腸は（ 十二指腸 ）とそれに続く（ 空腸 ）（ 回腸 ）よりなる。

□★★★ 十二指腸には膵管と総胆管が開口しており（ 膵液と胆汁 ）が流入する。

□★ 小腸の運動は、輪走筋による（ 分節運動 ）、縦走筋による（ 振子運動 ）、輪走筋と縦

走筋による（ 蠕動運動 ）に分けられる。

□★★ 小腸運動は副交感神経により（ 促進 ）され、交感神経により（ 抑制 ）される。

□★ 胃に食物が入ると、反射的に回腸の蠕動運動がさかんになり回盲弁が開く。これを

（ 胃―回腸反射 ）という

（４）大腸の運動

□★★ 大腸は（ 盲腸、結腸、直腸 ）に区分される。主に（ 水 ）と（ ナトリウムイオン ）の

吸収をし、固形物となって直腸に送られ、体外に排出される。

□★★★ 大腸は、分節運動、蠕動運動の他に、盲腸から上行結腸にかけて（ 逆蠕動 ）が起こる。

□★★ 横行結腸からS状結腸にかけ同時に収縮して一気に直腸へ運ぶ運動が1日数回起こる。これ

を（ 大蠕動 ）といい、摂食後の胃―大腸反射によるものである。

□★★ 大腸の運動は副交感神経で（ 促進 ）され、交感神経で（ 抑制 ）される。

□★ 内肛門括約筋は交感神経によって（ 収縮 ）し、副交感神経によって（ 弛緩 ）する。

□★★ 外肛門括約筋は随意筋で、体性運動神経の支配を受ける。

 a）咀嚼と嚥下 a）咀嚼と嚥下  b）消化管の運動とその調節 b）消化管の運動とその調節  c）排便

□★ 糞便によって直腸壁が伸展されると（ 排便反射 ）が引き起こされる。

□★★ 直腸壁が伸展されると（ 骨盤神経 ）の求心路を通って腰仙髄の（ 排便中枢 ）に伝わる

□★★ 遠心路は（ 骨盤神経 ）の副交感神経が亢進してS状結腸、直腸を収縮させる、

（ 下腹神経 ）の交感神経が抑制されて（ 内肛門括約筋 ）が弛緩される、（ 陰部神経

）の体性運動神経が抑制されて（ 外肛門括約筋 ）が弛緩する。

2
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第４章 消化と吸収（2/6）

 b）消化管の運動とその調節

（２）胃運動

□★ 胃に食物が入ると胃壁は弛緩し胃容量を増やす。これを（ 受け入れ弛緩 ）という。

□ 毎分約３回程度の（ 蠕動運動 ）により胃内の食物は撹拌され胃液と混和される。

□ 蠕動運動は胃底から幽門に向かい、胃内容物は幽門から（ 十二指腸 ）に送りだされる。

□★★ （ 副交感神経 ）により胃の緊張性を高め蠕動運動を促進する。

□★★ （ 交感神経 ）により胃の蠕動運動を抑制する。

（３）小腸の運動

□★★ 小腸は（ 十二指腸 ）とそれに続く（ 空腸 ）（ 回腸 ）よりなる。

□★★★ 十二指腸には膵管と総胆管が開口しており（ 膵液と胆汁 ）が流入する。

□★ 小腸の運動は、輪走筋による（ 分節運動 ）、縦走筋による（ 振子運動 ）、輪走筋と縦

走筋による（ 蠕動運動 ）に分けられる。

□★★ 小腸運動は副交感神経により（ 促進 ）され、交感神経により（ 抑制 ）される。

□★ 胃に食物が入ると、反射的に回腸の蠕動運動がさかんになり回盲弁が開く。これを

（ 胃―回腸反射 ）という

（４）大腸の運動

□★★ 大腸は（ 盲腸、結腸、直腸 ）に区分される。主に（ 水 ）と（ ナトリウムイオン ）の

吸収をし、固形物となって直腸に送られ、体外に排出される。

□★★★ 大腸は、分節運動、蠕動運動の他に、盲腸から上行結腸にかけて（ 逆蠕動 ）が起こる。

□★★ 横行結腸からS状結腸にかけ同時に収縮して一気に直腸へ運ぶ運動が1日数回起こる。これ

を（ 大蠕動 ）といい、摂食後の胃―大腸反射によるものである。

□★★ 大腸の運動は副交感神経で（ 促進 ）され、交感神経で（ 抑制 ）される。

□★ 内肛門括約筋は交感神経によって（ 収縮 ）し、副交感神経によって（ 弛緩 ）する。

□★★ 外肛門括約筋は随意筋で、体性運動神経の支配を受ける。

 c）排便

□★ 糞便によって直腸壁が伸展されると（ 排便反射 ）が引き起こされる。

□★★ 直腸壁が伸展されると（ 骨盤神経 ）の求心路を通って腰仙髄の（ 排便中枢 ）に伝わる

□★★ 遠心路は（ 骨盤神経 ）の副交感神経が亢進してS状結腸、直腸を収縮させる、

（ 下腹神経 ）の交感神経が抑制されて（ 内肛門括約筋 ）が弛緩される、（ 陰部神経

）の体性運動神経が抑制されて（ 外肛門括約筋 ）が弛緩する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第４章　消化と吸収 Ｃ．消化液 ①

 　Ｃ．消化液

 a）消化液の働きとその調節  b）消化管ホルモン b）消化管ホルモン

（１）唾液

□★★★ 唾液の成分は（ 水 ）（ 唾液アミラーゼ＝プチアリン ）（ ムチン＝粘液 ）よりなる。

□★ 唾液アミラーゼはデンプンを（ マルトース ）に分解する。

□★★ （ ムチン ）は嚥下の促進、口腔粘膜の保護。他に味覚を起こす。抗菌作用などがある。

□★★★ 唾液腺は左右に１対ずつ（ 耳下腺 ）（ 舌下腺 ）（ 顎下腺 ）がある。

□★★★ 耳下腺は（ 舌咽神経 ）支配で、舌下腺と顎下腺は（ 顔面神経 ）支配である。

□★★★ 唾液分泌中枢は（ 延髄 ）で、副交感神経の亢進により（ 漿液性唾液 ）を分泌する。交

感神経の更新により（ 粘液性唾液 ）を分泌する。

（２）胃液

□★★★ 胃液は胃粘膜の胃腺から分泌される。（ 主細胞 ）は（ ペプシノーゲン ）を分泌する。

□★★★ （ 副細胞＝粘液細胞 ）は（ ムチン ）を分泌する。

□★★★ （ 壁細胞 ）は（ 塩酸 ）を分泌する。

□★★★ （ 内分泌細胞 ）は（ ガストリン ）ホルモンを分泌する。

□★★★ 胃液は無色透明で１日１～３リットル分泌され、ｐHは（ １～２ ）で強い酸性である。

□★★★ （ 塩酸 ）はペプシノーゲンを活性化して（ ペプシン ）にする。

□★★★ （ ムチン ）は胃粘膜の保護をする。

□★★★ ペプシノーゲンが塩酸でペプシンになり、（ タンパク質 ）を分解する。

□★★ ストレス時に分泌される副腎皮質ホルモンは胃の粘液分泌を（ 抑制 ）する。

□★★ 副交感神経の迷走神経は胃液分泌を（ 促進 ）し交感神経は胃液分泌を（ 抑制 ）する。

□★★ ガストリンは胃液分泌を（ 促進 ）しセクレチンやGIPは胃液分泌を（ 抑制 ）する。

（３）膵液

□★★ 膵液は無色透明で１日約１～1.5リットル分泌され、ｐHは（ 約８ ）で弱アルカリである

□★★★ 膵液は消化酵素と胃内容物を中和させる（ 重炭酸ナトリウム ）を含む。

□★★★ （ アミラーゼ ）はデンプンをマルトースに分解する。

□★★★ （ トリプシンとキモトリプシン ）はタンパク質をペプチドに分解する。

□★★★ （ リパーゼ ）は脂肪を脂肪酸とモノグリセリドに分解する。

□★★★ （ ヌクレアーゼ ）は核酸を分解する。

□★★ （ セクレチン ）は重炭酸イオンや水分に富む膵液分泌を促進する。

□★★ （ コレシストキニン ）は消化酵素に富む膵液分泌を促進する。
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第４章 消化と吸収（3/6）

 　Ｃ．消化液

 a）消化液の働きとその調節

（１）唾液

□★★★ 唾液の成分は（ 水 ）（ 唾液アミラーゼ＝プチアリン ）（ ムチン＝粘液 ）よりなる。

□★ 唾液アミラーゼはデンプンを（ マルトース ）に分解する。

□★★ （ ムチン ）は嚥下の促進、口腔粘膜の保護。他に味覚を起こす。抗菌作用などがある。

□★★★ 唾液腺は左右に１対ずつ（ 耳下腺 ）（ 舌下腺 ）（ 顎下腺 ）がある。

□★★★ 耳下腺は（ 舌咽神経 ）支配で、舌下腺と顎下腺は（ 顔面神経 ）支配である。

□★★★ 唾液分泌中枢は（ 延髄 ）で、副交感神経の亢進により（ 漿液性唾液 ）を分泌する。交

感神経の更新により（ 粘液性唾液 ）を分泌する。

（２）胃液

□★★★ 胃液は胃粘膜の胃腺から分泌される。（ 主細胞 ）は（ ペプシノーゲン ）を分泌する。

□★★★ （ 副細胞＝粘液細胞 ）は（ ムチン ）を分泌する。

□★★★ （ 壁細胞 ）は（ 塩酸 ）を分泌する。

□★★★ （ 内分泌細胞 ）は（ ガストリン ）ホルモンを分泌する。

□★★★ 胃液は無色透明で１日１～３リットル分泌され、ｐHは（ １～２ ）で強い酸性である。

□★★★ （ 塩酸 ）はペプシノーゲンを活性化して（ ペプシン ）にする。

□★★★ （ ムチン ）は胃粘膜の保護をする。

□★★★ ペプシノーゲンが塩酸でペプシンになり、（ タンパク質 ）を分解する。

□★★ ストレス時に分泌される副腎皮質ホルモンは胃の粘液分泌を（ 抑制 ）する。

□★★ 副交感神経の迷走神経は胃液分泌を（ 促進 ）し交感神経は胃液分泌を（ 抑制 ）する。

□★★ ガストリンは胃液分泌を（ 促進 ）しセクレチンやGIPは胃液分泌を（ 抑制 ）する。

（３）膵液

□★★ 膵液は無色透明で１日約１～1.5リットル分泌され、ｐHは（ 約８ ）で弱アルカリである

□★★★ 膵液は消化酵素と胃内容物を中和させる（ 重炭酸ナトリウム ）を含む。

□★★★ （ アミラーゼ ）はデンプンをマルトースに分解する。

□★★★ （ トリプシンとキモトリプシン ）はタンパク質をペプチドに分解する。

□★★★ （ リパーゼ ）は脂肪を脂肪酸とモノグリセリドに分解する。

□★★★ （ ヌクレアーゼ ）は核酸を分解する。

□★★ （ セクレチン ）は重炭酸イオンや水分に富む膵液分泌を促進する。

□★★ （ コレシストキニン ）は消化酵素に富む膵液分泌を促進する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第４章　消化と吸収 Ｃ．消化液 ②

 a）消化液の働きとその調節  b）消化管ホルモン b）消化管ホルモン

（４）胆汁

□★★ 胆汁は黄褐色の液体で（ 肝臓 ）から1日約500ml分泌される。

□★★★ 胆汁は（ 胆汁酸 ）と（ 胆汁色素 ）を含み、（ 消化酵素 ）は含まない。

□★ 胆汁酸は脂肪を（ 乳化 ）して消化酵素の働きを助ける。

□★ 胆汁色素は（ ビリルビン ）の事で、老廃赤血球の（ ヘモグロビン ）に由来の黄色色素

□★★★ セクレチンにより胆汁分泌は（ 促進 ）される。

□★★ コレシストキニンは（ 胆嚢 ）を収縮させ、胆汁を排出する。

（５）腸液

□★★ 腸液は、十二指腸上部にのみ分布する（ ブルンネル腺＝十二指腸腺 ）と小腸全体に分布

する（ リーベルキューン腺＝腸腺 ）より分泌される。

□ 腸液は弱アルカリ性の液で1日約1.5～３リットル分泌される。

□★ （ アミノペプチターゼ ）はペプチドをアミノ酸に分解する。

□★★ （ マルターゼ ）はマルトースをグルコースに分解する。

□★★ （ スクラーゼ ）はスクロースをグルコースと（ フルクトース ）に分解する。

□★★ （ ラクターゼ ）はラクトースをグルコースと（ ガラクトース ）に分解する。

□★ （ エンテロキナーゼ ）はトリプシノーゲンをトリプシンにする。

□★★ 副交感神経活動の亢進により腸液の分泌は（ 促進 ）される。

（６）大腸液

□★★★ 大腸粘膜からアルカリ性の大腸液が分泌される。（ 消化酵素 ）は含まず、粘液に富む。

 a）消化液の働きとその調節 a）消化液の働きとその調節  b）消化管ホルモン

□ 消化管粘膜にある内分泌細胞で分泌され、消化管の機能を促進または抑制するホルモンを

（ 消化管ホルモン ）という。

□★★★ ガストリンは、胃幽門部粘膜にあるガストリン分泌細胞から分泌され、胃の壁細胞に作用

して（ 塩酸分泌を促進 ）する。

□★★ セクレチンは、膵臓の外分泌細胞に作用して（ 重炭酸イオン ）に富む（ 膵液 ）の分泌

を（ 促進 ）する。

□★★ コレシストキニンは、膵臓の外分泌細胞に作用して（ 酵素 ）に富んだ（ 膵液 ）の分泌

を（ 促進 ）する。

□★★ コレシストキニンは、（ 胆嚢 ）を収縮させ、（ 胆汁 ）の放出をさかんにする。

□★ GIPは（ 胃 ）に作用して（ 胃液の分泌や運動 ）を（ 抑制 ）する。

6

24

32
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F.摂食の調節E.肝臓の働きD.吸収C.消化液B.消化管の運動A.消化と吸収

第４章 消化と吸収（4/6）

 a）消化液の働きとその調節

（４）胆汁

□★★ 胆汁は黄褐色の液体で（ 肝臓 ）から1日約500ml分泌される。

□★★★ 胆汁は（ 胆汁酸 ）と（ 胆汁色素 ）を含み、（ 消化酵素 ）は含まない。

□★ 胆汁酸は脂肪を（ 乳化 ）して消化酵素の働きを助ける。

□★ 胆汁色素は（ ビリルビン ）の事で、老廃赤血球の（ ヘモグロビン ）に由来の黄色色素

□★★★ セクレチンにより胆汁分泌は（ 促進 ）される。

□★★ コレシストキニンは（ 胆嚢 ）を収縮させ、胆汁を排出する。

（５）腸液

□★★ 腸液は、十二指腸上部にのみ分布する（ ブルンネル腺＝十二指腸腺 ）と小腸全体に分布

する（ リーベルキューン腺＝腸腺 ）より分泌される。

□ 腸液は弱アルカリ性の液で1日約1.5～３リットル分泌される。

□★ （ アミノペプチターゼ ）はペプチドをアミノ酸に分解する。

□★★ （ マルターゼ ）はマルトースをグルコースに分解する。

□★★ （ スクラーゼ ）はスクロースをグルコースと（ フルクトース ）に分解する。

□★★ （ ラクターゼ ）はラクトースをグルコースと（ ガラクトース ）に分解する。

□★ （ エンテロキナーゼ ）はトリプシノーゲンをトリプシンにする。

□★★ 副交感神経活動の亢進により腸液の分泌は（ 促進 ）される。

（６）大腸液

□★★★ 大腸粘膜からアルカリ性の大腸液が分泌される。（ 消化酵素 ）は含まず、粘液に富む。

 b）消化管ホルモン

□ 消化管粘膜にある内分泌細胞で分泌され、消化管の機能を促進または抑制するホルモンを

（ 消化管ホルモン ）という。

□★★★ ガストリンは、胃幽門部粘膜にあるガストリン分泌細胞から分泌され、胃の壁細胞に作用

して（ 塩酸分泌を促進 ）する。

□★★ セクレチンは、膵臓の外分泌細胞に作用して（ 重炭酸イオン ）に富む（ 膵液 ）の分泌

を（ 促進 ）する。

□★★ コレシストキニンは、膵臓の外分泌細胞に作用して（ 酵素 ）に富んだ（ 膵液 ）の分泌

を（ 促進 ）する。

□★★ コレシストキニンは、（ 胆嚢 ）を収縮させ、（ 胆汁 ）の放出をさかんにする。

□★ GIPは（ 胃 ）に作用して（ 胃液の分泌や運動 ）を（ 抑制 ）する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第４章　消化と吸収 Ｄ．吸収

 　Ｄ．吸収

 a）小腸吸収の機序  b）各種栄養素の吸収 b）各種栄養素の吸収

□★★★ 小腸粘膜には（ 多数のしわ＝輪状ヒダ ）があり、その表面には無数の（ 絨毛 ）が突出

している。絨毛の表層は1層の上皮細胞でこの細胞に（ 微絨毛 ）があり、粘膜上皮の表面

積がきわめて大きい。

□★ 吸収は（ 受動輸送 ）および（ 能動輸送 ）による。

 a）小腸吸収の機序 a）小腸吸収の機序  b）各種栄養素の吸収

（１）糖質の吸収

□★ 糖質は（ 単糖類 ）に分解されて吸収される。グルコースとガラクトースは（ 能動輸送

）により吸収され、フルクトースは（ 拡散 ）によって吸収される。

（２）タンパク質の吸収

□★★★ タンパク質は（ アミノ酸 ）に分解され拡散や能動輸送で吸収される。

（３）脂質の吸収

□★★ 脂肪は（ 脂肪酸 ）と（ モノグリセリド ）に分解し、胆汁酸で（ ミセル ）を作って拡

散によって絨毛の中心乳び管（ ＝リンパ管 ）に入る。

（４）水と電解質の吸収

□★★ （ 水 ）は受動的に吸収される。８３％は小腸で、１６％は大腸で吸収される。

（５）ビタミンの吸収

□★★★ ビタミンA,D,E,Kは（ 脂溶性 ）でミセルとなって拡散により吸収される。

□★ ビタミンB１２は胃粘膜から分泌される（ 内因子 ）と結合して吸収される。

5
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F.摂食の調節E.肝臓の働きD.吸収C.消化液B.消化管の運動A.消化と吸収

第４章 消化と吸収（5/6）

 　Ｄ．吸収

 a）小腸吸収の機序

□★★★ 小腸粘膜には（ 多数のしわ＝輪状ヒダ ）があり、その表面には無数の（ 絨毛 ）が突出

している。絨毛の表層は1層の上皮細胞でこの細胞に（ 微絨毛 ）があり、粘膜上皮の表面

積がきわめて大きい。

□★ 吸収は（ 受動輸送 ）および（ 能動輸送 ）による。

 b）各種栄養素の吸収

（１）糖質の吸収

□★ 糖質は（ 単糖類 ）に分解されて吸収される。グルコースとガラクトースは（ 能動輸送

）により吸収され、フルクトースは（ 拡散 ）によって吸収される。

（２）タンパク質の吸収

□★★★ タンパク質は（ アミノ酸 ）に分解され拡散や能動輸送で吸収される。

（３）脂質の吸収

□★★ 脂肪は（ 脂肪酸 ）と（ モノグリセリド ）に分解し、胆汁酸で（ ミセル ）を作って拡

散によって絨毛の中心乳び管（ ＝リンパ管 ）に入る。

（４）水と電解質の吸収

□★★ （ 水 ）は受動的に吸収される。８３％は小腸で、１６％は大腸で吸収される。

（５）ビタミンの吸収

□★★★ ビタミンA,D,E,Kは（ 脂溶性 ）でミセルとなって拡散により吸収される。

□★ ビタミンB１２は胃粘膜から分泌される（ 内因子 ）と結合して吸収される。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第４章　消化と吸収
Ｅ．肝臓の働き
Ｆ．摂食の調節

 　Ｅ．肝臓の働き

□★★ グルコースは肝臓で（ グリコーゲン ）に合成され肝臓内に貯蔵される。

□★★ 肝臓内のグリコーゲンは血糖低下で（ グルコース ）に分解され血中に出る。

□★★ 肝臓でアミノ酸から（ アルブミン、フィブリノーゲン ）などが合成される。

□★★ 肝臓では脂肪の合成と分解、（ コレステロール ）の生成をする。

□★ 肝臓では各種（ ビタミン ）や無機質を貯蔵したり、放出をする。

□★★★ 肝臓の肝細胞で（ 胆汁 ）が生成される。

□★★★ 肝臓では血中の有害物質を無害化する（ 解毒作用 ）がある。

□★★★ 肝臓は血液を（ 貯蔵 ）する働きがある。

□★★★ 肝臓ではフィブリノーゲン、プロトロンビン等（ 血液凝固因子 ）を生成する。

□★★ 肝臓内の（ クッパー細胞 ）の食作用によって異物を取り除く。

 　Ｆ．摂食の調節

□★★ （ 視床下部 ）は食欲に重要な働きをする中枢である。

□★ （ 摂食中枢 ）は視床下部外側野にあり、空腹感をを起こして摂食行動を起こす。

□★ （ 満腹中枢 ）は視床下部の内側部、腹内側核にあり、満腹感を起こして摂食行動を抑制

する。
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F.摂食の調節E.肝臓の働きD.吸収C.消化液B.消化管の運動A.消化と吸収

第４章 消化と吸収（6/6）

 　Ｅ．肝臓の働き

□★★ グルコースは肝臓で（ グリコーゲン ）に合成され肝臓内に貯蔵される。

□★★ 肝臓内のグリコーゲンは血糖低下で（ グルコース ）に分解され血中に出る。

□★★ 肝臓でアミノ酸から（ アルブミン、フィブリノーゲン ）などが合成される。

□★★ 肝臓では脂肪の合成と分解、（ コレステロール ）の生成をする。

□★ 肝臓では各種（ ビタミン ）や無機質を貯蔵したり、放出をする。

□★★★ 肝臓の肝細胞で（ 胆汁 ）が生成される。

□★★★ 肝臓では血中の有害物質を無害化する（ 解毒作用 ）がある。

□★★★ 肝臓は血液を（ 貯蔵 ）する働きがある。

□★★★ 肝臓ではフィブリノーゲン、プロトロンビン等（ 血液凝固因子 ）を生成する。

□★★ 肝臓内の（ クッパー細胞 ）の食作用によって異物を取り除く。

 　Ｆ．摂食の調節

□★★ （ 視床下部 ）は食欲に重要な働きをする中枢である。

□★ （ 摂食中枢 ）は視床下部外側野にあり、空腹感をを起こして摂食行動を起こす。

□★ （ 満腹中枢 ）は視床下部の内側部、腹内側核にあり、満腹感を起こして摂食行動を抑制

する。



50
★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第５章　代謝
Ａ．食品と栄養素
Ｂ．代謝

 　Ａ．食品と栄養素

□★★★ 三大栄養素とは（ 糖質 ）（ 脂質 ）（ タンパク質 ）である。

□★★★ （ ビタミン ）（ 無機質 ）はエネルギーにはならない。

□★★ （ 糖質 ）はエネルギー源として重要である。

□★★ 脂質はエネルギー源としても（ 細胞膜 ）の構成成分としても重要。

□★★ （ タンパク質 ）はエネルギー源としても利用されるが、身体を構成する原料となる。

 　Ｂ．代謝

（１）栄養素のエネルギー

□★★★ 糖質が分解されると１ｇあたり（ ４kcal ）のエネルギーを放出する。

□★★★ 脂質が分解されると１ｇあたり（ ９kcal ）のエネルギーを放出する。

□★★★ タンパク質が分解されると１ｇあたり（ ４kcal ）のエネルギーを放出する。

（２）エネルギー必要量と食物摂取基準

□ （ エネルギー必要量 ）とは、基礎代謝、身体活動、食物摂取に伴う産熱、発育などに使

われるエネルギーの事である。

□ （ 食物摂取基準 ）とは、健康の維持増進ならびに生活習慣病予防のために望ましいとさ

れる栄養素の摂取量の基準を、年齢別、性別、身体活動レベル別に示したものである。

（３）エネルギー代謝

□ （ 同化 ）とは材料となる物質を取り入れ、生体の構成成分を合成する。

□ （ 異化 ）とは栄養素を分解してエネルギーを放出、分界産物、老廃物が排出される。

□★ 同化や異化の作用で物質を作り出し、エネルギーを放出することを（ 代謝 ）という。

□★★ （ 基礎代謝 ）とは目の覚めている状態で生命を維持するのに必要な最小限の代謝。

□★★★ 基礎代謝量は成人男性で（ 約1,500kcal ）で成人女性で（ 約1,200kcal ）である。

□★★ 基礎代謝は（ 体表面積 ）に対して比例し、男性が（ 高く ）女性が（ 低い ）、

幼少期で（ 高い ）老人では（ 低い ）、夏に（ 低く ）冬に（ 高い ）。

□★★★ 食物摂取に伴う産熱効果を（ 特異動的作用 ）という。

□ （ エネルギー代謝率 ）とは運動によって消費した酸素量が基礎代謝時の酸素消費量の何

倍にあたるのかという値である。

□★★ 呼吸商とは（ 酸素 ）の消費量に対する（ 二酸化炭素 ）の排泄量の比でCO2/O2である

□★★ 呼吸商は糖質が（ １ ）、脂質が（ 0.7 ）、タンパク質が（ 0.8 ）である。

□★★ 呼吸商が１に近ければ（ 糖質 ）消費が、0.7に近ければ（ 脂質 ）消費が多い事を表す。
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5
C.各栄養素の働きと代謝B.代謝A.食品と栄養素

第５章 代謝（1/4）

 　Ａ．食品と栄養素

□★★★ 三大栄養素とは（ 糖質 ）（ 脂質 ）（ タンパク質 ）である。

□★★★ （ ビタミン ）（ 無機質 ）はエネルギーにはならない。

□★★ （ 糖質 ）はエネルギー源として重要である。

□★★ 脂質はエネルギー源としても（ 細胞膜 ）の構成成分としても重要。

□★★ （ タンパク質 ）はエネルギー源としても利用されるが、身体を構成する原料となる。

 　Ｂ．代謝

（１）栄養素のエネルギー

□★★★ 糖質が分解されると１ｇあたり（ ４kcal ）のエネルギーを放出する。

□★★★ 脂質が分解されると１ｇあたり（ ９kcal ）のエネルギーを放出する。

□★★★ タンパク質が分解されると１ｇあたり（ ４kcal ）のエネルギーを放出する。

（２）エネルギー必要量と食物摂取基準

□ （ エネルギー必要量 ）とは、基礎代謝、身体活動、食物摂取に伴う産熱、発育などに使

われるエネルギーの事である。

□ （ 食物摂取基準 ）とは、健康の維持増進ならびに生活習慣病予防のために望ましいとさ

れる栄養素の摂取量の基準を、年齢別、性別、身体活動レベル別に示したものである。

（３）エネルギー代謝

□ （ 同化 ）とは材料となる物質を取り入れ、生体の構成成分を合成する。

□ （ 異化 ）とは栄養素を分解してエネルギーを放出、分界産物、老廃物が排出される。

□★ 同化や異化の作用で物質を作り出し、エネルギーを放出することを（ 代謝 ）という。

□★★ （ 基礎代謝 ）とは目の覚めている状態で生命を維持するのに必要な最小限の代謝。

□★★★ 基礎代謝量は成人男性で（ 約1,500kcal ）で成人女性で（ 約1,200kcal ）である。

□★★ 基礎代謝は（ 体表面積 ）に対して比例し、男性が（ 高く ）女性が（ 低い ）、

幼少期で（ 高い ）老人では（ 低い ）、夏に（ 低く ）冬に（ 高い ）。

□★★★ 食物摂取に伴う産熱効果を（ 特異動的作用 ）という。

□ （ エネルギー代謝率 ）とは運動によって消費した酸素量が基礎代謝時の酸素消費量の何

倍にあたるのかという値である。

□★★ 呼吸商とは（ 酸素 ）の消費量に対する（ 二酸化炭素 ）の排泄量の比でCO2/O2である

□★★ 呼吸商は糖質が（ １ ）、脂質が（ 0.7 ）、タンパク質が（ 0.8 ）である。

□★★ 呼吸商が１に近ければ（ 糖質 ）消費が、0.7に近ければ（ 脂質 ）消費が多い事を表す。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第５章　代謝 Ｃ．各栄養素の働きと代謝 ①

 　Ｃ．各栄養素の働きと代謝

 a）糖質  b）脂質 b）脂質  c）タンパク質 c）タンパク質  d）ビタミン d）ビタミン  e）無機質 e）無機質  f）水 f）水

（１）糖質とは

□ 糖質は（ 炭素 ）（ 酸素 ）（ 水素 ）よりなる。

□★★ 糖質は（ 単糖類 ）（ 二糖類 ）（ 多糖類 ）に分けられる。

□★★ 単糖類は（ グルコース＝ブドウ糖 ）（ ガラクトース ）（ フルクトース＝果糖 ）

□★★ 二糖類は（ マルトース＝麦芽糖 ）（ ラクトース＝乳糖 ）（ スクロース＝ショ糖 ）

□★★ マルトースはマルターゼにより（ グルコース ）と（ グルコース ）に分解される。

□★★ ラクトースはラクターゼにより（ グルコース ）と（ ガラクトース ）に分解される。

□★★ スクロースはスクラーゼにより（ グルコース ）と（ フルクトース ）に分解される。

□★ 多糖類には（ でんぷん ）（ グリコーゲン ）（ セルロース ）がある。

□★ でんぷんはアミラーゼにより（ 麦芽糖 ）に分解される。

（２）糖質の働き

□ 糖質は生命活動のエネルギーとして働く。

（３）糖質の代謝

□★★★ 内呼吸で１モルのグルコースより（ ３８モル ）のＡＴＰを得る。

□★★★ 細胞質内の（ 解糖系 ）で、グルコースは（ ピルビン酸 ）となり（ ２ＡＴＰ ）を得る

□★★★ ミトコンドリアでピルビン酸が取り込まれ、アセチルＣｏＡとなり（ クエン酸回路 ）で

（ ２ＡＴＰ ）を得る。さらに（ 電子伝達系 ）で（ ３４ＡＴＰ ）を得る。

□★★ 過剰なグルコースは主に肝細胞や骨格筋細胞に取り込まれ（ グリコーゲン ）として蓄え

られる。血糖値が下がると分解されて再びグルコースとなる。

□★★ グルコースの供給が不足すると糖質以外（ グリセリン、アミノ酸、乳酸 ）からグルコー

スを合成する。これを（ 糖新生 ）という。

□ クエン酸回路の中間代謝産物を材料としてアミノ酸が合成される。

□ アセチルＣｏＡを材料として脂肪酸が合成される。

□★ ATP〔＝アデノシン三リン酸〕は（ アデノシン ）と３つのリン酸基よりなる。

□★ アデノシンは（ アデニン ）とリボースよりなる。

□ ATPは加水分解してADPとリン酸になるときにエネルギーを出す。
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5
C.各栄養素の働きと代謝B.代謝A.食品と栄養素

第５章 代謝（2/4）

 　Ｃ．各栄養素の働きと代謝

 a）糖質

（１）糖質とは

□ 糖質は（ 炭素 ）（ 酸素 ）（ 水素 ）よりなる。

□★★ 糖質は（ 単糖類 ）（ 二糖類 ）（ 多糖類 ）に分けられる。

□★★ 単糖類は（ グルコース＝ブドウ糖 ）（ ガラクトース ）（ フルクトース＝果糖 ）

□★★ 二糖類は（ マルトース＝麦芽糖 ）（ ラクトース＝乳糖 ）（ スクロース＝ショ糖 ）

□★★ マルトースはマルターゼにより（ グルコース ）と（ グルコース ）に分解される。

□★★ ラクトースはラクターゼにより（ グルコース ）と（ ガラクトース ）に分解される。

□★★ スクロースはスクラーゼにより（ グルコース ）と（ フルクトース ）に分解される。

□★ 多糖類には（ でんぷん ）（ グリコーゲン ）（ セルロース ）がある。

□★ でんぷんはアミラーゼにより（ 麦芽糖 ）に分解される。

（２）糖質の働き

□ 糖質は生命活動のエネルギーとして働く。

（３）糖質の代謝

□★★★ 内呼吸で１モルのグルコースより（ ３８モル ）のＡＴＰを得る。

□★★★ 細胞質内の（ 解糖系 ）で、グルコースは（ ピルビン酸 ）となり（ ２ＡＴＰ ）を得る

□★★★ ミトコンドリアでピルビン酸が取り込まれ、アセチルＣｏＡとなり（ クエン酸回路 ）で

（ ２ＡＴＰ ）を得る。さらに（ 電子伝達系 ）で（ ３４ＡＴＰ ）を得る。

□★★ 過剰なグルコースは主に肝細胞や骨格筋細胞に取り込まれ（ グリコーゲン ）として蓄え

られる。血糖値が下がると分解されて再びグルコースとなる。

□★★ グルコースの供給が不足すると糖質以外（ グリセリン、アミノ酸、乳酸 ）からグルコー

スを合成する。これを（ 糖新生 ）という。

□ クエン酸回路の中間代謝産物を材料としてアミノ酸が合成される。

□ アセチルＣｏＡを材料として脂肪酸が合成される。

□★ ATP〔＝アデノシン三リン酸〕は（ アデノシン ）と３つのリン酸基よりなる。

□★ アデノシンは（ アデニン ）とリボースよりなる。

□ ATPは加水分解してADPとリン酸になるときにエネルギーを出す。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第５章　代謝 Ｃ．各栄養素の働きと代謝 ②

 a）糖質 a）糖質  b）脂質  c）タンパク質 c）タンパク質  d）ビタミン d）ビタミン  e）無機質 e）無機質  f）水 f）水

（１）脂質とは

□ 脂質は（ 炭素 ）（ 酸素 ）（ 水素 ）よりなる。

□ 脂質は（ 単純脂質 ）（ 複合脂質 ）（ 誘導脂質 ）に分けられる。

□★★★ 単純脂質の大部分は（ 中性脂肪＝トリグリセリド ）で、１分子の（ グリセリン ）と３

分子の（ 脂肪酸 ）よりなる。複合脂質はタンパク質など他の物質と結合している。リン

脂質、糖脂質、リポタンパクなどがある。誘導脂質は脂溶性を示す脂質の分解産物で

脂肪酸、脂溶性ビタミン、ステロイドなどがある。

（２）脂質の働き

□ 中性脂肪はエネルギー源として重要で、特に貯蔵として役割を持つ。

□★★ 脂質の働きは、（ 細胞膜 ）の構成成分や、各種化合物の原料となる。

□★★ （ コレステロール ）は細胞膜の成分や、（ 胆汁酸 ）や（ ステロイドホルモン ）の前

駆物質となる。

□★ 血液中の脂質はタンパク質と結合して水溶性の（ リポタンパク ）を形成する。

（３）脂質の代謝

□★★★ 中性脂肪は（ 脂肪酸 ）と（ グリセリン ）に分解される。

□★ グリセリンは解糖の代謝過程に入る。脂肪酸は（ β酸化 ）されて各器官で利用される。

□ 糖質やアミノ酸が過剰な時、肝臓や脂肪組織でアセチルＣｏＡから脂肪酸を合成する。

□ 肝臓でアセチルＣｏＡから（ コレステロール ）が合成される。

 a）糖質 a）糖質  b）脂質 b）脂質  c）タンパク質  d）ビタミン d）ビタミン  e）無機質 e）無機質  f）水 f）水

（１）タンパク質とは

□ タンパク質は（ 炭素 ）（ 酸素 ）（ 水素 ）（ 窒素 ）よりなる。

□★★★ タンパク質は多数の（ アミノ酸 ）の（ ペプチド結合 ）によって出来ている。

□★★ 体内合成できる非必須アミノ酸と、体外から摂取必要のある（ 必須アミノ酸 ）がある。

（２）タンパク質の働き

□★ タンパク質は（ 細胞 ）の主要な構成成分である。

□★ タンパク質は必要に応じてエネルギーとしても利用される。

（３）タンパク質の代謝

□ タンパク質の一部は絶えずアミノ酸に分解され、一方では摂取されたアミノ酸を原料とし

て新しくタンパク質を合成している。

7
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5
C.各栄養素の働きと代謝B.代謝A.食品と栄養素

第５章 代謝（3/4）

 b）脂質

（１）脂質とは

□ 脂質は（ 炭素 ）（ 酸素 ）（ 水素 ）よりなる。

□ 脂質は（ 単純脂質 ）（ 複合脂質 ）（ 誘導脂質 ）に分けられる。

□★★★ 単純脂質の大部分は（ 中性脂肪＝トリグリセリド ）で、１分子の（ グリセリン ）と３

分子の（ 脂肪酸 ）よりなる。複合脂質はタンパク質など他の物質と結合している。リン

脂質、糖脂質、リポタンパクなどがある。誘導脂質は脂溶性を示す脂質の分解産物で

脂肪酸、脂溶性ビタミン、ステロイドなどがある。

（２）脂質の働き

□ 中性脂肪はエネルギー源として重要で、特に貯蔵として役割を持つ。

□★★ 脂質の働きは、（ 細胞膜 ）の構成成分や、各種化合物の原料となる。

□★★ （ コレステロール ）は細胞膜の成分や、（ 胆汁酸 ）や（ ステロイドホルモン ）の前

駆物質となる。

□★ 血液中の脂質はタンパク質と結合して水溶性の（ リポタンパク ）を形成する。

（３）脂質の代謝

□★★★ 中性脂肪は（ 脂肪酸 ）と（ グリセリン ）に分解される。

□★ グリセリンは解糖の代謝過程に入る。脂肪酸は（ β酸化 ）されて各器官で利用される。

□ 糖質やアミノ酸が過剰な時、肝臓や脂肪組織でアセチルＣｏＡから脂肪酸を合成する。

□ 肝臓でアセチルＣｏＡから（ コレステロール ）が合成される。

 c）タンパク質

（１）タンパク質とは

□ タンパク質は（ 炭素 ）（ 酸素 ）（ 水素 ）（ 窒素 ）よりなる。

□★★★ タンパク質は多数の（ アミノ酸 ）の（ ペプチド結合 ）によって出来ている。

□★★ 体内合成できる非必須アミノ酸と、体外から摂取必要のある（ 必須アミノ酸 ）がある。

（２）タンパク質の働き

□★ タンパク質は（ 細胞 ）の主要な構成成分である。

□★ タンパク質は必要に応じてエネルギーとしても利用される。

（３）タンパク質の代謝

□ タンパク質の一部は絶えずアミノ酸に分解され、一方では摂取されたアミノ酸を原料とし

て新しくタンパク質を合成している。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第５章　代謝 Ｃ．各栄養素の働きと代謝 ③

 a）糖質 a）糖質  b）脂質 b）脂質  c）タンパク質 c）タンパク質  d）ビタミン  e）無機質 e）無機質  f）水 f）水

□ ビタミンは代謝の調節を行い、エネルギーとはならない。

□★★ ビタミンは（ 脂溶性ビタミン ）と（ 水溶性ビタミン ）がある。

□★★★ 脂溶性ビタミンは（ Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｋ ）である。脂溶性はこれダケ（ DAKE ）と覚える

□★ 水溶性ビタミンは（ Ｂ、Ｃ ）である。

□★★★ ビタミンＡは視覚機能に関与し、欠乏で（ 夜盲症 ）となる。

□★ ビタミンＡは粘膜形成に関与し、欠乏で（ 粘膜障害 ）となる。

□★★★ ビタミンＤはＣａ代謝に関与し、欠乏で小児は（ くる病 ）大人は（ 骨軟化症 ）となる

□★ ビタミンＥは精子形成や胎盤に関与し、欠乏で（ 不妊症 ）の原因となる。

□★★★ ビタミンＫは（ 血液凝固 ）に必要で、欠乏で出血を生じやすい。

□★★★ ビタミンＢ1は糖代謝に必要で、欠乏で（ 脚気 ）（ 神経炎 ）筋力低下を起こす。

□★★ ビタミンＢ２は酸化還元反応に関与し、欠乏で（ 皮膚炎 ）や（ 口角炎 ）を起こす。

□★ ビタミンＢ６はアミノ酸代謝に関与し、欠乏で（ 皮膚炎 ）を起こす。

□★★★ ビタミンＢ１２は赤血球の新生に関与し、欠乏で（ 悪性貧血 ）を起こす。

□★ ナイアシンは糖質脂質タンパク質の代謝に関与し、欠乏で（ ペラグラ ）を起こす。

□★★ 葉酸は赤血球の新生に関与し、欠乏で（ 悪性貧血 ）を起こす。ビタミンＢ12と同じ。

□★★ ビタミンＣは抗酸化作用を持つ、欠乏で（ 壊血病 ）となる。

 a）糖質 a）糖質  b）脂質 b）脂質  c）タンパク質 c）タンパク質  d）ビタミン d）ビタミン  e）無機質  f）水 f）水

□★★★ （ ナトリウム ）は細胞外液の主要な陽イオンである。

□★★★ （ カリウム ）は細胞内液の主要な陽イオンである。

□ （ カルシウム ）は骨や歯の成分で、筋や神経の活動に不可欠である。

□ （ リン ）は骨や歯の成分で、ＤＮＡやＲＮＡ，ＡＴＰの構成成分である。

□ （ 鉄 ）はヘモグロビンの構成要素である。

□ （ 亜鉛 ）はタンパク質の合成に必要で、欠乏は成長遅延、味覚異常を起こす。

 a）糖質 a）糖質  b）脂質 b）脂質  c）タンパク質 c）タンパク質  d）ビタミン d）ビタミン  e）無機質 e）無機質  f）水

□ 水は細胞および血液や組織液の成分であり、酸素の運搬、栄養素の運搬、ホルモンの運搬

老廃物の運搬、浸透圧の調節、体温調節、消化液の分泌などに関与する。
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5
C.各栄養素の働きと代謝B.代謝A.食品と栄養素

第５章 代謝（4/4）

 d）ビタミン

□ ビタミンは代謝の調節を行い、エネルギーとはならない。

□★★ ビタミンは（ 脂溶性ビタミン ）と（ 水溶性ビタミン ）がある。

□★★★ 脂溶性ビタミンは（ Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｋ ）である。脂溶性はこれダケ（ DAKE ）と覚える

□★ 水溶性ビタミンは（ Ｂ、Ｃ ）である。

□★★★ ビタミンＡは視覚機能に関与し、欠乏で（ 夜盲症 ）となる。

□★ ビタミンＡは粘膜形成に関与し、欠乏で（ 粘膜障害 ）となる。

□★★★ ビタミンＤはＣａ代謝に関与し、欠乏で小児は（ くる病 ）大人は（ 骨軟化症 ）となる

□★ ビタミンＥは精子形成や胎盤に関与し、欠乏で（ 不妊症 ）の原因となる。

□★★★ ビタミンＫは（ 血液凝固 ）に必要で、欠乏で出血を生じやすい。

□★★★ ビタミンＢ1は糖代謝に必要で、欠乏で（ 脚気 ）（ 神経炎 ）筋力低下を起こす。

□★★ ビタミンＢ２は酸化還元反応に関与し、欠乏で（ 皮膚炎 ）や（ 口角炎 ）を起こす。

□★ ビタミンＢ６はアミノ酸代謝に関与し、欠乏で（ 皮膚炎 ）を起こす。

□★★★ ビタミンＢ１２は赤血球の新生に関与し、欠乏で（ 悪性貧血 ）を起こす。

□★ ナイアシンは糖質脂質タンパク質の代謝に関与し、欠乏で（ ペラグラ ）を起こす。

□★★ 葉酸は赤血球の新生に関与し、欠乏で（ 悪性貧血 ）を起こす。ビタミンＢ12と同じ。

□★★ ビタミンＣは抗酸化作用を持つ、欠乏で（ 壊血病 ）となる。

 e）無機質

□★★★ （ ナトリウム ）は細胞外液の主要な陽イオンである。

□★★★ （ カリウム ）は細胞内液の主要な陽イオンである。

□ （ カルシウム ）は骨や歯の成分で、筋や神経の活動に不可欠である。

□ （ リン ）は骨や歯の成分で、ＤＮＡやＲＮＡ，ＡＴＰの構成成分である。

□ （ 鉄 ）はヘモグロビンの構成要素である。

□ （ 亜鉛 ）はタンパク質の合成に必要で、欠乏は成長遅延、味覚異常を起こす。

 f）水

□ 水は細胞および血液や組織液の成分であり、酸素の運搬、栄養素の運搬、ホルモンの運搬

老廃物の運搬、浸透圧の調節、体温調節、消化液の分泌などに関与する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第６章　体温
Ａ．体温調節
Ｂ．体熱の産生と放散 ①

 　Ａ．体温調節

（１）体温の部位差と生理的変化

□★ 体の深部の温度を（ 核心温度 ）、表面の温度を（ 外殻温度 ）と区別する。

□★★ 核心温度とは（ 深部体温 ）の事で（ 腋窩温＜口腔温＜直腸温 ）と鼓膜温を用いる。

□ 外殻温度とは（ 皮膚温 ）の事で、一般に体幹から四肢にかけて低温となる。

□★★★ 体温は夜間～早朝に（ 低い ）日中（ 高い ）一日の体温変化を（ 概日リズム ）という

□★★★ 身体活動により体温は（ 上昇 ）する。

□★★★ 女性では月経周期の（ 排卵 ）を境に体温が（ 上がる ）。

（２）温度受容器と体温調節中枢

□★★★ 体温調節中枢は（ 視床下部 ）にある。

□ 外気温の変化は（ 皮膚 ）の（ 温度受容器 ）で感受される。

□ 核心温度の変化＝血液の温度変化は（ 視床下部 ）の（ 温度受容ニューロン ）が感受。

（３）体温調節反応

□★★ 外気温29℃前後は暑さも寒さも感じない。この温度範囲を（ 温熱中性帯 ）という。

□★★★ 外気温低下時は①皮膚血管支配（ 交感神経 ）活動亢進、皮膚血管（ 収縮 ）皮膚血流量

（ 減少 ）し皮膚からの放熱を防ぐ。②（ 甲状腺ホルモン ）や（ カテコールアミン ）

の分泌が高まり産熱が高まる。③骨格筋の（ ふるえ ）が起こり熱産生が増す。

□★★★ 外気温上昇時は①（ 温熱性発汗 ）により放熱を亢進させ、（ バゾプレシン ）分泌が増

加して腎臓からの水分排泄が制限される。②皮膚血管支配の（ 交感神経 ）活動が減少、

皮膚血管は（ 拡張 ）皮膚血流量は（ 増加 ）、皮膚からの放熱を促す。

 　Ｂ．体熱の産生と放散

 a）熱産生（産熱）  b）熱放散（放熱） b）熱放散（放熱）

（１）基礎代謝量

□★★★ 目の覚めている状態で生体機能の維持に必要なのは（ 基礎代謝 ）で体温維持に重要。

（２）筋収縮による産熱

□★★ 運動時の（ 骨格筋 ）の収縮に伴い熱が発生する。

□★ 骨格筋が不随意的に細かく律動的に収縮して起こる熱を（ ふるえ産熱 ）という。
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6
D.体温の調節の障害C.発汗とその調節B.体熱の産生と放散A.体温調節

第６章 体温（1/3）

 　Ａ．体温調節

（１）体温の部位差と生理的変化

□★ 体の深部の温度を（ 核心温度 ）、表面の温度を（ 外殻温度 ）と区別する。

□★★ 核心温度とは（ 深部体温 ）の事で（ 腋窩温＜口腔温＜直腸温 ）と鼓膜温を用いる。

□ 外殻温度とは（ 皮膚温 ）の事で、一般に体幹から四肢にかけて低温となる。

□★★★ 体温は夜間～早朝に（ 低い ）日中（ 高い ）一日の体温変化を（ 概日リズム ）という

□★★★ 身体活動により体温は（ 上昇 ）する。

□★★★ 女性では月経周期の（ 排卵 ）を境に体温が（ 上がる ）。

（２）温度受容器と体温調節中枢

□★★★ 体温調節中枢は（ 視床下部 ）にある。

□ 外気温の変化は（ 皮膚 ）の（ 温度受容器 ）で感受される。

□ 核心温度の変化＝血液の温度変化は（ 視床下部 ）の（ 温度受容ニューロン ）が感受。

（３）体温調節反応

□★★ 外気温29℃前後は暑さも寒さも感じない。この温度範囲を（ 温熱中性帯 ）という。

□★★★ 外気温低下時は①皮膚血管支配（ 交感神経 ）活動亢進、皮膚血管（ 収縮 ）皮膚血流量

（ 減少 ）し皮膚からの放熱を防ぐ。②（ 甲状腺ホルモン ）や（ カテコールアミン ）

の分泌が高まり産熱が高まる。③骨格筋の（ ふるえ ）が起こり熱産生が増す。

□★★★ 外気温上昇時は①（ 温熱性発汗 ）により放熱を亢進させ、（ バゾプレシン ）分泌が増

加して腎臓からの水分排泄が制限される。②皮膚血管支配の（ 交感神経 ）活動が減少、

皮膚血管は（ 拡張 ）皮膚血流量は（ 増加 ）、皮膚からの放熱を促す。

 　Ｂ．体熱の産生と放散

 a）熱産生（産熱）

（１）基礎代謝量

□★★★ 目の覚めている状態で生体機能の維持に必要なのは（ 基礎代謝 ）で体温維持に重要。

（２）筋収縮による産熱

□★★ 運動時の（ 骨格筋 ）の収縮に伴い熱が発生する。

□★ 骨格筋が不随意的に細かく律動的に収縮して起こる熱を（ ふるえ産熱 ）という。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第６章　体温 Ｂ．体熱の産生と放散 ②

 a）熱産生（産熱）  b）熱放散（放熱） b）熱放散（放熱）

（３）食事誘発性産熱反応（特異動的作用）

□★★★ 食物摂取後数時間、代謝が増加して熱が発生するのは（ 特異動的作用 ）。

（４）非ふるえ産熱 

□★★ 代謝を高めて行う産熱を（ 非ふるえ産熱 ）という。

□★ 新生児では（ 褐色脂肪組織 ）での非ふるえ産熱が寒冷時の産熱に重要と考えられる。

（５）ホルモンの作用 

□★ （ 甲状腺ホルモン ）は代謝促進作用があり長時間にかけて熱産生を増大する。

□★ （ カテコールアミン ）はグリコーゲンを分解して血糖を高め産熱を促す。

□★ （ 黄体ホルモン ）には代謝促進作用があり排卵直後から月経まで基礎体温を上げる。

（６）放熱の防止 

□★★★ 寒い時、皮膚血管を支配する（ 交感神経 ）の活動が高まり、皮膚血管は（ 収縮 ）し、

皮膚血流が（ 減少 ）して体熱の放散を抑える。

 a）熱産生（産熱） a）熱産生（産熱）  b）熱放散（放熱）

□ 熱放散は主に（ 体表面 ）から行われ、呼気、尿、便からも行われる。

□ 25℃時の放熱は（ 放射 ）が約50％（ 伝導と対流 ）が約30％（ 蒸発 ）が約20％。

□★★ 環境温と体温が同程度になると、（ 発汗 ）による蒸発が100％となる。

（１）放射

□★★★ 人体が人体と接触していない他の物体へ熱が伝達されることを（ 放射 ）という。

（２）伝導・対流

□★★★ 人体から人体と接触している他の物質に熱が流れることを（ 伝導 ）という。

□★★ 冷たい空気は、身体から空気中へ伝導により放熱し（ 対流 ）でさらに放熱される。

（３）蒸発

□★ 水分が蒸発する際に気化熱が体熱から奪われる。蒸発は（ 不感蒸散 ）（ 発汗 ）による

□★ （ 不感蒸散 ）とは常時起こっている身体からの水分の蒸発現象である。

□★ （ 発汗 ）は汗腺からの分泌現象で、汗の蒸発により放熱を起こす。

□★★★ 外気温が（ 35℃ ）以上になると、もっぱら発汗による蒸発で体温の上昇を防ぐ。

（４）皮膚血管の拡張

□★ 外気温が高い時は、皮膚血管を支配する（ 交感神経 ）の活動が減少し、皮膚血管は

（ 拡張 ）し、皮膚血流が（ 増加 ）して皮膚からの放熱を促す。

7
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6
D.体温の調節の障害C.発汗とその調節B.体熱の産生と放散A.体温調節

第６章 体温（2/3）

 a）熱産生（産熱）

（３）食事誘発性産熱反応（特異動的作用）

□★★★ 食物摂取後数時間、代謝が増加して熱が発生するのは（ 特異動的作用 ）。

（４）非ふるえ産熱 

□★★ 代謝を高めて行う産熱を（ 非ふるえ産熱 ）という。

□★ 新生児では（ 褐色脂肪組織 ）での非ふるえ産熱が寒冷時の産熱に重要と考えられる。

（５）ホルモンの作用 

□★ （ 甲状腺ホルモン ）は代謝促進作用があり長時間にかけて熱産生を増大する。

□★ （ カテコールアミン ）はグリコーゲンを分解して血糖を高め産熱を促す。

□★ （ 黄体ホルモン ）には代謝促進作用があり排卵直後から月経まで基礎体温を上げる。

（６）放熱の防止 

□★★★ 寒い時、皮膚血管を支配する（ 交感神経 ）の活動が高まり、皮膚血管は（ 収縮 ）し、

皮膚血流が（ 減少 ）して体熱の放散を抑える。

 b）熱放散（放熱）

□ 熱放散は主に（ 体表面 ）から行われ、呼気、尿、便からも行われる。

□ 25℃時の放熱は（ 放射 ）が約50％（ 伝導と対流 ）が約30％（ 蒸発 ）が約20％。

□★★ 環境温と体温が同程度になると、（ 発汗 ）による蒸発が100％となる。

（１）放射

□★★★ 人体が人体と接触していない他の物体へ熱が伝達されることを（ 放射 ）という。

（２）伝導・対流

□★★★ 人体から人体と接触している他の物質に熱が流れることを（ 伝導 ）という。

□★★ 冷たい空気は、身体から空気中へ伝導により放熱し（ 対流 ）でさらに放熱される。

（３）蒸発

□★ 水分が蒸発する際に気化熱が体熱から奪われる。蒸発は（ 不感蒸散 ）（ 発汗 ）による

□★ （ 不感蒸散 ）とは常時起こっている身体からの水分の蒸発現象である。

□★ （ 発汗 ）は汗腺からの分泌現象で、汗の蒸発により放熱を起こす。

□★★★ 外気温が（ 35℃ ）以上になると、もっぱら発汗による蒸発で体温の上昇を防ぐ。

（４）皮膚血管の拡張

□★ 外気温が高い時は、皮膚血管を支配する（ 交感神経 ）の活動が減少し、皮膚血管は

（ 拡張 ）し、皮膚血流が（ 増加 ）して皮膚からの放熱を促す。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第６章　体温
Ｃ．発汗とその調節
Ｄ．体温の調節の障害

 　Ｃ．発汗とその調節

□★★★ 汗腺は全身に分布する（ エクリン腺 ）と大部分が腋窩にある（ アポクリン腺 ）がある

□★★★ 汗腺は（ 交感神経 ）に支配されていて亢進により発汗がさかんになる。

□★★ 外気温が上昇すると手掌、足底を除く全身が発汗する。これを（ 温熱性発汗 ）という。

□★★ 温熱性発汗は（ 視床下部 ）の体温調節中枢により統制される。

□★★ 精神的な緊張の際に手掌、足底、腋窩に発汗が起こる。これを（ 精神性発汗 ）という。

□★★ 精神性発汗は（ 大脳皮質 ）により統制される。

 　Ｄ．体温の調節の障害

□★ 体温を一定レベルにキープする機構があり、一定レベルを（ セットポイント ）という。

□ （ 発熱 ）は何らかの原因でセットポイントが正常より高いレベルにずれることによる。

□★ 発熱を起こす物質を（ 発熱物質 ）といい（ 外因性 ）と（ 内因性 ）の発熱物質がある

□ 外因性発熱物質は（ 細菌 ）（ ウィルス ）などがある。

□ 内因性発熱物質には（ インターロイキン ）（ インターフェロン ）などがある。

□★★★ 発熱時は、（ 悪寒、ふるえ、皮膚血管の収縮 ）などが起きる。

□ （ うつ熱 ）とは熱放散より熱産生が多くなったり、環境から受ける熱が異常に高くなっ

て体温が上昇する場合をいう。セットポイントは正常なので解熱剤は効かない。

4
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6
D.体温の調節の障害C.発汗とその調節B.体熱の産生と放散A.体温調節

第６章 体温（3/3）

 　Ｃ．発汗とその調節

□★★★ 汗腺は全身に分布する（ エクリン腺 ）と大部分が腋窩にある（ アポクリン腺 ）がある

□★★★ 汗腺は（ 交感神経 ）に支配されていて亢進により発汗がさかんになる。

□★★ 外気温が上昇すると手掌、足底を除く全身が発汗する。これを（ 温熱性発汗 ）という。

□★★ 温熱性発汗は（ 視床下部 ）の体温調節中枢により統制される。

□★★ 精神的な緊張の際に手掌、足底、腋窩に発汗が起こる。これを（ 精神性発汗 ）という。

□★★ 精神性発汗は（ 大脳皮質 ）により統制される。

 　Ｄ．体温の調節の障害

□★ 体温を一定レベルにキープする機構があり、一定レベルを（ セットポイント ）という。

□ （ 発熱 ）は何らかの原因でセットポイントが正常より高いレベルにずれることによる。

□★ 発熱を起こす物質を（ 発熱物質 ）といい（ 外因性 ）と（ 内因性 ）の発熱物質がある

□ 外因性発熱物質は（ 細菌 ）（ ウィルス ）などがある。

□ 内因性発熱物質には（ インターロイキン ）（ インターフェロン ）などがある。

□★★★ 発熱時は、（ 悪寒、ふるえ、皮膚血管の収縮 ）などが起きる。

□ （ うつ熱 ）とは熱放散より熱産生が多くなったり、環境から受ける熱が異常に高くなっ

て体温が上昇する場合をいう。セットポイントは正常なので解熱剤は効かない。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第７章　排泄 Ａ．腎臓の働き　Ｂ．腎循環　Ｃ．尿生成 ①

 　Ａ．腎臓の働き

□★ 腎臓の主な働きは（ 体液量 ）の調整、体液の（ 浸透圧 ）の調節、体液の（ ｐＨ ）の

調節、不要物質の除去と有用物質の保持、（ ホルモン ）の産生。

 　Ｂ．腎循環

□★★★ 両腎臓に流入する血液量を（ 腎血流量＝ＲＢＦ ）といい、心拍出量の（ 25％ ）である

□★★ 腎血流量は動脈血圧が80～200mmHgの範囲で変動しても一定に保たれる。これを

（ 腎血流量の自己調節 ）という。

 　Ｃ．尿生成

（１）ネフロンと尿生成

□★★★ 1個の腎臓には約１００万個の（ ネフロン ）という尿生成の機能単位がある。

□★★★ ネフロンは（ 腎小体 ）と（ 尿細管 ）からなる。

□★★★ 腎小体は（ 糸球体 ）と（ ボーマン嚢 ）よりなる。

□★★ 糸球体には血液が（ 輸入細動脈 ）となって流入し（ 輸出細動脈 ）となって流出する。

□★★★ 腎臓に流入した血液は糸球体で血漿がボーマン嚢に濾過される。この濾液を（ 原尿 ）と

いう。原尿はボーマン嚢から尿細管に流れ、取り巻く毛細血管との間で（ 再吸収 ）と

（ 分泌 ）が行われ尿が生成される。

（２）糸球体濾過

□★★★ 糸球体では、水、Na+、Cl-、HCO3
-、尿素、（ グルコース ）、（ アミノ酸 ）、クレア

チニンなど小さな分子の成分が濾過される。

□★★★ 糸球体では、（ タンパク質 ）や脂肪球などの大きな分子は濾過されない。

□★★ 濾過の際には糸球体の血圧の他に拮抗する圧があり（ 有効濾過圧 ）＝（ 糸球体血圧 ）

―（ 血漿の膠質浸透圧 ）―（ ボーマン嚢内圧 ）、45－25－10＝10mmHgが有効濾過

圧となる。

□ 腎臓には500～700ml/分の血漿が流入し、これを（ 腎血漿流量=RPF ）という。

□★ 腎血漿流量のうち（ 約20% ）が糸球体で濾過され原尿となる。これを

（ 糸球体濾過量=GFR ）といい、ＧＦＲが100ml/分程度の場合、原尿は150リットルに

も達する。
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第７章 排泄（1/3）

 　Ａ．腎臓の働き

□★ 腎臓の主な働きは（ 体液量 ）の調整、体液の（ 浸透圧 ）の調節、体液の（ ｐＨ ）の

調節、不要物質の除去と有用物質の保持、（ ホルモン ）の産生。

 　Ｂ．腎循環

□★★★ 両腎臓に流入する血液量を（ 腎血流量＝ＲＢＦ ）といい、心拍出量の（ 25％ ）である

□★★ 腎血流量は動脈血圧が80～200mmHgの範囲で変動しても一定に保たれる。これを

（ 腎血流量の自己調節 ）という。

 　Ｃ．尿生成

（１）ネフロンと尿生成

□★★★ 1個の腎臓には約１００万個の（ ネフロン ）という尿生成の機能単位がある。

□★★★ ネフロンは（ 腎小体 ）と（ 尿細管 ）からなる。

□★★★ 腎小体は（ 糸球体 ）と（ ボーマン嚢 ）よりなる。

□★★ 糸球体には血液が（ 輸入細動脈 ）となって流入し（ 輸出細動脈 ）となって流出する。

□★★★ 腎臓に流入した血液は糸球体で血漿がボーマン嚢に濾過される。この濾液を（ 原尿 ）と

いう。原尿はボーマン嚢から尿細管に流れ、取り巻く毛細血管との間で（ 再吸収 ）と

（ 分泌 ）が行われ尿が生成される。

（２）糸球体濾過

□★★★ 糸球体では、水、Na+、Cl-、HCO3
-、尿素、（ グルコース ）、（ アミノ酸 ）、クレア

チニンなど小さな分子の成分が濾過される。

□★★★ 糸球体では、（ タンパク質 ）や脂肪球などの大きな分子は濾過されない。

□★★ 濾過の際には糸球体の血圧の他に拮抗する圧があり（ 有効濾過圧 ）＝（ 糸球体血圧 ）

―（ 血漿の膠質浸透圧 ）―（ ボーマン嚢内圧 ）、45－25－10＝10mmHgが有効濾過

圧となる。

□ 腎臓には500～700ml/分の血漿が流入し、これを（ 腎血漿流量=RPF ）という。

□★ 腎血漿流量のうち（ 約20% ）が糸球体で濾過され原尿となる。これを

（ 糸球体濾過量=GFR ）といい、ＧＦＲが100ml/分程度の場合、原尿は150リットルに

も達する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第７章　排泄 Ｃ．尿生成 ②

 　Ｃ．尿生成

（３）尿細管の再吸収

□★★★ 尿細管で再吸収されるのは身体にとって有用なもので、水、Na+、Cl-、（ アミノ酸 ）

（ 重炭酸イオン＝HCO3
- ）（ グルコース ）などがある。

□★★ （ 尿酸 ）（ 尿素 ）など身体にとって不要な物質はあまり再吸収されない。

□★★★ 水の（ 約99％ ）は再吸収され、60～70%以上は（ 近位尿細管 ）で再吸収される。

□★★ 水の再吸収は（ Na+ ）の能動的再吸収に伴う浸透圧変化で受動的に行われる。

□★★ 集合管における水の再吸収は（ バゾプレッシン ）の作用によって促進される。

□★ 集合管におけるNa+再吸収は（ アルドステロン ）によって促進される。

□★★★ グルコースは（ 近位尿細管 ）で能動輸送により（ 100％ ）近く再吸収される。

（４）尿細管の分泌

□★★★ 分泌は排出する働きで、（ アンモニア ）、（ H+ ）、K+、（ クレアチニン ）（ 尿素

）などが尿細管に分泌され、尿で排出される。

（５）腎機能の測定 - クリアランス

□★★★ 腎機の排泄能力を表す指標に（ クリアランス ）がある。

□★★ クレアチニンのクリアランスは（ 100％ ）である。

□★★ グルコースのクリアランスは（ ほぼ０％ ）である。

□★ 物質Sのクリアランスml/分＝〔Sの尿中濃度×尿量ml/分〕÷Sの血漿濃度

（６）尿の成分

□ 尿の約９５％は（ 水 ）で、比重は約1.003～1.030である。

□★★★ 尿は尿素、尿酸などの（ 窒素代謝物 ）を多くんでいる。

□ 成人の1日の尿量は約800～（ 1600ml ）で、pH６程度（ 4.5～8 ）である。

13
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第７章 排泄（2/3）

 　Ｃ．尿生成

（３）尿細管の再吸収

□★★★ 尿細管で再吸収されるのは身体にとって有用なもので、水、Na+、Cl-、（ アミノ酸 ）

（ 重炭酸イオン＝HCO3
- ）（ グルコース ）などがある。

□★★ （ 尿酸 ）（ 尿素 ）など身体にとって不要な物質はあまり再吸収されない。

□★★★ 水の（ 約99％ ）は再吸収され、60～70%以上は（ 近位尿細管 ）で再吸収される。

□★★ 水の再吸収は（ Na+ ）の能動的再吸収に伴う浸透圧変化で受動的に行われる。

□★★ 集合管における水の再吸収は（ バゾプレッシン ）の作用によって促進される。

□★ 集合管におけるNa+再吸収は（ アルドステロン ）によって促進される。

□★★★ グルコースは（ 近位尿細管 ）で能動輸送により（ 100％ ）近く再吸収される。

（４）尿細管の分泌

□★★★ 分泌は排出する働きで、（ アンモニア ）、（ H+ ）、K+、（ クレアチニン ）（ 尿素

）などが尿細管に分泌され、尿で排出される。

（５）腎機能の測定 - クリアランス

□★★★ 腎機の排泄能力を表す指標に（ クリアランス ）がある。

□★★ クレアチニンのクリアランスは（ 100％ ）である。

□★★ グルコースのクリアランスは（ ほぼ０％ ）である。

□★ 物質Sのクリアランスml/分＝〔Sの尿中濃度×尿量ml/分〕÷Sの血漿濃度

（６）尿の成分

□ 尿の約９５％は（ 水 ）で、比重は約1.003～1.030である。

□★★★ 尿は尿素、尿酸などの（ 窒素代謝物 ）を多くんでいる。

□ 成人の1日の尿量は約800～（ 1600ml ）で、pH６程度（ 4.5～8 ）である。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第７章　排泄
Ｄ．腎臓と体液の調節
Ｅ．蓄尿と排尿

 　Ｄ．腎臓と体液の調節

（１）体液のｐＨの調節

□★★★ 体液は酸性に傾きやすく（ H+ ）を排泄し（ 重炭酸イオン＝HCO3
- ）を再吸収する。

（２）体液の浸透圧調節

□★★★ 多量の発汗は浸透圧を上昇させ、視床下部の浸透圧受容器が刺激され下垂体後葉より

（ バゾプレッシン ）を分泌させる。バゾプレッシンは腎臓の集合管に作用して（ 水 ）

の再吸収を促進し、尿量を減少させる。

□★★ 多量の飲水は体液の浸透圧を（ 低下 ）させ、バゾプレッシンの分泌が（ 減少 ）し、水

の再吸収が（ 減少 ）する。その結果、尿量は（ 増加 ）し、細胞外液量は（ 減少 ）し

浸透圧が（ 上昇 ）する。

（３）体液量の調節

□ 出血や激しい下痢などで細胞外液量が減少すると以下の機構が働いて水分減少を補う。

□★ 細胞外液量が減少すると、右心房にある（ 心肺部圧受容器 ）で感受し視床下部に伝わり

（ バゾプレッシン ）の分泌が増加して尿量を減少する。逆に、細胞外液量が増えると尿

量を増やす。

□★★ 腎臓の輸入細動脈の血管壁にある糸球体近接細胞で感受し（ レニン ）が分泌される。レ

ニン・アンジオテンシン系が働いて副腎皮質から（ アルドステロン ）の分泌が亢進し、

腎臓の主に集合管に作用して尿中への（ Na+ ）と（ 水 ）の排泄を減らす。

 　Ｅ．蓄尿と排尿

□★★ 排尿筋の膀胱平滑筋は（ 下腹神経 ）の交感神経によって（ 弛緩 ）し、（ 骨盤神経 ）

の副交感神経によって（ 収縮 ）する。

□★★★ 平滑筋の内尿道括約筋は（ 下腹神経 ）の交感神経によって（ 収縮 ）する。

□★★★ 横紋筋の外尿道括約筋は（ 陰部神経 ）の体性運動神経によって（ 収縮 ）する。

□★★ 蓄尿時は求心路の（ 骨盤神経 ）によって（ 腰仙髄 ）の排尿中枢に伝えられ反射性に、

（ 下腹神経 ）によって膀胱平滑筋を（ 弛緩 ）し、内尿道括約筋を（ 収縮 ）させる。

ある程度尿が貯まると（ 陰部神経 ）によって外尿道括約筋を（ 収縮 ）させる。

□★★ 排尿時は（ 脳幹 ）の排尿中枢が活動し、（ 骨盤神経 ）の活動を高めて膀胱平滑筋を

（ 収縮 ）させる。同時に、（ 下腹神経 ）と（ 陰部神経 ）の活動が低下し内尿道括約

筋と外尿道括約筋は（ 弛緩 ）し、尿が排出される。

8
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第７章 排泄（3/3）

 　Ｄ．腎臓と体液の調節

（１）体液のｐＨの調節

□★★★ 体液は酸性に傾きやすく（ H+ ）を排泄し（ 重炭酸イオン＝HCO3
- ）を再吸収する。

（２）体液の浸透圧調節

□★★★ 多量の発汗は浸透圧を上昇させ、視床下部の浸透圧受容器が刺激され下垂体後葉より

（ バゾプレッシン ）を分泌させる。バゾプレッシンは腎臓の集合管に作用して（ 水 ）

の再吸収を促進し、尿量を減少させる。

□★★ 多量の飲水は体液の浸透圧を（ 低下 ）させ、バゾプレッシンの分泌が（ 減少 ）し、水

の再吸収が（ 減少 ）する。その結果、尿量は（ 増加 ）し、細胞外液量は（ 減少 ）し

浸透圧が（ 上昇 ）する。

（３）体液量の調節

□ 出血や激しい下痢などで細胞外液量が減少すると以下の機構が働いて水分減少を補う。

□★ 細胞外液量が減少すると、右心房にある（ 心肺部圧受容器 ）で感受し視床下部に伝わり

（ バゾプレッシン ）の分泌が増加して尿量を減少する。逆に、細胞外液量が増えると尿

量を増やす。

□★★ 腎臓の輸入細動脈の血管壁にある糸球体近接細胞で感受し（ レニン ）が分泌される。レ

ニン・アンジオテンシン系が働いて副腎皮質から（ アルドステロン ）の分泌が亢進し、

腎臓の主に集合管に作用して尿中への（ Na+ ）と（ 水 ）の排泄を減らす。

 　Ｅ．蓄尿と排尿

□★★ 排尿筋の膀胱平滑筋は（ 下腹神経 ）の交感神経によって（ 弛緩 ）し、（ 骨盤神経 ）

の副交感神経によって（ 収縮 ）する。

□★★★ 平滑筋の内尿道括約筋は（ 下腹神経 ）の交感神経によって（ 収縮 ）する。

□★★★ 横紋筋の外尿道括約筋は（ 陰部神経 ）の体性運動神経によって（ 収縮 ）する。

□★★ 蓄尿時は求心路の（ 骨盤神経 ）によって（ 腰仙髄 ）の排尿中枢に伝えられ反射性に、

（ 下腹神経 ）によって膀胱平滑筋を（ 弛緩 ）し、内尿道括約筋を（ 収縮 ）させる。

ある程度尿が貯まると（ 陰部神経 ）によって外尿道括約筋を（ 収縮 ）させる。

□★★ 排尿時は（ 脳幹 ）の排尿中枢が活動し、（ 骨盤神経 ）の活動を高めて膀胱平滑筋を

（ 収縮 ）させる。同時に、（ 下腹神経 ）と（ 陰部神経 ）の活動が低下し内尿道括約

筋と外尿道括約筋は（ 弛緩 ）し、尿が排出される。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第８章　内分泌 Ａ．ホルモンの特徴

 　Ａ．ホルモンの特徴

（１）ホルモンの一般的特徴

□★ ホルモンとは内分泌腺にある内分泌細胞から直接（ 血中 ）に分泌され、血液循環を介し

てそのホルモンに対する（ 受容体 ）をもつ標的細胞に達し、微量で特異的な効果を及ぼ

す物質を言う。

（２）ホルモンの化学的性質

□★ ホルモンは化学的構造の違いにより、（ ペプチドホルモン ）（ ステロイドホルモン ）

（ アミン類 ）に分けられる。

□ ペプチドホルモンは水溶性で大多数のホルモンがこれに属する。

□★★★ ステロイドホルモンは脂溶性で（ コレステロール ）から生成され、（ 性ホルモン ）と

（ 副腎皮質ホルモン ）がこれに属する。

□ アミン類はアミノ酸より生成されるホルモンで（ カテコールアミン ）

（ 甲状腺ホルモン ）などがある。

（３）ホルモンの作用機序

□★★★ （ ペプチドホルモン ）と（ カテコールアミン ）は細胞膜上の受容体に作用して、細胞

内で（ セカンドメッセンジャー ）を介して生理作用を発現させる。

□★★★ （ ステロイドホルモン ）と（ 甲状腺ホルモン ）は細胞膜を通過して細胞内にある受容

体に作用する。

（４）ホルモン分泌の調節

□ 上位ホルモンから下位ホルモンへ階層的に支配される。

□★ （ 負のフィードバック機構 ）により上位ホルモン分泌は、下位のホルモン濃度が低くな

ると増加し、高くなれば減少する。

□ 副腎髄質、膵臓、消化管などのホルモンは（ 自律神経 ）による調節を受ける。

□ 血糖値や血中カルシウム濃度は、直接内分泌腺に作用する。

□ 多くのホルモンは概日リズムを示す。カテコールアミンは昼高く睡眠中低い。

8

8

14
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8
B.ホルモンの種類とその働きA.ホルモンの特徴

第８章 内分泌（1/4）

 　Ａ．ホルモンの特徴

（１）ホルモンの一般的特徴

□★ ホルモンとは内分泌腺にある内分泌細胞から直接（ 血中 ）に分泌され、血液循環を介し

てそのホルモンに対する（ 受容体 ）をもつ標的細胞に達し、微量で特異的な効果を及ぼ

す物質を言う。

（２）ホルモンの化学的性質

□★ ホルモンは化学的構造の違いにより、（ ペプチドホルモン ）（ ステロイドホルモン ）

（ アミン類 ）に分けられる。

□ ペプチドホルモンは水溶性で大多数のホルモンがこれに属する。

□★★★ ステロイドホルモンは脂溶性で（ コレステロール ）から生成され、（ 性ホルモン ）と

（ 副腎皮質ホルモン ）がこれに属する。

□ アミン類はアミノ酸より生成されるホルモンで（ カテコールアミン ）

（ 甲状腺ホルモン ）などがある。

（３）ホルモンの作用機序

□★★★ （ ペプチドホルモン ）と（ カテコールアミン ）は細胞膜上の受容体に作用して、細胞

内で（ セカンドメッセンジャー ）を介して生理作用を発現させる。

□★★★ （ ステロイドホルモン ）と（ 甲状腺ホルモン ）は細胞膜を通過して細胞内にある受容

体に作用する。

（４）ホルモン分泌の調節

□ 上位ホルモンから下位ホルモンへ階層的に支配される。

□★ （ 負のフィードバック機構 ）により上位ホルモン分泌は、下位のホルモン濃度が低くな

ると増加し、高くなれば減少する。

□ 副腎髄質、膵臓、消化管などのホルモンは（ 自律神経 ）による調節を受ける。

□ 血糖値や血中カルシウム濃度は、直接内分泌腺に作用する。

□ 多くのホルモンは概日リズムを示す。カテコールアミンは昼高く睡眠中低い。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第８章　内分泌 Ｂ．ホルモンの種類とその働き ①

 　Ｂ．ホルモンの種類とその働き

 a）視床下部  b）下垂体 b）下垂体 c）甲状腺 c）甲状腺 d）副甲状腺 d）副甲状腺 e）膵臓 e）膵臓 f）副腎 f）副腎 g）精巣 g）精巣 h）卵巣 h）卵巣 i）他 i）他

□ 視床下部ホルモンには（ 放出ホルモン ）と（ 抑制ホルモン ）があり、下垂体前葉のホ

ルモンの分泌を調節する。

□ 視床下部の放出ホルモンには（ 成長ホルモン放出ホルモン ）

（ プロラクチン放出ホルモン ）（ 甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン ）

（ 副腎皮質刺激ホルモン放出ホルモン ）（ 性腺刺激ホルモン放出ホルモン ）がある。

□ 視床下部の抑制ホルモンには（ 成長ホルモン抑制ホルモン ）

（ プロラクチン抑制ホルモン ）がある。

 a）視床下部 a）視床下部 b）下垂体  c）甲状腺 c）甲状腺 d）副甲状腺 d）副甲状腺 e）膵臓 e）膵臓 f）副腎 f）副腎 g）精巣 g）精巣 h）卵巣 h）卵巣 i）他 i）他

□★★★ 下垂体は（ 腺下垂体＝前葉 ）と（ 神経下垂体＝後葉 ）よりなる。

□★ 腺下垂体は視床下部と血管によって連絡し（ 視床下部ホルモン ）の調節を受ける。

□★★ 神経下垂体は（ 視床下部 ）内で産生され後葉へ伸びた軸索末端より血中に放出される。

（１）下垂体前葉ホルモン

□★★ （ 成長ホルモン ）は下垂体前葉で分泌され、発育期の成長を促進する。

□★★★ （ プロラクチン ）は下垂体前葉で分泌され、乳汁産生と分泌、排卵の抑制などをする。

□★★ （ 甲状腺刺激ホルモン ）は下垂体前葉で分泌され甲状腺ホルモン分泌を促す。

□★★ （ 副腎皮質刺激ホルモン ）は下垂体前葉で分泌され副腎皮質ホルモン分泌を促す

□★★ （ 性腺刺激ホルモン ）は下垂体前葉で分泌され、卵胞刺激ホルモンと黄体形成ホルモン

の事をいう。

□★ （ 卵胞刺激ホルモン ）は卵胞の成熟を促しエストロゲンの分泌を促進する。

□★ （ 黄体形成ホルモン ）は排卵を誘発し、排卵後は黄体形成を促し、黄体ホルモンの分泌

を促進する。

（２）下垂体後葉ホルモン

□★★★ （ バゾプレッシン ）は下垂体後葉で分泌され（ 抗利尿ホルモン ）とも言う。腎臓の集

合管で（ 水 ）の再吸収を促進して尿量を減らす、また血圧を上昇させる作用がある。

□★★★ （ オキシトシン ）は下垂体後葉で分泌され、分娩時の子宮平滑筋の収縮、射乳反射の際

に分泌される。
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8
B.ホルモンの種類とその働きA.ホルモンの特徴

第８章 内分泌（2/4）

 　Ｂ．ホルモンの種類とその働き

 a）視床下部

□ 視床下部ホルモンには（ 放出ホルモン ）と（ 抑制ホルモン ）があり、下垂体前葉のホ

ルモンの分泌を調節する。

□ 視床下部の放出ホルモンには（ 成長ホルモン放出ホルモン ）

（ プロラクチン放出ホルモン ）（ 甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン ）

（ 副腎皮質刺激ホルモン放出ホルモン ）（ 性腺刺激ホルモン放出ホルモン ）がある。

□ 視床下部の抑制ホルモンには（ 成長ホルモン抑制ホルモン ）

（ プロラクチン抑制ホルモン ）がある。

 b）下垂体

□★★★ 下垂体は（ 腺下垂体＝前葉 ）と（ 神経下垂体＝後葉 ）よりなる。

□★ 腺下垂体は視床下部と血管によって連絡し（ 視床下部ホルモン ）の調節を受ける。

□★★ 神経下垂体は（ 視床下部 ）内で産生され後葉へ伸びた軸索末端より血中に放出される。

（１）下垂体前葉ホルモン

□★★ （ 成長ホルモン ）は下垂体前葉で分泌され、発育期の成長を促進する。

□★★★ （ プロラクチン ）は下垂体前葉で分泌され、乳汁産生と分泌、排卵の抑制などをする。

□★★ （ 甲状腺刺激ホルモン ）は下垂体前葉で分泌され甲状腺ホルモン分泌を促す。

□★★ （ 副腎皮質刺激ホルモン ）は下垂体前葉で分泌され副腎皮質ホルモン分泌を促す

□★★ （ 性腺刺激ホルモン ）は下垂体前葉で分泌され、卵胞刺激ホルモンと黄体形成ホルモン

の事をいう。

□★ （ 卵胞刺激ホルモン ）は卵胞の成熟を促しエストロゲンの分泌を促進する。

□★ （ 黄体形成ホルモン ）は排卵を誘発し、排卵後は黄体形成を促し、黄体ホルモンの分泌

を促進する。

（２）下垂体後葉ホルモン

□★★★ （ バゾプレッシン ）は下垂体後葉で分泌され（ 抗利尿ホルモン ）とも言う。腎臓の集

合管で（ 水 ）の再吸収を促進して尿量を減らす、また血圧を上昇させる作用がある。

□★★★ （ オキシトシン ）は下垂体後葉で分泌され、分娩時の子宮平滑筋の収縮、射乳反射の際

に分泌される。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第８章　内分泌 Ｂ．ホルモンの種類とその働き ②

 a）視床下部 a）視床下部 b）下垂体 b）下垂体 c）甲状腺  d）副甲状腺 d）副甲状腺 e）膵臓 e）膵臓 f）副腎 f）副腎 g）精巣 g）精巣 h）卵巣 h）卵巣 i）他 i）他

□★★★ （ 甲状腺ホルモン ）は（ サイロキシン ）と（ トリヨードサイロニン ）のことで、代

謝の亢進、発育促進、体温上昇、精神機能刺激の作用がある。（ ヨウ素 ）を含む。

□★★★ （ カルシトニン ）は甲状腺の傍濾胞細胞（ Ｃ細胞 ）から分泌され、骨と腎臓に作用し

て血中（ カルシウム ）濃度を（ 低下 ）させる。

 a）視床下部 a）視床下部 b）下垂体 b）下垂体 c）甲状腺 c）甲状腺 d）副甲状腺  e）膵臓 e）膵臓 f）副腎 f）副腎 g）精巣 g）精巣 h）卵巣 h）卵巣 i）他 i）他

□★★★ （ パラソルモン ）は副甲状腺から分泌され、骨と腎臓に作用して血中の（ カルシウム

）濃度を（ 増大 ）させる。

 a）視床下部 a）視床下部 b）下垂体 b）下垂体 c）甲状腺 c）甲状腺 d）副甲状腺 d）副甲状腺 e）膵臓  f）副腎 f）副腎 g）精巣 g）精巣 h）卵巣 h）卵巣 i）他 i）他

□★★★ （ インスリン ）は膵臓のβ細胞から分泌され、血糖値を下げる。

□★★ （ グルカゴン ）は膵臓のα細胞から分泌され、血糖値を上げる。

□ （ ソマトスタチン ）は膵臓のδ細胞から分泌、インスリンとグルカゴンの分泌調節をする

 a）視床下部 a）視床下部 b）下垂体 b）下垂体 c）甲状腺 c）甲状腺 d）副甲状腺 d）副甲状腺 e）膵臓 e）膵臓 f）副腎  g）精巣 g）精巣 h）卵巣 h）卵巣 i）他 i）他

（１）副腎髄質

□★★★ 副腎髄質から（ アドレナリン ）（ ノルアドレナリン ）（ ドーパミン ）を分泌する。

□★★★ （ アドレナリン ）は心拍数増加作用と血糖値上昇作用が著しい。

□★ （ ノルアドレナリン ）は末梢血管収縮による血圧上昇作用が著しい。

（２）副腎皮質

□★★ 副腎皮質から（ 糖質コルチコイド ）（ 電解質コルチコイド ）（ 副腎アンドロゲン ）

が分泌される。

□★★★ 糖質コルチコイドの主なものは（ コルチゾール ）と（ コルチコステロン ）で血糖上昇

抗炎症作用、アレルギー抑制作用、胃酸分泌促進、ストレスの抵抗を高める作用がある。

□★ 電解質コルチコイドの代表的なものは（ アルドステロン ）で、腎臓の集合管に作用して

Na+再吸収を増大させる。また、Na+再吸収に伴い水が再吸収、細胞外液量を増大する。

□ 副腎アンドロゲンは身体を男性化する作用があるが、活性は弱い。
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8
B.ホルモンの種類とその働きA.ホルモンの特徴

第８章 内分泌（3/4）

 c）甲状腺

□★★★ （ 甲状腺ホルモン ）は（ サイロキシン ）と（ トリヨードサイロニン ）のことで、代

謝の亢進、発育促進、体温上昇、精神機能刺激の作用がある。（ ヨウ素 ）を含む。

□★★★ （ カルシトニン ）は甲状腺の傍濾胞細胞（ Ｃ細胞 ）から分泌され、骨と腎臓に作用し

て血中（ カルシウム ）濃度を（ 低下 ）させる。

 d）副甲状腺

□★★★ （ パラソルモン ）は副甲状腺から分泌され、骨と腎臓に作用して血中の（ カルシウム

）濃度を（ 増大 ）させる。

 e）膵臓

□★★★ （ インスリン ）は膵臓のβ細胞から分泌され、血糖値を下げる。

□★★ （ グルカゴン ）は膵臓のα細胞から分泌され、血糖値を上げる。

□ （ ソマトスタチン ）は膵臓のδ細胞から分泌、インスリンとグルカゴンの分泌調節をする

 f）副腎

（１）副腎髄質

□★★★ 副腎髄質から（ アドレナリン ）（ ノルアドレナリン ）（ ドーパミン ）を分泌する。

□★★★ （ アドレナリン ）は心拍数増加作用と血糖値上昇作用が著しい。

□★ （ ノルアドレナリン ）は末梢血管収縮による血圧上昇作用が著しい。

（２）副腎皮質

□★★ 副腎皮質から（ 糖質コルチコイド ）（ 電解質コルチコイド ）（ 副腎アンドロゲン ）

が分泌される。

□★★★ 糖質コルチコイドの主なものは（ コルチゾール ）と（ コルチコステロン ）で血糖上昇

抗炎症作用、アレルギー抑制作用、胃酸分泌促進、ストレスの抵抗を高める作用がある。

□★ 電解質コルチコイドの代表的なものは（ アルドステロン ）で、腎臓の集合管に作用して

Na+再吸収を増大させる。また、Na+再吸収に伴い水が再吸収、細胞外液量を増大する。

□ 副腎アンドロゲンは身体を男性化する作用があるが、活性は弱い。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第８章　内分泌 Ｂ．ホルモンの種類とその働き ③

 a）視床下部 a）視床下部 b）下垂体 b）下垂体 c）甲状腺 c）甲状腺 d）副甲状腺 d）副甲状腺 e）膵臓 e）膵臓 f）副腎 f）副腎 g）精巣  h）卵巣 h）卵巣 i）他 i）他

□★ 精巣から（ 男性ホルモン＝アンドロゲン ）が分泌され、主なものは（ テストステロン

）である。作用は男性生殖器の発育促進、第二次性徴発現、精子形成などがある。

 a）視床下部 a）視床下部 b）下垂体 b）下垂体 c）甲状腺 c）甲状腺 d）副甲状腺 d）副甲状腺 e）膵臓 e）膵臓 f）副腎 f）副腎 g）精巣 g）精巣 h）卵巣  i）他 i）他

□★ 卵巣からは女性ホルモンが分泌され、（ 卵胞ホルモン＝エストロゲン ）、

（ 黄体ホルモン ）などがある。

□★ 卵胞ホルモンは、（ エストラジオール ）（ エストロン ）（ エストリオール ）が代表

的なもので、作用は卵胞の発育を促す、第二次性徴の発現、子宮内膜の増殖などがある。

□★★★ 黄体ホルモンの主なものは（ プロゲステロン ）で、妊娠の維持、排卵の抑制、乳腺の発

達、体温上昇作用などをもつ。

 a）視床下部 a）視床下部 b）下垂体 b）下垂体 c）甲状腺 c）甲状腺 d）副甲状腺 d）副甲状腺 e）膵臓 e）膵臓 f）副腎 f）副腎 g）精巣 g）精巣 h）卵巣 h）卵巣 i）他

□★★ 消化管から（ ガストリン ）（ セクレチン ）（ コレシストキニン ）などが分泌される

□★★ 腎臓からは副腎皮質からのアルドステロン分泌に関与する（ レニン ）と、赤血球新生を

促す（ エリスロポエチン ）が分泌される。

□★★ 松果体からは（ メラトニン ）が分泌され概日リズムに関与する。夜間に分泌が増える。

□ 心房からは（ 心房性ナトリウム利尿ペプチド ）が分泌され、血液量増加により心房筋が

伸展されると、腎臓に作用して水とNa+の排泄を促す。

1
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8
B.ホルモンの種類とその働きA.ホルモンの特徴

第８章 内分泌（4/4）

 g）精巣

□★ 精巣から（ 男性ホルモン＝アンドロゲン ）が分泌され、主なものは（ テストステロン

）である。作用は男性生殖器の発育促進、第二次性徴発現、精子形成などがある。

 h）卵巣

□★ 卵巣からは女性ホルモンが分泌され、（ 卵胞ホルモン＝エストロゲン ）、

（ 黄体ホルモン ）などがある。

□★ 卵胞ホルモンは、（ エストラジオール ）（ エストロン ）（ エストリオール ）が代表

的なもので、作用は卵胞の発育を促す、第二次性徴の発現、子宮内膜の増殖などがある。

□★★★ 黄体ホルモンの主なものは（ プロゲステロン ）で、妊娠の維持、排卵の抑制、乳腺の発

達、体温上昇作用などをもつ。

 i）他

□★★ 消化管から（ ガストリン ）（ セクレチン ）（ コレシストキニン ）などが分泌される

□★★ 腎臓からは副腎皮質からのアルドステロン分泌に関与する（ レニン ）と、赤血球新生を

促す（ エリスロポエチン ）が分泌される。

□★★ 松果体からは（ メラトニン ）が分泌され概日リズムに関与する。夜間に分泌が増える。

□ 心房からは（ 心房性ナトリウム利尿ペプチド ）が分泌され、血液量増加により心房筋が

伸展されると、腎臓に作用して水とNa+の排泄を促す。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第９章　生殖・成長と老化
Ａ．生殖
Ｂ．妊娠と出産 ①

 　Ａ．生殖

（１）男性生殖器

□ 精巣の精細管で精子が形成される。男性の性反射は陰茎の（ 勃起 ）と（ 射精 ）がある

（２）卵子形成

□★★ 胎生期の卵巣内には約７００万個の（ 原始卵胞 ）があり、出生時に約１００万個となる

□★★ 月経周期の１４日頃に（ 黄体形成ホルモン ）の大量放出によって卵胞が成熟し、破裂し

て卵細胞を卵巣の表面に放出する。これを（ 排卵 ）という。

（３）卵巣周期

□★★ 卵巣周期は（ 卵胞期 ）（ 排卵 ）（ 黄体期 ）よりなる。

□★ 卵胞期は１～１４日目頃で、（ 卵胞刺激ホルモン ）の分泌が増大し、卵胞が成熟する。

□★★ 卵胞の成熟に伴い卵胞から（ エストロゲン ）の分泌が増加し、子宮内膜を肥厚させる。

□★★★ 排卵は１４日目頃で、（ エストロゲン ）濃度が急激に増加することにより

（ 黄体形成ホルモン ）の一過性の急激な分泌増加を起こし、排卵が起きる。

□★★★ 黄体期は１４～２８日目頃で、排卵後の卵胞から（ 黄体 ）を形成、黄体から

（ プロゲステロン ）が分泌され、子宮内膜より分泌液が出る。

（４）月経周期

□★★★ 月経周期は（ 月経期 ）（ 増殖期 ）（ 分泌期 ）に分かれる。

□ 月経期は、子宮内膜が脱落し膣から出血がおこる。

□★★ 増殖期は、（ エストロゲン ）の作用によって子宮内膜が増殖する。

□★★★ 分泌期は、排卵後（ プロゲステロン ）の作用によって子宮内膜の分泌腺が活発になり、

着床しやすい状態となる。

 　Ｂ．妊娠と出産

（１）受精・着床・妊娠

□ 排卵後の卵子の寿命は約１日、女性生殖器に入った精子の寿命は約２日程度である。

□★★★ 受精は通常（ 卵管 ）で行われ、子宮に移動し（ 子宮内膜 ）に着床して妊娠が始まる。

□★★ 妊娠によって黄体は妊娠黄体となり（ プロゲステロン ）が分泌され続けられる。また、

（ 黄体形成ホルモン ）の分泌が抑制され排卵は起こらず月経が停止する。

10
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9
D.老化C.成長B.妊娠と出産A.生殖

第９章 生殖・成長と老化（1/2）

 　Ａ．生殖

（１）男性生殖器

□ 精巣の精細管で精子が形成される。男性の性反射は陰茎の（ 勃起 ）と（ 射精 ）がある

（２）卵子形成

□★★ 胎生期の卵巣内には約７００万個の（ 原始卵胞 ）があり、出生時に約１００万個となる

□★★ 月経周期の１４日頃に（ 黄体形成ホルモン ）の大量放出によって卵胞が成熟し、破裂し

て卵細胞を卵巣の表面に放出する。これを（ 排卵 ）という。

（３）卵巣周期

□★★ 卵巣周期は（ 卵胞期 ）（ 排卵 ）（ 黄体期 ）よりなる。

□★ 卵胞期は１～１４日目頃で、（ 卵胞刺激ホルモン ）の分泌が増大し、卵胞が成熟する。

□★★ 卵胞の成熟に伴い卵胞から（ エストロゲン ）の分泌が増加し、子宮内膜を肥厚させる。

□★★★ 排卵は１４日目頃で、（ エストロゲン ）濃度が急激に増加することにより

（ 黄体形成ホルモン ）の一過性の急激な分泌増加を起こし、排卵が起きる。

□★★★ 黄体期は１４～２８日目頃で、排卵後の卵胞から（ 黄体 ）を形成、黄体から

（ プロゲステロン ）が分泌され、子宮内膜より分泌液が出る。

（４）月経周期

□★★★ 月経周期は（ 月経期 ）（ 増殖期 ）（ 分泌期 ）に分かれる。

□ 月経期は、子宮内膜が脱落し膣から出血がおこる。

□★★ 増殖期は、（ エストロゲン ）の作用によって子宮内膜が増殖する。

□★★★ 分泌期は、排卵後（ プロゲステロン ）の作用によって子宮内膜の分泌腺が活発になり、

着床しやすい状態となる。

 　Ｂ．妊娠と出産

（１）受精・着床・妊娠

□ 排卵後の卵子の寿命は約１日、女性生殖器に入った精子の寿命は約２日程度である。

□★★★ 受精は通常（ 卵管 ）で行われ、子宮に移動し（ 子宮内膜 ）に着床して妊娠が始まる。

□★★ 妊娠によって黄体は妊娠黄体となり（ プロゲステロン ）が分泌され続けられる。また、

（ 黄体形成ホルモン ）の分泌が抑制され排卵は起こらず月経が停止する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第９章　生殖・成長と老化
Ｂ．妊娠と出産 ②
Ｃ．成長　Ｄ．老化

 　Ｂ．妊娠と出産

（２）分娩

□★★★ 出産が近付くと（ オキシトシン ）分泌が増し子宮の収縮が増強される。胎児が産道を降

下すると子宮頚部を進展しさらに（ オキシトシン ）を分泌させる。子宮の激しい収縮を

陣痛と言い、胎児と付属物が排出される。これを（ 分娩 ）という。

（３）乳汁分泌

□★★★ 出産後（ プロラクチン ）の分泌が増加し、乳汁産生と乳管への分泌を起こす。

□★★ 乳頭への吸引刺激は（ オキシトシン ）を分泌させ、乳腺周囲の筋上皮細胞を収縮させて

乳汁を排出させる。これを（ 射乳反射 ）という。

□★★ プロラクチンは性腺刺激ホルモンの分泌を抑制するので（ 排卵 ）が抑制される。

 　Ｃ．成長

□ 成長率は新生児期に高く、児童期に緩徐になり、思春期で再び高くなる。

□ 頭部の成長よりも他の部位、特に下肢の成長率が高い。

□★★★ （ 脳 ）は出生後急激に成長し数年で成人レベルに達する。

□ 骨格筋や内臓は、全身の成長に従った成長曲線を示す。

□ 生殖器は、幼児期で遅く思春期で成人レベルに達する。

□ （ 胸腺 ）は、思春期で最大となり成人で退縮する。

 　Ｄ．老化

（１）細胞の寿命

□★★★ （ 神経細胞 ）は、その人と同じ寿命である。腸管の上皮細胞は２～５日程度の寿命。

（２）生理的老化の特徴

□★ 生理機能の加齢変化は各機能ごとに（ 異なる速度 ）で進む。

□★ 生理機能の個体差は高齢になるほど（ 増大 ）する。

□★ ホメオスタシス機構は安静時に（ 維持 ）されるが、環境変化や激しい運動に対する適応

能力が（ 減少 ）する。

6
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D.老化C.成長B.妊娠と出産A.生殖

第９章 生殖・成長と老化（2/2）

 　Ｂ．妊娠と出産

（２）分娩

□★★★ 出産が近付くと（ オキシトシン ）分泌が増し子宮の収縮が増強される。胎児が産道を降

下すると子宮頚部を進展しさらに（ オキシトシン ）を分泌させる。子宮の激しい収縮を

陣痛と言い、胎児と付属物が排出される。これを（ 分娩 ）という。

（３）乳汁分泌

□★★★ 出産後（ プロラクチン ）の分泌が増加し、乳汁産生と乳管への分泌を起こす。

□★★ 乳頭への吸引刺激は（ オキシトシン ）を分泌させ、乳腺周囲の筋上皮細胞を収縮させて

乳汁を排出させる。これを（ 射乳反射 ）という。

□★★ プロラクチンは性腺刺激ホルモンの分泌を抑制するので（ 排卵 ）が抑制される。

 　Ｃ．成長

□ 成長率は新生児期に高く、児童期に緩徐になり、思春期で再び高くなる。

□ 頭部の成長よりも他の部位、特に下肢の成長率が高い。

□★★★ （ 脳 ）は出生後急激に成長し数年で成人レベルに達する。

□ 骨格筋や内臓は、全身の成長に従った成長曲線を示す。

□ 生殖器は、幼児期で遅く思春期で成人レベルに達する。

□ （ 胸腺 ）は、思春期で最大となり成人で退縮する。

 　Ｄ．老化

（１）細胞の寿命

□★★★ （ 神経細胞 ）は、その人と同じ寿命である。腸管の上皮細胞は２～５日程度の寿命。

（２）生理的老化の特徴

□★ 生理機能の加齢変化は各機能ごとに（ 異なる速度 ）で進む。

□★ 生理機能の個体差は高齢になるほど（ 増大 ）する。

□★ ホメオスタシス機構は安静時に（ 維持 ）されるが、環境変化や激しい運動に対する適応

能力が（ 減少 ）する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経
Ａ．神経系の分類
Ｂ．ニューロンの構造と働き ①

 　Ａ．神経系の分類

□★★★ 神経系はその機能の中心となる（ 中枢神経系 ）と、中枢と身体各部を連絡する

（ 末梢神経系 ）とに分類される。

（１）中枢神経と末梢神経

□★★★ 中枢神経系は（ 脳 ）と（ 脊髄 ）よりなる。

□★★★ 末梢神経系は（ 脳神経 ）と（ 脊髄神経 ）よりなる。

□★★★ 末梢神経系は身体の運動や感覚機能を司る（ 体性神経系 ）と、循環・呼吸・消化などの

各種の自律機能を司る（ 自律神経系 ）に分類される。

（２）末梢神経の求心性と遠心性

□★★★ 体性神経および自律神経いずれも、末梢の感覚受容器からの情報を中枢神経系に伝える

（ 求心性神経 ）と、中枢神経系の指令を末梢の器官に伝える（ 遠心性神経 ）よりなる

□★★★ 体性神経系の求心性神経は（ 感覚神経 ）〔知覚神経〕と呼ばれる。

□★★★ 体性神経系の遠心性神経は（ 運動神経 ）と呼ばれ、骨格筋を支配する。

□★ 自律神経系の求心性神経は（ 内臓求心性神経 ）と呼ばれ、内臓の情報を伝える。

□★★★ 自律神経系の遠心性神経は（ 交感神経 ）と（ 副交感神経 ）に分けられ内臓を支配する

 　Ｂ．ニューロンの構造と働き

□★★ 神経組織は神経細胞（ ニューロン ）とその（ 支持細胞 ）より成り立つ。

（１）ニューロン

□★★★ ニューロンは基本的に（ 細胞体 ）と（ 樹状突起 ）1本の長い（ 軸索 ）、その終末にあ

る（ 神経終末 ）で構成される。軸索の長さは様々で長いものは（ １ｍ ）に達する。

□★★ （ 樹状突起 ）は他のニューロンからの情報を受け取る機能を持つ。

□★★ ニューロンが受け取った情報は（ 軸索 ）を伝わり神経終末から他の細胞へ伝わる。
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N.自律神経系M.末梢神経系L.脳脊髄液K.大脳J.視床下部I.視床H.小脳G.脳幹F.脊髄E.反射D.シナプス伝達

第１０章 神経（1/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ａ．神経系の分類

□★★★ 神経系はその機能の中心となる（ 中枢神経系 ）と、中枢と身体各部を連絡する

（ 末梢神経系 ）とに分類される。

（１）中枢神経と末梢神経

□★★★ 中枢神経系は（ 脳 ）と（ 脊髄 ）よりなる。

□★★★ 末梢神経系は（ 脳神経 ）と（ 脊髄神経 ）よりなる。

□★★★ 末梢神経系は身体の運動や感覚機能を司る（ 体性神経系 ）と、循環・呼吸・消化などの

各種の自律機能を司る（ 自律神経系 ）に分類される。

（２）末梢神経の求心性と遠心性

□★★★ 体性神経および自律神経いずれも、末梢の感覚受容器からの情報を中枢神経系に伝える

（ 求心性神経 ）と、中枢神経系の指令を末梢の器官に伝える（ 遠心性神経 ）よりなる

□★★★ 体性神経系の求心性神経は（ 感覚神経 ）〔知覚神経〕と呼ばれる。

□★★★ 体性神経系の遠心性神経は（ 運動神経 ）と呼ばれ、骨格筋を支配する。

□★ 自律神経系の求心性神経は（ 内臓求心性神経 ）と呼ばれ、内臓の情報を伝える。

□★★★ 自律神経系の遠心性神経は（ 交感神経 ）と（ 副交感神経 ）に分けられ内臓を支配する

 　Ｂ．ニューロンの構造と働き

□★★ 神経組織は神経細胞（ ニューロン ）とその（ 支持細胞 ）より成り立つ。

（１）ニューロン

□★★★ ニューロンは基本的に（ 細胞体 ）と（ 樹状突起 ）1本の長い（ 軸索 ）、その終末にあ

る（ 神経終末 ）で構成される。軸索の長さは様々で長いものは（ １ｍ ）に達する。

□★★ （ 樹状突起 ）は他のニューロンからの情報を受け取る機能を持つ。

□★★ ニューロンが受け取った情報は（ 軸索 ）を伝わり神経終末から他の細胞へ伝わる。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経 Ｂ．ニューロンの構造と働き ②

 　Ｂ．ニューロンの構造と働き

（２）支持細胞

□★★★ ニューロンは種々の支持細胞によって包まれており、これらの支持細胞を

（ グリア細胞＝神経膠細胞 ）という。

□★★★ 末梢神経系のグリア細胞としては（ シュワン細胞 ）が重要である。

□★★ 軸索とシュワン細胞をまとめて（ 神経線維 ）という。

□★★★ 神経線維には髄鞘がある（ 有髄線維 ）と、髄鞘がない（ 無髄線維 ）に大別される。

□★★★ 有髄線維の（ 髄鞘 ）は（ ミエリン ）とも呼ばれ軸索を絶縁する働きをもつ。

□★★★ 髄鞘は１～２mmごとに切れ目があり、これを（ ランビエの絞輪 ）という。

□★★ 有髄線維の（ ランビエの絞輪 ）は絶縁性がない。

□★ 無髄線維では1個のシュワン細胞が数本の軸索を包んでいる。

□★★ 中枢神経内にはニューロンの約5～10倍の数の（ グリア細胞 ）がある。

□ グリア細胞はニューロンの支持や血液の間で栄養や代謝産物の物質交換に関与する。

□★ 中枢神経系のグリア細胞は（ 星状膠細胞 ）（ 希突起膠細胞 ）（ 小膠細胞 ）等がある

□★ （ 星状膠細胞 ）はアストロサイトと言い、ニューロンと血液間での物質交換に関与する

□★ （ 希突起膠細胞 ）はオリゴデンドロサイトと言い、末梢神経でのシュワン細胞に相当

□★ （ 小膠細胞 ）はミクログリアと言い、マクロファージの一種で、異物の除去に働く。

（３）軸索輸送

□★★ ニューロンの軸索の中では細胞体で合成された物質が神経終末に運ばれたり、神経末端で

細胞の外から細胞内に取り込まれた物質が細胞体に運ばれるなど物質の輸送が行われる。

これを（ 軸索輸送 ）という。

（４）変性と再生

□★★ ニューロンの軸索が切断され、切断部より末梢側に変性が起こる事を

（ 順行性変性＝ワーラー変性 ）という。

□★★ 切断部より細胞体に向かって変性が起こる事を（ 逆行性変性 ）という。

□★★★ 神経の（ 細胞体 ）が死滅すると二度と再生することはない。

8

14

20



85ウエマツ創研
Uematsu Laboratory

10
N.自律神経系M.末梢神経系L.脳脊髄液K.大脳J.視床下部I.視床H.小脳G.脳幹F.脊髄E.反射D.シナプス伝達

第１０章 神経（2/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｂ．ニューロンの構造と働き

（２）支持細胞

□★★★ ニューロンは種々の支持細胞によって包まれており、これらの支持細胞を

（ グリア細胞＝神経膠細胞 ）という。

□★★★ 末梢神経系のグリア細胞としては（ シュワン細胞 ）が重要である。

□★★ 軸索とシュワン細胞をまとめて（ 神経線維 ）という。

□★★★ 神経線維には髄鞘がある（ 有髄線維 ）と、髄鞘がない（ 無髄線維 ）に大別される。

□★★★ 有髄線維の（ 髄鞘 ）は（ ミエリン ）とも呼ばれ軸索を絶縁する働きをもつ。

□★★★ 髄鞘は１～２mmごとに切れ目があり、これを（ ランビエの絞輪 ）という。

□★★ 有髄線維の（ ランビエの絞輪 ）は絶縁性がない。

□★ 無髄線維では1個のシュワン細胞が数本の軸索を包んでいる。

□★★ 中枢神経内にはニューロンの約5～10倍の数の（ グリア細胞 ）がある。

□ グリア細胞はニューロンの支持や血液の間で栄養や代謝産物の物質交換に関与する。

□★ 中枢神経系のグリア細胞は（ 星状膠細胞 ）（ 希突起膠細胞 ）（ 小膠細胞 ）等がある

□★ （ 星状膠細胞 ）はアストロサイトと言い、ニューロンと血液間での物質交換に関与する

□★ （ 希突起膠細胞 ）はオリゴデンドロサイトと言い、末梢神経でのシュワン細胞に相当

□★ （ 小膠細胞 ）はミクログリアと言い、マクロファージの一種で、異物の除去に働く。

（３）軸索輸送

□★★ ニューロンの軸索の中では細胞体で合成された物質が神経終末に運ばれたり、神経末端で

細胞の外から細胞内に取り込まれた物質が細胞体に運ばれるなど物質の輸送が行われる。

これを（ 軸索輸送 ）という。

（４）変性と再生

□★★ ニューロンの軸索が切断され、切断部より末梢側に変性が起こる事を

（ 順行性変性＝ワーラー変性 ）という。

□★★ 切断部より細胞体に向かって変性が起こる事を（ 逆行性変性 ）という。

□★★★ 神経の（ 細胞体 ）が死滅すると二度と再生することはない。



86
★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経 Ｃ．神経線維の興奮の伝導 ①

 　Ｃ．神経線維の興奮伝導

□★ 神経細胞は電気的に興奮し、それを信号として伝える仕組みを持つ。

□★★ 神経細胞の細胞膜の内外には電位差がある。

□★ 細胞膜の電位差は、刺激を受けて変化し軸索を伝導する。

（１）静止電位

□★★★ ニューロンの（ 細胞内 ）は、細胞膜を境にして（ 細胞外 ）に対して約-60～-90mVの

（ マイナス ）の状態になっている。これを（ 静止電位 ）という。

□★★★ 静止電位は細胞内外の（ イオン分布 ）の相違によって作られる。

□★★★ 細胞外には（ Na+ ）や（ Cl- ）が多い。

□★★★ 細胞内は（ K+ ）と（ タンパク質陰イオン ）が多量に存在する。

□★ 細胞膜は小さな物質を自由に通す。

□★★ （ タンパク質陰イオン ）は大きすぎて細胞膜の外に出られない。

□★ （ K+ ）は細胞外に流出するがタンパク質陰イオンにより引き寄せられ細胞内に流入する

□★★★ （ Na+ ）は細胞内に入ってくると（ ナトリウムポンプ ）によって細胞外にくみ出す。

（２）活動電位

□★★ 神経細胞の負の膜電位が０に向かう事を（ 脱分極 ）という。

□★★★ 脱分極が（ 閾値＝閾膜電位 ）に達すると神経細胞は自動的に興奮して（ 活動電位 ）を

発生する。その際（ Na+ ）が細胞内に流入する。この時期を（ 脱分極相 ）という。

□★★ 脱分極した膜電位は０を超えてプラスになる。これを（ オーバーシュート ）という。

□★ 活動電位が０を超え、再び負の静止電位にもどる。この相を（ 再分極相 ）という。

□★ 再分極相では膜電位が静止電位よりも陰性方向に変化する。これを（ 過分極 ）という。

□★★ 活動電位で流入したNa+と流出したK+は（ ナトリウムポンプ ）で元に戻される。

□★★ 閾値以上の興奮を起こす刺激であれば、刺激の大小に関係なく一定の大きさの活動電位を

発生する。この性質を（ 全か無の法則 ）という。刺激が弱いと活動電位は起きない。

□★ （ 絶対不応期 ）は、活動電位が生じた直後に刺激を与えても活動電位は生じない。

□★ （ 相対不応期 ）は、活動電位が治まってきた途中なら強い刺激で活動電位が発生する。
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第１０章 神経（3/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｃ．神経線維の興奮伝導

□★ 神経細胞は電気的に興奮し、それを信号として伝える仕組みを持つ。

□★★ 神経細胞の細胞膜の内外には電位差がある。

□★ 細胞膜の電位差は、刺激を受けて変化し軸索を伝導する。

（１）静止電位

□★★★ ニューロンの（ 細胞内 ）は、細胞膜を境にして（ 細胞外 ）に対して約-60～-90mVの

（ マイナス ）の状態になっている。これを（ 静止電位 ）という。

□★★★ 静止電位は細胞内外の（ イオン分布 ）の相違によって作られる。

□★★★ 細胞外には（ Na+ ）や（ Cl- ）が多い。

□★★★ 細胞内は（ K+ ）と（ タンパク質陰イオン ）が多量に存在する。

□★ 細胞膜は小さな物質を自由に通す。

□★★ （ タンパク質陰イオン ）は大きすぎて細胞膜の外に出られない。

□★ （ K+ ）は細胞外に流出するがタンパク質陰イオンにより引き寄せられ細胞内に流入する

□★★★ （ Na+ ）は細胞内に入ってくると（ ナトリウムポンプ ）によって細胞外にくみ出す。

（２）活動電位

□★★ 神経細胞の負の膜電位が０に向かう事を（ 脱分極 ）という。

□★★★ 脱分極が（ 閾値＝閾膜電位 ）に達すると神経細胞は自動的に興奮して（ 活動電位 ）を

発生する。その際（ Na+ ）が細胞内に流入する。この時期を（ 脱分極相 ）という。

□★★ 脱分極した膜電位は０を超えてプラスになる。これを（ オーバーシュート ）という。

□★ 活動電位が０を超え、再び負の静止電位にもどる。この相を（ 再分極相 ）という。

□★ 再分極相では膜電位が静止電位よりも陰性方向に変化する。これを（ 過分極 ）という。

□★★ 活動電位で流入したNa+と流出したK+は（ ナトリウムポンプ ）で元に戻される。

□★★ 閾値以上の興奮を起こす刺激であれば、刺激の大小に関係なく一定の大きさの活動電位を

発生する。この性質を（ 全か無の法則 ）という。刺激が弱いと活動電位は起きない。

□★ （ 絶対不応期 ）は、活動電位が生じた直後に刺激を与えても活動電位は生じない。

□★ （ 相対不応期 ）は、活動電位が治まってきた途中なら強い刺激で活動電位が発生する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経 Ｃ．神経線維の興奮の伝導 ②

 　Ｃ．神経線維の興奮伝導

（３）興奮の伝導

□★★★ 活動電位が発生すると、軸索を電気信号が伝わる。これを興奮の（ 伝導 ）という。

□★★★ （ 絶縁性伝導 ）とは隣接する神経に影響しないこと。

□★★★ （ 不減衰伝導 ）とは活動の大きさは始めから終わりまでかわらないこと。

□★★★ （ 両方向性伝導 ）とは刺激をうけたところから両側に刺激が流れること。ただし生体内

では（ 順行性伝導 ）が原則である。

□★★★ 興奮伝導の３原則とは（ 絶縁性伝導 ）（ 不減衰伝導 ）（ 両方向性伝導 ）のこと。

□★★★ （ 跳躍伝導 ）とは有髄線維で髄鞘（ ミエリン ）部分は絶縁し、（ ランビエの絞輪 ）

部分のみ活動電位を生じること。

□★★ 有髄線維の（ 髄鞘 ）は絶縁性があり、（ ランビエの絞輪 ）の絶縁性はない。

□★★ 伝導速度は線維の直径が（ 太い ）ほど（ 速 ）い。

□★★ 伝導速度は細い無髄線維でおおむね1m/秒、太い有髄線維で100m/秒である。

□★★★ 速く情報を伝える必要のある運動や感覚に用いられるのは（ 有髄線維 ）である。

□★★ （ Ａ ）線維は有髄で運動及び感覚に関する信号を伝える。

□★★ （ Ｂ ）線維は自律神経節前線維で有髄である。

□★★ （ Ｃ ）線維は無髄で痛覚、温度覚などの皮膚感覚の一部を伝え、自律神経節後線維とも

なっている。

□★★★ Ａα、Ａβ、Ａγ、Ａδ、Ｂ，Ｃ線維のうち無髄線維は（ Ｃ ）線維である。

□★★★ 運動神経線維は一番（ 太い ）線維で（ Ａα ）線維である。

□★★★ 運動の感覚神経で筋紡錘からの神経は（ Ⅰa ）群線維である。

□★★★ 運動の感覚神経で腱紡錘からの神経は（ Ⅰb ）群線維である。

□★★★ 触圧覚は（ Ａβ ）線維で（ Ⅱ ）群線維である。

□★★★ 冷痛覚は（ Ａδ ）線維で（ Ⅲ ）群線維である。

□★★★ 温痛覚は（ C ）線維で（ Ⅳ ）群線維である。

□★★ （ 太い ）神経線維ほど圧迫に弱い。

□★★ （ 細い ）神経線維ほど麻酔が速く効く。

23

32

32



89ウエマツ創研
Uematsu Laboratory

10
N.自律神経系M.末梢神経系L.脳脊髄液K.大脳J.視床下部I.視床H.小脳G.脳幹F.脊髄E.反射D.シナプス伝達

第１０章 神経（4/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｃ．神経線維の興奮伝導

（３）興奮の伝導

□★★★ 活動電位が発生すると、軸索を電気信号が伝わる。これを興奮の（ 伝導 ）という。

□★★★ （ 絶縁性伝導 ）とは隣接する神経に影響しないこと。

□★★★ （ 不減衰伝導 ）とは活動の大きさは始めから終わりまでかわらないこと。

□★★★ （ 両方向性伝導 ）とは刺激をうけたところから両側に刺激が流れること。ただし生体内

では（ 順行性伝導 ）が原則である。

□★★★ 興奮伝導の３原則とは（ 絶縁性伝導 ）（ 不減衰伝導 ）（ 両方向性伝導 ）のこと。

□★★★ （ 跳躍伝導 ）とは有髄線維で髄鞘（ ミエリン ）部分は絶縁し、（ ランビエの絞輪 ）

部分のみ活動電位を生じること。

□★★ 有髄線維の（ 髄鞘 ）は絶縁性があり、（ ランビエの絞輪 ）の絶縁性はない。

□★★ 伝導速度は線維の直径が（ 太い ）ほど（ 速 ）い。

□★★ 伝導速度は細い無髄線維でおおむね1m/秒、太い有髄線維で100m/秒である。

□★★★ 速く情報を伝える必要のある運動や感覚に用いられるのは（ 有髄線維 ）である。

□★★ （ Ａ ）線維は有髄で運動及び感覚に関する信号を伝える。

□★★ （ Ｂ ）線維は自律神経節前線維で有髄である。

□★★ （ Ｃ ）線維は無髄で痛覚、温度覚などの皮膚感覚の一部を伝え、自律神経節後線維とも

なっている。

□★★★ Ａα、Ａβ、Ａγ、Ａδ、Ｂ，Ｃ線維のうち無髄線維は（ Ｃ ）線維である。

□★★★ 運動神経線維は一番（ 太い ）線維で（ Ａα ）線維である。

□★★★ 運動の感覚神経で筋紡錘からの神経は（ Ⅰa ）群線維である。

□★★★ 運動の感覚神経で腱紡錘からの神経は（ Ⅰb ）群線維である。

□★★★ 触圧覚は（ Ａβ ）線維で（ Ⅱ ）群線維である。

□★★★ 冷痛覚は（ Ａδ ）線維で（ Ⅲ ）群線維である。

□★★★ 温痛覚は（ C ）線維で（ Ⅳ ）群線維である。

□★★ （ 太い ）神経線維ほど圧迫に弱い。

□★★ （ 細い ）神経線維ほど麻酔が速く効く。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経 Ｄ．シナプス伝達 ①

 　Ｄ．シナプス伝達

（１）興奮の伝達

□★★★ １つの細胞の興奮が他の細胞に伝えられることを（ 興奮の伝達 ）という。

□★★★ ニューロン神経終末と他のニューロン、筋や腺細胞との接合部を（ シナプス ）という。

（２）シナプスの構造と働き

□★★ シナプス前終末と次の細胞の間には（ シナプス間隙 ）という20～50nmの間がある。

□★★ （ シナプス前終末 ）にある（ シナプス小胞 ）内には（ 神経伝達物質 ）が含まれてお

り、神経の興奮によってシナプス間隙に放出され、次の細胞に作用する。

□★★ （ シナプス後膜 ）には神経伝達物質に反応する（ 受容体 ）が存在する。

（３）シナプス伝達

□ シナプス前終末から放出された神経伝達物質が、シナプス後細胞のシナプス下膜に作用し

膜電位を一過性に脱分極させる。これを（ 興奮性シナプス後電位＝EPSP ）という。

□ 多数のシナプス前線維の興奮によりEPSPが大きくなることを（ 加重 ）という。

□ 抑制性シナプスには（ シナプス後抑制 ）と（ シナプス前抑制 ）がある。

□★ シナプス後抑制では、シナプス前終末から放出された神経伝達物質が、シナプス後細胞の

シナプス下膜に作用すると一過性に過分極を起こして興奮性が低下する。これを

（ 抑制性シナプス後電位＝IPSP ）という。IPSPにも加重がある。

□★★★ シナプス伝達は（ 一方向性 ）に伝達され、逆に伝わることはない。

□ シナプス前抑制は、シナプス前週末からの興奮性神経伝達物質の放出を減少させる。

□★★ 興奮がシナプスを通過するのに要する時間を（ シナプス遅延 ）といい約0.2ミリ秒である

□ １本のシナプスの軸索が多数の側枝に分かれて多数のニューロンとシナプス形成すること

を（ 発散 ）という。多数のシナプス前ニューロンの軸索が１つのニューロンにシナプス

することを（ 収束 ）という。

□★★★ （ 易疲労 ）とはシナプスを繰り返し刺激すると疲労して伝達の中断がおきること。

□ シナプスでの複数の弱い刺激は各単独で刺激した和より同時刺激効果の方が大きいことを

（ 促通 ）といい、刺激が強い時単独刺激した和より、同時刺激効果の方が小さいことを

（ 閉塞 ）という。

□★★★ （ 酸素不足 ）や（ 薬物 ）に反応してシナプス伝達は障害される。

□★ シナプスは頻繁に使用されると伝達機能か変化する性質がり、これをシナプス伝達の

（ 可塑性 ）といい、反復刺激後増強、長期増強、長期抑制などがある。

6
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第１０章 神経（5/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｄ．シナプス伝達

（１）興奮の伝達

□★★★ １つの細胞の興奮が他の細胞に伝えられることを（ 興奮の伝達 ）という。

□★★★ ニューロン神経終末と他のニューロン、筋や腺細胞との接合部を（ シナプス ）という。

（２）シナプスの構造と働き

□★★ シナプス前終末と次の細胞の間には（ シナプス間隙 ）という20～50nmの間がある。

□★★ （ シナプス前終末 ）にある（ シナプス小胞 ）内には（ 神経伝達物質 ）が含まれてお

り、神経の興奮によってシナプス間隙に放出され、次の細胞に作用する。

□★★ （ シナプス後膜 ）には神経伝達物質に反応する（ 受容体 ）が存在する。

（３）シナプス伝達

□ シナプス前終末から放出された神経伝達物質が、シナプス後細胞のシナプス下膜に作用し

膜電位を一過性に脱分極させる。これを（ 興奮性シナプス後電位＝EPSP ）という。

□ 多数のシナプス前線維の興奮によりEPSPが大きくなることを（ 加重 ）という。

□ 抑制性シナプスには（ シナプス後抑制 ）と（ シナプス前抑制 ）がある。

□★ シナプス後抑制では、シナプス前終末から放出された神経伝達物質が、シナプス後細胞の

シナプス下膜に作用すると一過性に過分極を起こして興奮性が低下する。これを

（ 抑制性シナプス後電位＝IPSP ）という。IPSPにも加重がある。

□★★★ シナプス伝達は（ 一方向性 ）に伝達され、逆に伝わることはない。

□ シナプス前抑制は、シナプス前週末からの興奮性神経伝達物質の放出を減少させる。

□★★ 興奮がシナプスを通過するのに要する時間を（ シナプス遅延 ）といい約0.2ミリ秒である

□ １本のシナプスの軸索が多数の側枝に分かれて多数のニューロンとシナプス形成すること

を（ 発散 ）という。多数のシナプス前ニューロンの軸索が１つのニューロンにシナプス

することを（ 収束 ）という。

□★★★ （ 易疲労 ）とはシナプスを繰り返し刺激すると疲労して伝達の中断がおきること。

□ シナプスでの複数の弱い刺激は各単独で刺激した和より同時刺激効果の方が大きいことを

（ 促通 ）といい、刺激が強い時単独刺激した和より、同時刺激効果の方が小さいことを

（ 閉塞 ）という。

□★★★ （ 酸素不足 ）や（ 薬物 ）に反応してシナプス伝達は障害される。

□★ シナプスは頻繁に使用されると伝達機能か変化する性質がり、これをシナプス伝達の

（ 可塑性 ）といい、反復刺激後増強、長期増強、長期抑制などがある。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経 Ｄ．シナプス伝達 ②

 　Ｄ．シナプス伝達

（４）神経伝達物質

□★★★ 末梢神経系の神経伝達物質には（ アセチルコリン ）と（ ノルアドレナリン ）がある。

□★★★ （ アセチルコリン ）は、運動神経末端、交感神経節前線維末端、副交感神経節前線維末

端、副交感神経節後線維末端からの伝達物質である。

□★★★ （ ノルアドレナリン ）は、交感神経節後線維末端からの伝達物質である。

□★★ 自律神経の節後線維末端では伝達物質は効果器にある（ 受容体 ）の性質で興奮性にも抑

制性にも働く。

□★★★ 中枢神経系の神経伝達物質には、カテコールアミン〔（ アドレナリン ）

（ ノルアドレナリン ）（ ドーパミン ）〕アセチルコリン、グリシン

γ-アミノ酪酸〔GABA〕、グルタミン酸、セロトニン、ヒスタミン、ＡＴＰ、アデノシン

オピオイドペプチド、サブスタンスＰ＝Ｐ物質、ＶＩＰ、ＣＧＲＰなどがある

□★★ （ グリシン ）と（ γ-アミノ酪酸 ）は抑制性伝達物質である。

□★★ （ グルタミン酸 ）は興奮性伝達物質である。

□★ オピオイドペプチドは鎮痛に、サブスタンスＰ＝Ｐ物質は痛覚に重要である。

（５）受容体

□★ シナプス後膜には個々の神経伝達物質に対して特異的に結合するタンパク質からなる特別

な構造がある。これを（ 受容体 ）という。

7
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第１０章 神経（6/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｄ．シナプス伝達

（４）神経伝達物質

□★★★ 末梢神経系の神経伝達物質には（ アセチルコリン ）と（ ノルアドレナリン ）がある。

□★★★ （ アセチルコリン ）は、運動神経末端、交感神経節前線維末端、副交感神経節前線維末

端、副交感神経節後線維末端からの伝達物質である。

□★★★ （ ノルアドレナリン ）は、交感神経節後線維末端からの伝達物質である。

□★★ 自律神経の節後線維末端では伝達物質は効果器にある（ 受容体 ）の性質で興奮性にも抑

制性にも働く。

□★★★ 中枢神経系の神経伝達物質には、カテコールアミン〔（ アドレナリン ）

（ ノルアドレナリン ）（ ドーパミン ）〕アセチルコリン、グリシン

γ-アミノ酪酸〔GABA〕、グルタミン酸、セロトニン、ヒスタミン、ＡＴＰ、アデノシン

オピオイドペプチド、サブスタンスＰ＝Ｐ物質、ＶＩＰ、ＣＧＲＰなどがある

□★★ （ グリシン ）と（ γ-アミノ酪酸 ）は抑制性伝達物質である。

□★★ （ グルタミン酸 ）は興奮性伝達物質である。

□★ オピオイドペプチドは鎮痛に、サブスタンスＰ＝Ｐ物質は痛覚に重要である。

（５）受容体

□★ シナプス後膜には個々の神経伝達物質に対して特異的に結合するタンパク質からなる特別

な構造がある。これを（ 受容体 ）という。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経
Ｅ．反射
Ｆ．脊髄

 　Ｅ．反射

（１）反射と反射弓

□★★★ 意思とは関係なく刺激が反射弓を経て効果器に反応が起きることを（ 反射 ）という。

□★★★ 反射弓は（ 受容器→求心性神経→反射中枢→遠心性神経→効果器 ）である。

（２）反射の特徴

□★★★ １つのシナプスを介して起こる反射を（ 単シナプス反射 ）という。

□★★★ ２個以上のシナプスを介して起こる反射を（ 多シナプス反射 ）という。

（３）反射の種類

□★ 反射を効果器ごとに分類すると（ 運動反射 ）（ 自律神経反射 ）（ 内分泌反射 ）に分

けられる。

□★ 反射中枢の存在部位により、脊髄にある反射を（ 脊髄反射 ）、脳幹にある反射を

（ 脳幹反射 ）などともいう。

□★ 受容器の存在部位により、筋や腱などにある（ 深部反射 ）、皮膚や粘膜にある

（ 表在反射 ）などと分けることもある。

 　Ｆ．脊髄

□★★★ 脊髄に出入りする末梢神経はすべて脊髄前根または後根を通る。（ 求心性線維 ）は後根

を通り、（ 遠心性線維 ）は前根を通る。これをベル-マジャンディーの法則という。

□ 脊髄反射には多くの反射中枢があり、（ 運動反射 ）と（ 自律神経反射 ）に分けられる

□★ 体性-運動反射、内臓-自律神経反射、体性-自律神経反射、内臓-運動反射がある。

□ 脳と脊髄の連絡が絶たれると、切断部より下の領域で脊髄機能が麻痺し、脊髄反射が消失

血管運動麻痺や血圧下降で死に至る場合もある。これを（ 脊髄ショック ）という。

□★ 脊髄内には感覚性の上行路（ 脊髄視床路、後索路、脊髄小脳路 ）などがある。

□★★ 脊髄内には運動性の下降路（ 皮質脊髄路＝錐体路、錐体外路 ）などがある。

6
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第１０章 神経（7/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｅ．反射

（１）反射と反射弓

□★★★ 意思とは関係なく刺激が反射弓を経て効果器に反応が起きることを（ 反射 ）という。

□★★★ 反射弓は（ 受容器→求心性神経→反射中枢→遠心性神経→効果器 ）である。

（２）反射の特徴

□★★★ １つのシナプスを介して起こる反射を（ 単シナプス反射 ）という。

□★★★ ２個以上のシナプスを介して起こる反射を（ 多シナプス反射 ）という。

（３）反射の種類

□★ 反射を効果器ごとに分類すると（ 運動反射 ）（ 自律神経反射 ）（ 内分泌反射 ）に分

けられる。

□★ 反射中枢の存在部位により、脊髄にある反射を（ 脊髄反射 ）、脳幹にある反射を

（ 脳幹反射 ）などともいう。

□★ 受容器の存在部位により、筋や腱などにある（ 深部反射 ）、皮膚や粘膜にある

（ 表在反射 ）などと分けることもある。

 　Ｆ．脊髄

□★★★ 脊髄に出入りする末梢神経はすべて脊髄前根または後根を通る。（ 求心性線維 ）は後根

を通り、（ 遠心性線維 ）は前根を通る。これをベル-マジャンディーの法則という。

□ 脊髄反射には多くの反射中枢があり、（ 運動反射 ）と（ 自律神経反射 ）に分けられる

□★ 体性-運動反射、内臓-自律神経反射、体性-自律神経反射、内臓-運動反射がある。

□ 脳と脊髄の連絡が絶たれると、切断部より下の領域で脊髄機能が麻痺し、脊髄反射が消失

血管運動麻痺や血圧下降で死に至る場合もある。これを（ 脊髄ショック ）という。

□★ 脊髄内には感覚性の上行路（ 脊髄視床路、後索路、脊髄小脳路 ）などがある。

□★★ 脊髄内には運動性の下降路（ 皮質脊髄路＝錐体路、錐体外路 ）などがある。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経
Ｇ．脳幹　Ｈ．小脳 
Ｉ．視床　Ｊ．視床下部

 　Ｇ．脳幹

□ 脳幹には多数の脳神経が出入りし、脳神経の（ 神経核 ）が存在する。

□★★★ 延髄には（ 呼吸中枢 ）（ 循環中枢 ）がある。

□★★ 延髄には（ 嘔吐中枢 ）（ 嚥下中枢 ）（ 唾液分泌中枢 ）がある。

□★★★ 橋には（ 排尿中枢 ）がある。

□★ 橋には（ 三叉神経核 ）（ 外転神経核 ）（ 顔面神経核 ）がある。

□★★★ 中脳には（ 姿勢反射中枢 ）と目の運動反射中枢、（ 対光反射中枢 ）がある。

□★★ 中脳には（ 動眼神経核 ）（ 滑車神経核 ）がある。

 　Ｈ．小脳

□★★ 小脳は（ 運動の調節 ）に関与する。（ 身体の平衡 ）や（ 姿勢の保持 ）、また熟練し

た運動の記憶と学習にも関与する。

 　Ｉ．視床

□★★★ （ 視床 ）は大多数の求心性神経路の中継核で、感覚、意識、運動に重要な部位である

□★★★ 聴覚は視床の（ 内側膝状体 ）で中継され、視覚は視床の（ 外側膝状体 ）で中継される

 　Ｊ．視床下部

□★★★ （ 視床下部 ）は自律機能の総合中枢である。

□★★★ 視床下部には（ 体温調節中枢 ）（ 下垂体ホルモンの調節中枢 ）などがある。また、摂

食行動や飲水行動性行動といった（ 本能行動の調節 ）、怒りや不安などの

（ 情動行動の調節 ）も行う。

□★ 満腹中枢は（ 視床下部腹内側核 ）にあり、満腹感を起こし摂食行動を抑制する。

□★ 摂食中枢は（ 視床下部外側野 ）にあり、摂食行動を起こす。

□ 飲水中枢は（ 視床下部外側野 ）にあり、体液の浸透圧の変化を感受し体内の水分量を調

節する。

□ （ 視交叉上核 ）には日内リズムを形成する中枢がある。
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第１０章 神経（8/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｇ．脳幹

□ 脳幹には多数の脳神経が出入りし、脳神経の（ 神経核 ）が存在する。

□★★★ 延髄には（ 呼吸中枢 ）（ 循環中枢 ）がある。

□★★ 延髄には（ 嘔吐中枢 ）（ 嚥下中枢 ）（ 唾液分泌中枢 ）がある。

□★★★ 橋には（ 排尿中枢 ）がある。

□★ 橋には（ 三叉神経核 ）（ 外転神経核 ）（ 顔面神経核 ）がある。

□★★★ 中脳には（ 姿勢反射中枢 ）と目の運動反射中枢、（ 対光反射中枢 ）がある。

□★★ 中脳には（ 動眼神経核 ）（ 滑車神経核 ）がある。

 　Ｈ．小脳

□★★ 小脳は（ 運動の調節 ）に関与する。（ 身体の平衡 ）や（ 姿勢の保持 ）、また熟練し

た運動の記憶と学習にも関与する。

 　Ｉ．視床

□★★★ （ 視床 ）は大多数の求心性神経路の中継核で、感覚、意識、運動に重要な部位である

□★★★ 聴覚は視床の（ 内側膝状体 ）で中継され、視覚は視床の（ 外側膝状体 ）で中継される

 　Ｊ．視床下部

□★★★ （ 視床下部 ）は自律機能の総合中枢である。

□★★★ 視床下部には（ 体温調節中枢 ）（ 下垂体ホルモンの調節中枢 ）などがある。また、摂

食行動や飲水行動性行動といった（ 本能行動の調節 ）、怒りや不安などの

（ 情動行動の調節 ）も行う。

□★ 満腹中枢は（ 視床下部腹内側核 ）にあり、満腹感を起こし摂食行動を抑制する。

□★ 摂食中枢は（ 視床下部外側野 ）にあり、摂食行動を起こす。

□ 飲水中枢は（ 視床下部外側野 ）にあり、体液の浸透圧の変化を感受し体内の水分量を調

節する。

□ （ 視交叉上核 ）には日内リズムを形成する中枢がある。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経 Ｋ．大脳

 　Ｋ．大脳

（１）大脳基底核

□★★ 大脳基底核は（ 運動の調節 ）に関与する。

（２）大脳辺縁系

□★★★ 大脳辺縁系は（ 本能行動の調節 ）（ 情動行動の発現と動機づけ ）が行われる。

□★★ 大脳辺縁系の海馬は大脳皮質や視床と回路を形成して（ 記憶 ）に重要な働きをする。

□ 大脳辺縁系は視床下部との密なつながりのもとに、本能行動や情動行動の発現とそれらに

伴う種々の自律性反応の統合に重要な役割を果たす。

（３）新皮質

□★★★ （ 運動野 ）は前頭葉の中心前回にある。

□★★★ （ 体性感覚野 ）は頭頂葉の中心後回にある。（ 聴覚野 ）は側頭葉上部にある。

□★★★ （ 味覚野 ）は頭頂葉の体性感覚野の下部にある。（ 視覚野 ）は後頭葉にある。

□★ （ 連合野 ）では情報の統合、認識、判断、意思決定を行う。

（４）連合野と高次中枢神経系の統合

□★★ 通常（ 左半球 ）が言語優位である。

□★★★ 言語野は前頭葉に（ 運動性言語中枢＝ブローカ野 ）がある。

□★★★ 言語野は側頭葉に（ 感覚性言語中枢＝ウェルニッケ野 ）がある。

□ 学習は非連合学習と連合学習に分類される。

□★★ 記憶は（ 海馬 ）の役割が重要と考えられている。

（５）大脳の電気活動

□★ （ ノンレム睡眠 ）は通常の睡眠で（ 徐波睡眠 ）ともいわれる。

□★★ （ レム睡眠 ）は（ 逆説睡眠 ）と言われ（ ９０分 ）ごとに起こり一晩に（ ４～５回 ）

急激な（ 眼球運動 ）や心拍数や呼吸数の乱れが起こり、夢を見ていることが多い。

□★★★ レム睡眠は睡眠全体の（ ２０％ ）を占める。

□★★★ （ α波 ）は安静閉眼時にみられ、8～13Hzである。

□★★ （ β波 ）は精神活動や感覚刺激を受けた時にみられ、14Hz以上である。

□★ （ θ波 ）は睡眠時にみられ、4～7Hzである。

□★ （ δ波 ）は深睡眠時や深麻酔時にみられ、0.5～3Hzである。

11
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10
N.自律神経系M.末梢神経系L.脳脊髄液K.大脳J.視床下部I.視床H.小脳G.脳幹F.脊髄E.反射D.シナプス伝達

第１０章 神経（9/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｋ．大脳

（１）大脳基底核

□★★ 大脳基底核は（ 運動の調節 ）に関与する。

（２）大脳辺縁系

□★★★ 大脳辺縁系は（ 本能行動の調節 ）（ 情動行動の発現と動機づけ ）が行われる。

□★★ 大脳辺縁系の海馬は大脳皮質や視床と回路を形成して（ 記憶 ）に重要な働きをする。

□ 大脳辺縁系は視床下部との密なつながりのもとに、本能行動や情動行動の発現とそれらに

伴う種々の自律性反応の統合に重要な役割を果たす。

（３）新皮質

□★★★ （ 運動野 ）は前頭葉の中心前回にある。

□★★★ （ 体性感覚野 ）は頭頂葉の中心後回にある。（ 聴覚野 ）は側頭葉上部にある。

□★★★ （ 味覚野 ）は頭頂葉の体性感覚野の下部にある。（ 視覚野 ）は後頭葉にある。

□★ （ 連合野 ）では情報の統合、認識、判断、意思決定を行う。

（４）連合野と高次中枢神経系の統合

□★★ 通常（ 左半球 ）が言語優位である。

□★★★ 言語野は前頭葉に（ 運動性言語中枢＝ブローカ野 ）がある。

□★★★ 言語野は側頭葉に（ 感覚性言語中枢＝ウェルニッケ野 ）がある。

□ 学習は非連合学習と連合学習に分類される。

□★★ 記憶は（ 海馬 ）の役割が重要と考えられている。

（５）大脳の電気活動

□★ （ ノンレム睡眠 ）は通常の睡眠で（ 徐波睡眠 ）ともいわれる。

□★★ （ レム睡眠 ）は（ 逆説睡眠 ）と言われ（ ９０分 ）ごとに起こり一晩に（ ４～５回 ）

急激な（ 眼球運動 ）や心拍数や呼吸数の乱れが起こり、夢を見ていることが多い。

□★★★ レム睡眠は睡眠全体の（ ２０％ ）を占める。

□★★★ （ α波 ）は安静閉眼時にみられ、8～13Hzである。

□★★ （ β波 ）は精神活動や感覚刺激を受けた時にみられ、14Hz以上である。

□★ （ θ波 ）は睡眠時にみられ、4～7Hzである。

□★ （ δ波 ）は深睡眠時や深麻酔時にみられ、0.5～3Hzである。



100
★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経
Ｌ．脳脊髄液
Ｍ．末梢神経系 ①

 　Ｌ．脳脊髄液

□★ 脳脊髄液は（ 脈絡叢 ）から分泌されクモ膜下腔に入って循環する。

 　Ｍ．末梢神経系

（１）末梢神経の分類

□★★★ 末梢神経は（ 脳神経 ）１２対と（ 脊髄神経 ）３１対にわかれる。

□★★★ 末梢神経は運動や感覚を司る（ 体性神経 ）と自律機能を司る（ 自律神経 ）が含まれる

（２）脳神経

□★★★ （ Ⅰ嗅神経 ）は嗅覚を伝える。

□★★★ （ Ⅱ視神経 ）は視覚を伝える。

□★★★ （ Ⅲ動眼神経 ）は主として眼球の運動や瞼の運動を支配する運動神経で、（ 瞳孔 ）を

収縮させる副交感神経を含む。

□★★★ （ Ⅳ滑車神経 ）は眼を斜めに向ける運動に関与する運動神経である。

□★★★ （ Ⅴ三叉神経 ）は顔面と前頭部の皮膚感覚を司る感覚神経と、鼻腔口腔粘膜の感覚を司

る感覚神経と、咀嚼嚥下運動に関与する運動神経を含む。（ 眼神経 ）（ 上顎神経 ）

（ 下顎神経 ）の３枝に分かれる。

□★★★ （ Ⅵ外転神経 ）は眼球を外転させる筋を支配する運動神経である。

□★★★ （ Ⅶ顔面神経 ）は顔面の表情筋を支配する運動神経、舌の前方2/ 3の味覚を伝える感覚

神経、および涙腺および唾液腺の分泌を支配する副交感神経を含む。

□★★★ （ Ⅷ内耳神経 ）は聴覚を伝える感覚神経と平衡感覚を伝える感覚神経よりなる。

□★★★ （ Ⅸ舌咽神経 ）は咽頭筋の運動を支配する運動神経、舌の後方1/3と咽頭の味覚、咽頭

粘膜の感覚を伝える感覚神経、および唾液腺の分泌を司る副交感神経を含む。

□★★★ （ Ⅹ迷走神経 ）は咽頭、喉頭の筋肉を支配する運動神経、および同部位の粘膜の感覚を

司る感覚神経、および咽頭、喉頭、胸部や腹部の内臓の機能を司る副交感神経や

これらの部位からの内臓求心性神経を含む。

□★★★ （ ⅩⅠ副神経 ）は頸の運動に関する胸鎖乳突筋と僧帽筋を支配する運動神経である。

□★★★ （ ⅩⅡ舌下神経 ）は舌を動かす舌筋を支配する運動神経である。

20
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10
N.自律神経系M.末梢神経系L.脳脊髄液K.大脳J.視床下部I.視床H.小脳G.脳幹F.脊髄E.反射D.シナプス伝達

第１０章 神経（10/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｌ．脳脊髄液

□★ 脳脊髄液は（ 脈絡叢 ）から分泌されクモ膜下腔に入って循環する。

 　Ｍ．末梢神経系

（１）末梢神経の分類

□★★★ 末梢神経は（ 脳神経 ）１２対と（ 脊髄神経 ）３１対にわかれる。

□★★★ 末梢神経は運動や感覚を司る（ 体性神経 ）と自律機能を司る（ 自律神経 ）が含まれる

（２）脳神経

□★★★ （ Ⅰ嗅神経 ）は嗅覚を伝える。

□★★★ （ Ⅱ視神経 ）は視覚を伝える。

□★★★ （ Ⅲ動眼神経 ）は主として眼球の運動や瞼の運動を支配する運動神経で、（ 瞳孔 ）を

収縮させる副交感神経を含む。

□★★★ （ Ⅳ滑車神経 ）は眼を斜めに向ける運動に関与する運動神経である。

□★★★ （ Ⅴ三叉神経 ）は顔面と前頭部の皮膚感覚を司る感覚神経と、鼻腔口腔粘膜の感覚を司

る感覚神経と、咀嚼嚥下運動に関与する運動神経を含む。（ 眼神経 ）（ 上顎神経 ）

（ 下顎神経 ）の３枝に分かれる。

□★★★ （ Ⅵ外転神経 ）は眼球を外転させる筋を支配する運動神経である。

□★★★ （ Ⅶ顔面神経 ）は顔面の表情筋を支配する運動神経、舌の前方2/ 3の味覚を伝える感覚

神経、および涙腺および唾液腺の分泌を支配する副交感神経を含む。

□★★★ （ Ⅷ内耳神経 ）は聴覚を伝える感覚神経と平衡感覚を伝える感覚神経よりなる。

□★★★ （ Ⅸ舌咽神経 ）は咽頭筋の運動を支配する運動神経、舌の後方1/3と咽頭の味覚、咽頭

粘膜の感覚を伝える感覚神経、および唾液腺の分泌を司る副交感神経を含む。

□★★★ （ Ⅹ迷走神経 ）は咽頭、喉頭の筋肉を支配する運動神経、および同部位の粘膜の感覚を

司る感覚神経、および咽頭、喉頭、胸部や腹部の内臓の機能を司る副交感神経や

これらの部位からの内臓求心性神経を含む。

□★★★ （ ⅩⅠ副神経 ）は頸の運動に関する胸鎖乳突筋と僧帽筋を支配する運動神経である。

□★★★ （ ⅩⅡ舌下神経 ）は舌を動かす舌筋を支配する運動神経である。



102
★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経
Ｍ．末梢神経系 ②
Ｎ．自律神経系 ①

 　Ｍ．末梢神経系

（３）脊髄神経

□★★★ 脊髄神経は（ 頚神経８対 ）（ 胸神経１２対 ）（ 腰神経５対 ）（ 仙骨神経５対 ）

（ 尾骨神経１対 ）からなる。

□★★★ 脊髄に入る求心性神経は脊髄の（ 後根 ）を通る

□★★★ 脊髄から出る遠心性神経は脊髄の（ 前根 ）を通る。

□★★ 脊髄神経の感覚神経と、その神経で支配する皮膚領域は分節性に配列し、これを

（ 皮膚分節＝デルマトーム ）という。

（４）体性神経と自律神経

□★★★ 末梢神経は運動や感覚を司る（ 体性神経 ）と自律機能を司る（ 自律神経 ）に分かれる

 　Ｎ．自律神経系

（１）自律神経系の概要

□★★ 生体にとって基本的な、循環、呼吸、消化、代謝、分泌、体温維持、排泄、生殖などの機

能は（ 自律機能 ）と言われる。

□★★★ 自律神経系は（ 平滑筋 ）（ 心筋 ）（ 腺 ）を支配し、自律機能を調節する。

□ 自律神経系は意識的随意的な制御を受けず、（ 植物神経系、不随意神経系 ）ともいう。

□ 自律神経系は生体の恒常性の維持（ ホメオスタシス ）に重要な役割を果たす。

（２）交感神経系

□ 交感神経系は主に活動に適した状態を整える。

□★★★ 交感神経の節前ニューロンは（ 第１胸髄～第２または３腰髄 ）から出る。

13
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10
N.自律神経系M.末梢神経系L.脳脊髄液K.大脳J.視床下部I.視床H.小脳G.脳幹F.脊髄E.反射D.シナプス伝達

第１０章 神経（11/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｍ．末梢神経系

（３）脊髄神経

□★★★ 脊髄神経は（ 頚神経８対 ）（ 胸神経１２対 ）（ 腰神経５対 ）（ 仙骨神経５対 ）

（ 尾骨神経１対 ）からなる。

□★★★ 脊髄に入る求心性神経は脊髄の（ 後根 ）を通る

□★★★ 脊髄から出る遠心性神経は脊髄の（ 前根 ）を通る。

□★★ 脊髄神経の感覚神経と、その神経で支配する皮膚領域は分節性に配列し、これを

（ 皮膚分節＝デルマトーム ）という。

（４）体性神経と自律神経

□★★★ 末梢神経は運動や感覚を司る（ 体性神経 ）と自律機能を司る（ 自律神経 ）に分かれる

 　Ｎ．自律神経系

（１）自律神経系の概要

□★★ 生体にとって基本的な、循環、呼吸、消化、代謝、分泌、体温維持、排泄、生殖などの機

能は（ 自律機能 ）と言われる。

□★★★ 自律神経系は（ 平滑筋 ）（ 心筋 ）（ 腺 ）を支配し、自律機能を調節する。

□ 自律神経系は意識的随意的な制御を受けず、（ 植物神経系、不随意神経系 ）ともいう。

□ 自律神経系は生体の恒常性の維持（ ホメオスタシス ）に重要な役割を果たす。

（２）交感神経系

□ 交感神経系は主に活動に適した状態を整える。

□★★★ 交感神経の節前ニューロンは（ 第１胸髄～第２または３腰髄 ）から出る。



104
★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経 Ｎ．自律神経系 ②

 　Ｎ．自律神経系

（３）副交感神経系

□ 副交感神経系は主に活動に備えた状態を整える。

□★★★ 副交感神経の節前ニューロンは（ 脳幹 ）および（ 第２～４仙髄 ）から出る。

□★★ 動眼神経の副交感神経は、（ 毛様体筋 ）と（ 瞳孔括約筋 ）を支配する。

□★★ 顔面神経の副交感神経は、涙腺、（ 顎下腺 ）（ 舌下腺 ）を支配する。

□★★ 舌咽神経の副交感神経は、（ 耳下腺 ）を支配する。

□★ 迷走神経の副交感神経は、心臓、気管支、肺、肝臓、胃、腸管、膵臓などを支配する。

□★★ 仙髄に起始する副交感神経は（ 骨盤神経 ）を経由して、直腸、膀胱、生殖器などの骨盤

腔内器官を支配する。

（４）自律神経調節の特徴

□★★ 多くの内臓器官は、交感神経と副交感神経の（ 二重支配 ）をうけている。

□★★ 二重支配をうけるのは、心臓、気道、胃腸、膀胱、膵臓、唾液腺などである。

□★★★ 瞳孔散大筋、副腎髄質、脾臓、腎臓、立毛筋、汗腺、大部分の血管は（ 交感神経 ）のみ

に支配され、瞳孔括約筋は（ 副交感神経 ）のみの支配をうけている。

□★★ 一般に、交感神経および副交感神経の同一効果器に対する作用は相反的で、これを

（ 拮抗支配 ）という。

□ 自律神経遠心性線維は、一般に安静な状態においても常時自発的に活動しており、これを

自律神経遠心性線維の（ 自発性活動 ）または（ トーヌス ）という。

（５）内臓求心性神経の働き

□ 物理情報〔動脈圧、胃腸、膀胱の充満度など〕や化学情報〔酸性度、電解質濃度など〕は

意識に上らない。

□ 内臓感覚〔飢餓、渇き、悪心、便意、尿意など〕や内臓痛覚は意識に上る。

（６）自律神経節

□ 自律神経節の節後ニューロンの数は節前ニューロンの線維よりも多い。

（７）消化管における壁内神経叢

□ 消化管の自律神経を切断しても（ 壁内神経叢 ）によって消化管の運動は維持される。

4
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12
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10
N.自律神経系M.末梢神経系L.脳脊髄液K.大脳J.視床下部I.視床H.小脳G.脳幹F.脊髄E.反射D.シナプス伝達

第１０章 神経（12/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｎ．自律神経系

（３）副交感神経系

□ 副交感神経系は主に活動に備えた状態を整える。

□★★★ 副交感神経の節前ニューロンは（ 脳幹 ）および（ 第２～４仙髄 ）から出る。

□★★ 動眼神経の副交感神経は、（ 毛様体筋 ）と（ 瞳孔括約筋 ）を支配する。

□★★ 顔面神経の副交感神経は、涙腺、（ 顎下腺 ）（ 舌下腺 ）を支配する。

□★★ 舌咽神経の副交感神経は、（ 耳下腺 ）を支配する。

□★ 迷走神経の副交感神経は、心臓、気管支、肺、肝臓、胃、腸管、膵臓などを支配する。

□★★ 仙髄に起始する副交感神経は（ 骨盤神経 ）を経由して、直腸、膀胱、生殖器などの骨盤

腔内器官を支配する。

（４）自律神経調節の特徴

□★★ 多くの内臓器官は、交感神経と副交感神経の（ 二重支配 ）をうけている。

□★★ 二重支配をうけるのは、心臓、気道、胃腸、膀胱、膵臓、唾液腺などである。

□★★★ 瞳孔散大筋、副腎髄質、脾臓、腎臓、立毛筋、汗腺、大部分の血管は（ 交感神経 ）のみ

に支配され、瞳孔括約筋は（ 副交感神経 ）のみの支配をうけている。

□★★ 一般に、交感神経および副交感神経の同一効果器に対する作用は相反的で、これを

（ 拮抗支配 ）という。

□ 自律神経遠心性線維は、一般に安静な状態においても常時自発的に活動しており、これを

自律神経遠心性線維の（ 自発性活動 ）または（ トーヌス ）という。

（５）内臓求心性神経の働き

□ 物理情報〔動脈圧、胃腸、膀胱の充満度など〕や化学情報〔酸性度、電解質濃度など〕は

意識に上らない。

□ 内臓感覚〔飢餓、渇き、悪心、便意、尿意など〕や内臓痛覚は意識に上る。

（６）自律神経節

□ 自律神経節の節後ニューロンの数は節前ニューロンの線維よりも多い。

（７）消化管における壁内神経叢

□ 消化管の自律神経を切断しても（ 壁内神経叢 ）によって消化管の運動は維持される。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１０章　神経 Ｎ．自律神経系 ③

 　Ｎ．自律神経系

（８）自律神経系の神経伝達物質と受容体

□★★★ 交感神経節前線維末端から放出される神経伝達物質は（ アセチルコリン ）である。

□★★★ 交感神経節後線維末端から放出される神経伝達物質は（ ノルアドレナリン ）である。

□★★★ 副交感神経節前線維末端から放出される神経伝達物質は（ アセチルコリン ）である。

□★★★ 副交感神経節後線維末端から放出される神経伝達物質は（ アセチルコリン ）である。

□★ アセチルコリン受容体には（ ニコチン受容体 ）と（ ムスカリン受容体 ）がある。

□★ （ ニコチン受容体 ）は節後ニューロンの細胞体にある。

□★ （ ムスカリン受容体 ）は平滑筋などの効果器にある。アトロピンで遮断される。

□★ アドレナリン受容体には（ α受容体 ）と（ β受容体 ）がある。

□★★★ （ α受容体 ）は血管収縮や胃腸管の括約筋の収縮などに関与する。

□★★★ （ β受容体 ）は心拍数増加、心収縮力増大、気管支拡張などに関与する。

（９）自律神経系の中枢

□★★★ 交感神経節前ニューロンは胸腰髄の（ 側角 ）にある。

□★★★ 副交感神経節前ニューロンは仙髄の（ 側角 ）と脳幹の種々の神経核にある。

（１０）自律神経の関与する反射

□★★ 内臓-内臓〔自律神経〕反射は内臓求心性神経を求心路とし自律神経を遠心路とする反射。

圧受容器反射など。

□★★ 体性-内臓〔自律神経〕反射は体性求心性神経を求心路とし自律神経を遠心路とする反射。

体温調節反射、軸索反射など

□★★ 内臓-体性〔運動〕反射は内臓求心性神経を求心路として体性運動神経を遠心路とする反射

へーリングブロイエルの反射、排尿反射、筋性防御など。

8

8

14
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10
N.自律神経系M.末梢神経系L.脳脊髄液K.大脳J.視床下部I.視床H.小脳G.脳幹F.脊髄E.反射D.シナプス伝達

第１０章 神経（13/13）A.神経系の分類 B.ニューロンの構造と働き C.神経線維の興奮伝導

 　Ｎ．自律神経系

（８）自律神経系の神経伝達物質と受容体

□★★★ 交感神経節前線維末端から放出される神経伝達物質は（ アセチルコリン ）である。

□★★★ 交感神経節後線維末端から放出される神経伝達物質は（ ノルアドレナリン ）である。

□★★★ 副交感神経節前線維末端から放出される神経伝達物質は（ アセチルコリン ）である。

□★★★ 副交感神経節後線維末端から放出される神経伝達物質は（ アセチルコリン ）である。

□★ アセチルコリン受容体には（ ニコチン受容体 ）と（ ムスカリン受容体 ）がある。

□★ （ ニコチン受容体 ）は節後ニューロンの細胞体にある。

□★ （ ムスカリン受容体 ）は平滑筋などの効果器にある。アトロピンで遮断される。

□★ アドレナリン受容体には（ α受容体 ）と（ β受容体 ）がある。

□★★★ （ α受容体 ）は血管収縮や胃腸管の括約筋の収縮などに関与する。

□★★★ （ β受容体 ）は心拍数増加、心収縮力増大、気管支拡張などに関与する。

（９）自律神経系の中枢

□★★★ 交感神経節前ニューロンは胸腰髄の（ 側角 ）にある。

□★★★ 副交感神経節前ニューロンは仙髄の（ 側角 ）と脳幹の種々の神経核にある。

（１０）自律神経の関与する反射

□★★ 内臓-内臓〔自律神経〕反射は内臓求心性神経を求心路とし自律神経を遠心路とする反射。

圧受容器反射など。

□★★ 体性-内臓〔自律神経〕反射は体性求心性神経を求心路とし自律神経を遠心路とする反射。

体温調節反射、軸索反射など

□★★ 内臓-体性〔運動〕反射は内臓求心性神経を求心路として体性運動神経を遠心路とする反射

へーリングブロイエルの反射、排尿反射、筋性防御など。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１１章　筋 Ａ．骨格筋の構造と働き

 　Ａ．骨格筋の構造と働き

□★★★ 骨格筋は（ 横紋筋 ）で（ 随意筋 ）である。

（１）骨格筋の種類

□★★★ 骨格筋線維には（ 白筋線維 ）と（ 赤筋線維 ）がある。

□★★★ 白筋線維は速筋線維とも呼ばれ、収縮が速い。速い運動に関与し、疲労し（ やすい ）。

□★★★ 赤筋線維は遅筋線維とも呼ばれ、収縮が遅い。持続的な収縮に関与し疲労し（ にくい ）

□★ 赤筋線維は白筋線維に比べてミオグロビンが（ 多い ）。

（２）骨格筋の作用

□★ 骨格筋の作用は、（ 運動作用 ）（ 姿勢保持作用 ）（ 熱の産生 ）である。

（３）筋線維と筋原線維

□★★ 筋線維とは筋細胞の事で、筋細胞は（ 多核 ）である。

□★ 筋線維の中には（ 筋原線維 ）が密に並び、筋原線維の収縮により骨格筋の収縮を行う。

（４）筋の微細構造

□★★ 筋原線維には規則正しい明暗の横紋が認められ、明るく見える部分を（ Ｉ帯＝明帯 ）と

いい、暗く見える部分を（ Ａ帯＝暗帯 ）という。

□★★ Ａ帯の中央のやや明るく見える部分を（ Ｈ帯 ）という。

□★ Ｉ帯の中央には（ Ｚ帯 ）という区切りが存在し、Ｚ帯とＺ帯間を（ 筋節 ）という。

□★ 筋原線維の中には太いフィラメントと細いフィラメントがあり（ タンパク質 ）よりなる

□★★★ 太いフィラメントを（ ミオシンフィラメント ）という。

□★★★ 細いフィラメントを（ アクチンフィラメント ）という。

□ アクチンフィラメントがミオシンフィラメントと重ならない部分が（ Ｉ帯 ）を形成。

□ ミオシンフィラメントの部分が（ Ａ帯 ）を形成する。

□★ Ａ帯のうち両フィラメントが重なる部分がより暗く見え、ミオシンフィラメントのみの所

が（ Ｈ帯 ）でやや明るく見える。

□★★ 筋肉が収縮すると（ Ａ帯 ）の長さは変化せず（ Ｉ帯 ）の長さが短くなる。

8

14

23
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11
D.心筋と平滑筋C.筋のエネルギー供給の仕組みB.筋収縮の仕組みA.骨格筋の構造と働き

第１１章 筋（1/3）

 　Ａ．骨格筋の構造と働き

□★★★ 骨格筋は（ 横紋筋 ）で（ 随意筋 ）である。

（１）骨格筋の種類

□★★★ 骨格筋線維には（ 白筋線維 ）と（ 赤筋線維 ）がある。

□★★★ 白筋線維は速筋線維とも呼ばれ、収縮が速い。速い運動に関与し、疲労し（ やすい ）。

□★★★ 赤筋線維は遅筋線維とも呼ばれ、収縮が遅い。持続的な収縮に関与し疲労し（ にくい ）

□★ 赤筋線維は白筋線維に比べてミオグロビンが（ 多い ）。

（２）骨格筋の作用

□★ 骨格筋の作用は、（ 運動作用 ）（ 姿勢保持作用 ）（ 熱の産生 ）である。

（３）筋線維と筋原線維

□★★ 筋線維とは筋細胞の事で、筋細胞は（ 多核 ）である。

□★ 筋線維の中には（ 筋原線維 ）が密に並び、筋原線維の収縮により骨格筋の収縮を行う。

（４）筋の微細構造

□★★ 筋原線維には規則正しい明暗の横紋が認められ、明るく見える部分を（ Ｉ帯＝明帯 ）と

いい、暗く見える部分を（ Ａ帯＝暗帯 ）という。

□★★ Ａ帯の中央のやや明るく見える部分を（ Ｈ帯 ）という。

□★ Ｉ帯の中央には（ Ｚ帯 ）という区切りが存在し、Ｚ帯とＺ帯間を（ 筋節 ）という。

□★ 筋原線維の中には太いフィラメントと細いフィラメントがあり（ タンパク質 ）よりなる

□★★★ 太いフィラメントを（ ミオシンフィラメント ）という。

□★★★ 細いフィラメントを（ アクチンフィラメント ）という。

□ アクチンフィラメントがミオシンフィラメントと重ならない部分が（ Ｉ帯 ）を形成。

□ ミオシンフィラメントの部分が（ Ａ帯 ）を形成する。

□★ Ａ帯のうち両フィラメントが重なる部分がより暗く見え、ミオシンフィラメントのみの所

が（ Ｈ帯 ）でやや明るく見える。

□★★ 筋肉が収縮すると（ Ａ帯 ）の長さは変化せず（ Ｉ帯 ）の長さが短くなる。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１１章　筋 Ｂ．筋収縮の仕組み

 　Ｂ．筋収縮の仕組み

（１）興奮収縮連関

□ 筋が収縮するとき活動電位の発生と筋収縮の起こる現象を（ 興奮収縮連関 ）という。

□★★ 筋細胞膜の一部に活動電位が発生すると、（ 横行小管 ）を介して細胞の内部に伝わり、

（ 筋小胞体 ）の終末槽から（ Ca2+ ）を細胞内の筋原線維の周囲に放出させる。

□ アクチンフィラメントのアクチンとミオシンフィラメントのミオシン頭部はトロポミオシ

ンにより結合が妨げられている。

□★★ Ca2+がトロポミオシン上の（ トロポニン ）と結合するとトロポミオシンが移動してミ

オシン頭部がアクチンに結合できるようになり、アクチンフィラメントとミオシンフィラ

メントの結合を可能とし筋収縮が起こる。

□★★★ 活動電位終了後、Ca2+は筋小胞体に（ エネルギー ）を使って取り込まれ筋は弛緩する

（２）等張性収縮と等尺性収縮

□★★★ 筋の一端を固定すると筋は短縮し力を生じる。これを（ 等張性収縮 ）という。

□★★★ 筋の両端を固定すると筋の長さは変化せず力が生じる。これを（ 等尺性収縮 ）という。

（３）単収縮と強縮

□★★★ 活動電位が１回発生し筋が１回収縮して弛緩する、１回の収縮を（ 単収縮 ）という。

□ 単収縮の途中で次の活動電位が生じると収縮高が加算される。（ 収縮の加重 ）という。

□★★★ 加重の結果生じた持続的な収縮を（ 強縮 ）といい、日常の運動は筋の強縮による。

□ 刺激頻度が低いと収縮高は変動し（ 不完全強縮 ）となる。

□ 刺激頻度を高めると単収縮は滑らかに融合し（ 完全強縮 ）となる。

（４）筋の疲労

□★★★ 筋収縮を繰り返すと収縮力は減少する。これを（ 筋の疲労 ）という。

6

10
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11
D.心筋と平滑筋C.筋のエネルギー供給の仕組みB.筋収縮の仕組みA.骨格筋の構造と働き

第１１章 筋（2/3）

 　Ｂ．筋収縮の仕組み

（１）興奮収縮連関

□ 筋が収縮するとき活動電位の発生と筋収縮の起こる現象を（ 興奮収縮連関 ）という。

□★★ 筋細胞膜の一部に活動電位が発生すると、（ 横行小管 ）を介して細胞の内部に伝わり、

（ 筋小胞体 ）の終末槽から（ Ca2+ ）を細胞内の筋原線維の周囲に放出させる。

□ アクチンフィラメントのアクチンとミオシンフィラメントのミオシン頭部はトロポミオシ

ンにより結合が妨げられている。

□★★ Ca2+がトロポミオシン上の（ トロポニン ）と結合するとトロポミオシンが移動してミ

オシン頭部がアクチンに結合できるようになり、アクチンフィラメントとミオシンフィラ

メントの結合を可能とし筋収縮が起こる。

□★★★ 活動電位終了後、Ca2+は筋小胞体に（ エネルギー ）を使って取り込まれ筋は弛緩する

（２）等張性収縮と等尺性収縮

□★★★ 筋の一端を固定すると筋は短縮し力を生じる。これを（ 等張性収縮 ）という。

□★★★ 筋の両端を固定すると筋の長さは変化せず力が生じる。これを（ 等尺性収縮 ）という。

（３）単収縮と強縮

□★★★ 活動電位が１回発生し筋が１回収縮して弛緩する、１回の収縮を（ 単収縮 ）という。

□ 単収縮の途中で次の活動電位が生じると収縮高が加算される。（ 収縮の加重 ）という。

□★★★ 加重の結果生じた持続的な収縮を（ 強縮 ）といい、日常の運動は筋の強縮による。

□ 刺激頻度が低いと収縮高は変動し（ 不完全強縮 ）となる。

□ 刺激頻度を高めると単収縮は滑らかに融合し（ 完全強縮 ）となる。

（４）筋の疲労

□★★★ 筋収縮を繰り返すと収縮力は減少する。これを（ 筋の疲労 ）という。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１１章　筋
Ｃ．筋のエネルギー供給の仕組み
Ｄ．心筋と平滑筋

 　Ｃ．筋のエネルギー供給の仕組み

（１）筋収縮のエネルギー代謝

□★★ エネルギーは筋収縮時のミオシン頭部の（ 運動 ）、筋弛緩時の（ Ca2+ ）の小胞体へ

の回収、ミオシン頭部とアクチンとの結合の（ 分離 ）に利用される。

□★★★ 筋収縮、弛緩のエネルギーは（ ＡＴＰ ）の分解によってもたらされる。

□ ＡＴＰが加水分解されて（ ＡＤＰ ）になるときに遊離されるエネルギーが筋収縮・弛緩

に利用される。ATP＋H2O→ADP＋リン酸＋エネルギー(約7kcal/モル)。

□ 数秒程度の収縮には筋線維内の（ ＡＴＰ ）が利用される。

□★ １０秒程度の運動では（ クレアチンリン酸 ）を用いてＡＴＰを再生する系が働く。

□ ＡＤＰ＋クレアチンリン酸 ⇔ ＡＴＰ＋クレアチン これを（ ローマン反応 ）という

□★★ 酸素供給が不十分な場合や瞬発的な運動には（ クレアチンリン酸 ）や（ 解糖 ）による

エネルギー供給が主になる。これを（ 無酸素運動 ）という。

□★★ 持久運動では内呼吸によるエネルギー供給が主になる。これを（ 有酸素運動 ）という。

□★★★ 死後硬直は（ ＡＴＰ ）の不足による。

（２）筋の熱産生

□ 筋が収縮してから弛緩するまでの間に発生する熱を（ 初期熱 ）という。

□ 弛緩した後に発生する熱を（ 回復熱 ）という。

 　Ｄ．心筋と平滑筋

（１）心筋

□★ 心筋は骨格筋同様、横紋構造を持つ。心筋線維は（ ギャップ結合 ）により連絡しており

多数の心筋線維は同時に興奮して１個の筋線維のように働く。

□★★ 心筋を（ 機能的合胞体 ）ともいう。

□★★★ 心筋の活動電位の（ 不応期 ）は骨格筋に比べて非常に長い。

□★★★ 心筋の収縮は常に（ 単収縮 ）である。

（２）平滑筋

□ 平滑筋細胞は筋フィラメントが不規則に配列しており、横紋構造はみられない。

□ 平滑筋細胞は、ゆっくりかつ持続的な収縮をする。

4

12

14
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D.心筋と平滑筋C.筋のエネルギー供給の仕組みB.筋収縮の仕組みA.骨格筋の構造と働き

第１１章 筋（3/3）

 　Ｃ．筋のエネルギー供給の仕組み

（１）筋収縮のエネルギー代謝

□★★ エネルギーは筋収縮時のミオシン頭部の（ 運動 ）、筋弛緩時の（ Ca2+ ）の小胞体へ

の回収、ミオシン頭部とアクチンとの結合の（ 分離 ）に利用される。

□★★★ 筋収縮、弛緩のエネルギーは（ ＡＴＰ ）の分解によってもたらされる。

□ ＡＴＰが加水分解されて（ ＡＤＰ ）になるときに遊離されるエネルギーが筋収縮・弛緩

に利用される。ATP＋H2O→ADP＋リン酸＋エネルギー(約7kcal/モル)。

□ 数秒程度の収縮には筋線維内の（ ＡＴＰ ）が利用される。

□★ １０秒程度の運動では（ クレアチンリン酸 ）を用いてＡＴＰを再生する系が働く。

□ ＡＤＰ＋クレアチンリン酸 ⇔ ＡＴＰ＋クレアチン これを（ ローマン反応 ）という

□★★ 酸素供給が不十分な場合や瞬発的な運動には（ クレアチンリン酸 ）や（ 解糖 ）による

エネルギー供給が主になる。これを（ 無酸素運動 ）という。

□★★ 持久運動では内呼吸によるエネルギー供給が主になる。これを（ 有酸素運動 ）という。

□★★★ 死後硬直は（ ＡＴＰ ）の不足による。

（２）筋の熱産生

□ 筋が収縮してから弛緩するまでの間に発生する熱を（ 初期熱 ）という。

□ 弛緩した後に発生する熱を（ 回復熱 ）という。

 　Ｄ．心筋と平滑筋

（１）心筋

□★ 心筋は骨格筋同様、横紋構造を持つ。心筋線維は（ ギャップ結合 ）により連絡しており

多数の心筋線維は同時に興奮して１個の筋線維のように働く。

□★★ 心筋を（ 機能的合胞体 ）ともいう。

□★★★ 心筋の活動電位の（ 不応期 ）は骨格筋に比べて非常に長い。

□★★★ 心筋の収縮は常に（ 単収縮 ）である。

（２）平滑筋

□ 平滑筋細胞は筋フィラメントが不規則に配列しており、横紋構造はみられない。

□ 平滑筋細胞は、ゆっくりかつ持続的な収縮をする。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１２章　運動 Ａ．骨格筋の支配神経

 　Ａ．骨格筋の支配神経

□★★ 骨格筋には（ 運動神経 ）と（ 感覚神経 ）が分布する。

□★★★ 骨格筋に分布する運動神経は（ α運動ニューロン ）と（ γ運動ニューロン ）である。

□★★★ α運動ニューロンは（ 錘外筋 ）を、γ運動ニューロンは（ 錘内筋 ）を支配する。

□★★★ 骨格筋に分布する感覚神経は（ Ⅰａ群求心性線維 ）と（ Ⅰb群求心性線維 ）である。

□★★★ Ⅰａ群求心性線維は（ 骨格筋 ）の伸展に関する情報を中枢に伝える。

□★★★ Ⅰｂ群求心性線維は（ 腱 ）の伸展に関する情報を中枢に伝える。

（１）運動単位とα運動ニューロン

□★★ 骨格筋の運動に関する中枢神経系からの命令は（ 脊髄 ）（ 脳幹 ）に起始する運動ニュ

ーロンを介して伝えられる。

□★★ １個の運動ニューロンと、その支配下の筋線維群のことを（ 運動単位 ）という。

□★ １個の運動ニューロンが支配する筋線維の割合を（ 神経支配比 ）という。

□★★★ 細かい運動に関与する筋の神経支配比は（ 小さい ）。

□★★★ 大まかな運動に関する筋の神経支配比は（ 大きい ）。

（２）神経筋接合部の興奮伝達

□★★★ 運動ニューロンの軸索末端と、骨格筋との間を（ 神経筋接合部 ）という。

□★ 神経筋接合部は（ クラーレ ）によって遮断される。

□★★★ 運動ニューロン軸索末端から放出する神経伝達物質は（ アセチルコリン ）である。

□★ （ 筋電図 ）は運動神経が正常であるか、運動神経から筋に正しく伝わっているか、筋に

損傷がないかの測定を行う。

（３）筋紡錘と腱受容器

□★★★ 骨格筋と腱には、筋の収縮に伴う筋と、腱の長さの変化を感受する受容器があり、筋の

（ 筋紡錘 ）と腱の（ 腱受容器＝ゴルジの腱受容器 ）がある。

□★★★ 骨格筋には（ 錘外筋線維 ）と（ 錘内筋線維 ）があり、後者を筋紡錘という。

□★★★ 筋の伸展により筋紡錘も伸展し（ Ⅰａ群求心性線維 ）の活動が増加する。

□★ 筋の収縮により筋紡錘も収縮し（ Ⅰａ群求心性線維 ）の活動が停止する。

□★★★ 筋収縮で腱が伸展すると腱受容器が興奮し（ Ⅰｂ群求心性線維 ）の活動が増加する。

（４）γ運動ニューロン

□★★ γ運動ニューロンは（ 錘内筋線維 ）を遠心性に支配し、筋紡錘の感受性の調整をする。

（５）骨格筋の緊張（筋緊張）

□★★ （ 筋緊張＝筋トーヌス ）は姿勢保持機能に関与し、体温調節にも関与する。
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C.錐体路系と錐体外路系B.運動の調節A.骨格筋の支配神経

第１２章 運動（1/4）

 　Ａ．骨格筋の支配神経

□★★ 骨格筋には（ 運動神経 ）と（ 感覚神経 ）が分布する。

□★★★ 骨格筋に分布する運動神経は（ α運動ニューロン ）と（ γ運動ニューロン ）である。

□★★★ α運動ニューロンは（ 錘外筋 ）を、γ運動ニューロンは（ 錘内筋 ）を支配する。

□★★★ 骨格筋に分布する感覚神経は（ Ⅰａ群求心性線維 ）と（ Ⅰb群求心性線維 ）である。

□★★★ Ⅰａ群求心性線維は（ 骨格筋 ）の伸展に関する情報を中枢に伝える。

□★★★ Ⅰｂ群求心性線維は（ 腱 ）の伸展に関する情報を中枢に伝える。

（１）運動単位とα運動ニューロン

□★★ 骨格筋の運動に関する中枢神経系からの命令は（ 脊髄 ）（ 脳幹 ）に起始する運動ニュ

ーロンを介して伝えられる。

□★★ １個の運動ニューロンと、その支配下の筋線維群のことを（ 運動単位 ）という。

□★ １個の運動ニューロンが支配する筋線維の割合を（ 神経支配比 ）という。

□★★★ 細かい運動に関与する筋の神経支配比は（ 小さい ）。

□★★★ 大まかな運動に関する筋の神経支配比は（ 大きい ）。

（２）神経筋接合部の興奮伝達

□★★★ 運動ニューロンの軸索末端と、骨格筋との間を（ 神経筋接合部 ）という。

□★ 神経筋接合部は（ クラーレ ）によって遮断される。

□★★★ 運動ニューロン軸索末端から放出する神経伝達物質は（ アセチルコリン ）である。

□★ （ 筋電図 ）は運動神経が正常であるか、運動神経から筋に正しく伝わっているか、筋に

損傷がないかの測定を行う。

（３）筋紡錘と腱受容器

□★★★ 骨格筋と腱には、筋の収縮に伴う筋と、腱の長さの変化を感受する受容器があり、筋の

（ 筋紡錘 ）と腱の（ 腱受容器＝ゴルジの腱受容器 ）がある。

□★★★ 骨格筋には（ 錘外筋線維 ）と（ 錘内筋線維 ）があり、後者を筋紡錘という。

□★★★ 筋の伸展により筋紡錘も伸展し（ Ⅰａ群求心性線維 ）の活動が増加する。

□★ 筋の収縮により筋紡錘も収縮し（ Ⅰａ群求心性線維 ）の活動が停止する。

□★★★ 筋収縮で腱が伸展すると腱受容器が興奮し（ Ⅰｂ群求心性線維 ）の活動が増加する。

（４）γ運動ニューロン

□★★ γ運動ニューロンは（ 錘内筋線維 ）を遠心性に支配し、筋紡錘の感受性の調整をする。

（５）骨格筋の緊張（筋緊張）

□★★ （ 筋緊張＝筋トーヌス ）は姿勢保持機能に関与し、体温調節にも関与する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１２章　運動 Ｂ．運動の調節 ①

 　Ｂ．運動の調節

□★★★ 意思とは関係ない反射性運動は主として（ 脊髄・脳幹レベル ）で行われる。

□★★★ 意思による随意的な運動の調節には（ 大脳皮質 ）の関与が重要となる。

 a）脊髄  b）脳幹 b）脳幹  c）小脳 c）小脳  d）大脳基底核 d）大脳基底核  e）大脳皮質 e）大脳皮質

□★★★ 脊髄レベルに中枢がある運動の調節では（ 脊髄反射 ）が起こる。

（１）伸長反射

□★★★ 伸長反射の代表的な例は（ 膝蓋腱反射 ）や（ アキレス腱反射 ）である。

□★ 伸長反射は伸展反射、腱反射、深部腱反射といわれることもあり、同じ意味である。

□★★ 伸長反射は刺激された筋と同じ筋へ起こる。これを筋の（ 固有反射 ）という。

□★★★ 腱を叩打→筋が伸展→（ 筋紡錘 ）が伸展→（ Ⅰａ群求心性線維 ）が興奮→脊髄後角か

ら入り前角で（ α運動ニューロン ）にシナプスし興奮→同名筋の筋線維が収縮する。

□★★★ 膝蓋腱反射の反射弓：受容器（ 大腿四頭筋の筋紡錘 ）、求心路（ Ⅰa求心性線維 ）、中

枢（ 脊髄 ）、遠心路（ α運動ニューロンの運動線維 ）、効果器（ 大腿四頭筋 ）

□★★★ 伸長反射はシナプスを１個介するので（ 単シナプス反射 ）である。

□★ （ 自原抑制 ）は伸長反射の筋の過度の抑制を行い、腱受容器が感受し→

（ Ⅰｂ群求心性線維 ）が興奮し→脊髄内の抑制性介在ニューロンを介して→α運動ニュー

ロンの活動を抑制する。

（２）拮抗抑制

□ 伸長反射の際、拮抗筋の緊張は減弱する。この抑制性の反応を（ 拮抗抑制 ）という。

□ 拮抗抑制は（ Ⅰａ抑制 ）とも言い、主動筋のⅠａ群求心性線維は脊髄内で、抑制性介在

ニューロンを介して拮抗筋のα運動ニューロンを抑制する。

（３）伸長反射と誘発筋電図（Ｈ波とＭ波）

□★ 伸長反射の誘発筋電図は（ Ｈ波 ）と呼ばれ、脊髄反射路の診断に用いる。

□★ （ Ｍ波 ）は遠心性神経の刺激で得られる波で中枢は関係ない。

□★ （ Ｍ波 ）の潜時が短く、Ｍ波→Ｈ波の順に現れる。
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12
C.錐体路系と錐体外路系B.運動の調節A.骨格筋の支配神経

第１２章 運動（2/4）

 　Ｂ．運動の調節

□★★★ 意思とは関係ない反射性運動は主として（ 脊髄・脳幹レベル ）で行われる。

□★★★ 意思による随意的な運動の調節には（ 大脳皮質 ）の関与が重要となる。

 a）脊髄

□★★★ 脊髄レベルに中枢がある運動の調節では（ 脊髄反射 ）が起こる。

（１）伸長反射

□★★★ 伸長反射の代表的な例は（ 膝蓋腱反射 ）や（ アキレス腱反射 ）である。

□★ 伸長反射は伸展反射、腱反射、深部腱反射といわれることもあり、同じ意味である。

□★★ 伸長反射は刺激された筋と同じ筋へ起こる。これを筋の（ 固有反射 ）という。

□★★★ 腱を叩打→筋が伸展→（ 筋紡錘 ）が伸展→（ Ⅰａ群求心性線維 ）が興奮→脊髄後角か

ら入り前角で（ α運動ニューロン ）にシナプスし興奮→同名筋の筋線維が収縮する。

□★★★ 膝蓋腱反射の反射弓：受容器（ 大腿四頭筋の筋紡錘 ）、求心路（ Ⅰa求心性線維 ）、中

枢（ 脊髄 ）、遠心路（ α運動ニューロンの運動線維 ）、効果器（ 大腿四頭筋 ）

□★★★ 伸長反射はシナプスを１個介するので（ 単シナプス反射 ）である。

□★ （ 自原抑制 ）は伸長反射の筋の過度の抑制を行い、腱受容器が感受し→

（ Ⅰｂ群求心性線維 ）が興奮し→脊髄内の抑制性介在ニューロンを介して→α運動ニュー

ロンの活動を抑制する。

（２）拮抗抑制

□ 伸長反射の際、拮抗筋の緊張は減弱する。この抑制性の反応を（ 拮抗抑制 ）という。

□ 拮抗抑制は（ Ⅰａ抑制 ）とも言い、主動筋のⅠａ群求心性線維は脊髄内で、抑制性介在

ニューロンを介して拮抗筋のα運動ニューロンを抑制する。

（３）伸長反射と誘発筋電図（Ｈ波とＭ波）

□★ 伸長反射の誘発筋電図は（ Ｈ波 ）と呼ばれ、脊髄反射路の診断に用いる。

□★ （ Ｍ波 ）は遠心性神経の刺激で得られる波で中枢は関係ない。

□★ （ Ｍ波 ）の潜時が短く、Ｍ波→Ｈ波の順に現れる。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１２章　運動 Ｂ．運動の調節 ②

 a）脊髄  b）脳幹 b）脳幹  c）小脳 c）小脳  d）大脳基底核 d）大脳基底核  e）大脳皮質 e）大脳皮質

（４）屈曲反射

□★★★ （ 屈曲反射 ）はひっこめ反射とも言い、皮膚への侵害性刺激により、（ 同側 ）の屈筋

が収縮し伸筋が弛緩して起こる逃避する反射である。（ 多シナプス反射 ）である。

（５）交叉性伸展反射

□★★ 屈曲反射の際には、刺激を受けた反対側の肢を伸展させる反射が起こる。これを

（ 交叉性伸展反射 ）という。（ 多シナプス反射 ）である。

（６）皮膚反射

□★★ 皮膚反射はいずれも（ 多シナプス反射 ）である。

□★★ （ 腹壁反射 ）は腹部の皮膚刺激で腹壁筋が収縮する反射である。

□★★ （ 挙睾筋反射 ）は大腿内側の皮膚刺激で挙睾筋が収縮する反射である。

□★★ （ 横隔膜反射 ）は胸部下方の皮膚刺激で横隔膜が収縮する反射である。

（７）長脊髄反射

□★ 長脊髄反射は遠隔の脊髄分節に作用が及ぶ脊髄反射である。

□★★ （ 四肢間反射 ）（ ひっかき反射 ）は長脊髄反射である。

（８）内臓―運動反射

□★ （ 筋性防御 ）は内臓の炎症が壁側腹膜に達すると腹筋の緊張が亢進する反射。

□★ （ ヘーリング・ブロイエルの反射 ）は肺の伸展受容器の刺激で吸息を抑制する反射。

（９）歩行リズムの発生

□ 脊髄内に歩行のリズムを作る神経回路の一部があると考えられている。

3

11

13
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12
C.錐体路系と錐体外路系B.運動の調節A.骨格筋の支配神経

第１２章 運動（3/4）

 a）脊髄

（４）屈曲反射

□★★★ （ 屈曲反射 ）はひっこめ反射とも言い、皮膚への侵害性刺激により、（ 同側 ）の屈筋

が収縮し伸筋が弛緩して起こる逃避する反射である。（ 多シナプス反射 ）である。

（５）交叉性伸展反射

□★★ 屈曲反射の際には、刺激を受けた反対側の肢を伸展させる反射が起こる。これを

（ 交叉性伸展反射 ）という。（ 多シナプス反射 ）である。

（６）皮膚反射

□★★ 皮膚反射はいずれも（ 多シナプス反射 ）である。

□★★ （ 腹壁反射 ）は腹部の皮膚刺激で腹壁筋が収縮する反射である。

□★★ （ 挙睾筋反射 ）は大腿内側の皮膚刺激で挙睾筋が収縮する反射である。

□★★ （ 横隔膜反射 ）は胸部下方の皮膚刺激で横隔膜が収縮する反射である。

（７）長脊髄反射

□★ 長脊髄反射は遠隔の脊髄分節に作用が及ぶ脊髄反射である。

□★★ （ 四肢間反射 ）（ ひっかき反射 ）は長脊髄反射である。

（８）内臓―運動反射

□★ （ 筋性防御 ）は内臓の炎症が壁側腹膜に達すると腹筋の緊張が亢進する反射。

□★ （ ヘーリング・ブロイエルの反射 ）は肺の伸展受容器の刺激で吸息を抑制する反射。

（９）歩行リズムの発生

□ 脊髄内に歩行のリズムを作る神経回路の一部があると考えられている。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１２章　運動
Ｂ．運動の調節 ③
Ｃ．錐体路系と錐体外路系

 a）脊髄 a）脊髄  b）脳幹  c）小脳 c）小脳  d）大脳基底核 d）大脳基底核  e）大脳皮質 e）大脳皮質

□ 脳幹レベルに中枢のある反射には以下のものがある。

□★★ （ 角膜反射 ）は結膜、角膜を刺激すると眼瞼が閉じる。

□★★ （ 開口反射 ）舌、口腔粘膜の刺激で開口筋が抑制され開口が起こる。

□★★ （ 咬筋反射 ）下顎骨を下に向けて叩くと咬筋が収縮して閉口する。

□★★ （ 嚥下反射 ）食物が舌後部、咽頭に触れると食物を飲み込む。

□★★ （ 咳反射、くしゃみ反射 ）気道粘膜の刺激で咳、くしゃみが起こる。

□★★ （ 前庭動眼反射 ）頭部が回転し前庭器官が刺激されると眼球が回転と逆方向に動く。

□★★★ 姿勢反射には（ 緊張性頚反射 ）（ 緊張性迷路反射 ）（ 立ち直り反射 ）がある。

 a）脊髄 a）脊髄  b）脳幹 b）脳幹  c）小脳  d）大脳基底核 d）大脳基底核  e）大脳皮質 e）大脳皮質

□★ 小脳は、協調運動調節、筋緊張の調節、身体の平衡や姿勢の保持、熟練した運動の記憶と

学習に関与する。

 a）脊髄 a）脊髄  b）脳幹 b）脳幹  c）小脳 c）小脳  d）大脳基底核  e）大脳皮質 e）大脳皮質

□ 大脳基底核は、運動の発現・円滑な運動の遂行、姿勢の制御に関与する。

 a）脊髄 a）脊髄  b）脳幹 b）脳幹  c）小脳 c）小脳  d）大脳基底核 d）大脳基底核  e）大脳皮質

□ 運動野の一側のニューロンは反対側の体の運動を支配する。

□ 運動前野、補足運動野は運動の統合や運動の準備過程などに関与する。

 　Ｃ．錐体路系と錐体外路系

□★★★ 運動に関する命令を脳から運動ニューロンに伝える下行路は（ 錐体路と錐体外路 ）

□ 錐体路は（ 皮質脊髄路 ）といい、皮質延髄路も含める事もある。

□ 錐体外路は錐体路以外の運動に関する経路を総称したものである。

4

10

10
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12
C.錐体路系と錐体外路系B.運動の調節A.骨格筋の支配神経

第１２章 運動（4/4）

 b）脳幹

□ 脳幹レベルに中枢のある反射には以下のものがある。

□★★ （ 角膜反射 ）は結膜、角膜を刺激すると眼瞼が閉じる。

□★★ （ 開口反射 ）舌、口腔粘膜の刺激で開口筋が抑制され開口が起こる。

□★★ （ 咬筋反射 ）下顎骨を下に向けて叩くと咬筋が収縮して閉口する。

□★★ （ 嚥下反射 ）食物が舌後部、咽頭に触れると食物を飲み込む。

□★★ （ 咳反射、くしゃみ反射 ）気道粘膜の刺激で咳、くしゃみが起こる。

□★★ （ 前庭動眼反射 ）頭部が回転し前庭器官が刺激されると眼球が回転と逆方向に動く。

□★★★ 姿勢反射には（ 緊張性頚反射 ）（ 緊張性迷路反射 ）（ 立ち直り反射 ）がある。

 c）小脳

□★ 小脳は、協調運動調節、筋緊張の調節、身体の平衡や姿勢の保持、熟練した運動の記憶と

学習に関与する。

 d）大脳基底核

□ 大脳基底核は、運動の発現・円滑な運動の遂行、姿勢の制御に関与する。

 e）大脳皮質

□ 運動野の一側のニューロンは反対側の体の運動を支配する。

□ 運動前野、補足運動野は運動の統合や運動の準備過程などに関与する。

 　Ｃ．錐体路系と錐体外路系

□★★★ 運動に関する命令を脳から運動ニューロンに伝える下行路は（ 錐体路と錐体外路 ）

□ 錐体路は（ 皮質脊髄路 ）といい、皮質延髄路も含める事もある。

□ 錐体外路は錐体路以外の運動に関する経路を総称したものである。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１３章　感覚
Ａ．感覚の分類と一般的性質
Ｂ．体性感覚 ①

 　Ａ．感覚の分類と一般的性質

（１）感覚とその分類

□★ 感覚の種類は、おおまかに（ 体性感覚 ）（ 内臓感覚 ）（ 特殊感覚 ）に分類される。

（２）感覚の一般的性質

□ ある受容器に適切な刺激を（ 適刺激 ）という。視覚の適刺激は光。聴覚の適刺激は音。

□ 感覚は大脳皮質の感覚野で生じているが、主観的には刺激を受けた部分に生じる。これを

（ 感覚の投射 ）という。

□★★ 刺激の強さを区別するのに必要な最小差分を（ 弁別閾 ）という。

□★★ 刺激をS,弁別閾を⊿Ｓとすると⊿Ｓ/Ｓは一定で、これを（ ウェーバーの法則 ）という。

□ 刺激の強さと感覚の大きさは対数目盛のグラフにとると直線関係が得られる。この関係を

（ スティーブンスのベキ関数の法則 ）という。

□★★★ （ 触覚、嗅覚 ）は順応が速い。（ 痛覚 ）は順応が起こりにくい。

□ 視覚や皮膚感覚は刺激が加えられた場所周辺の情報は抑制され（ 周辺抑制 ）という。

（３）受容器と興奮伝達

□★ 視覚や聴覚は感覚受容器があり、嗅覚や侵害受容器は（ 神経終末 ）が特殊化した受容器

 　Ｂ．体性感覚

□★ 体性感覚には（ 皮膚感覚 ）と（ 深部感覚 ）とがある。

 a）皮膚感覚（表在感覚）  b）深部感覚 b）深部感覚  c）体性感覚の伝導路 c）体性感覚の伝導路

□★★★ 皮膚の触圧点、温点、冷点、痛点で一番多いのは（ 痛点 ）である。

（１）触・圧覚

□★★★ 触圧点の密度は（ 指先 ）や（ 顔面 ）で高く、上腕や下腿などで低い。

（２）２点弁別閾

□★★ 皮膚の２点に刺激を与えて２点として識別可能な最小距離を（ ２点弁別閾 ）という。

□★★ 触圧点の密度の高いところでは２点弁別閾は（ 低い ）。

□★ ２点を識別するような高度な触覚を（ 識別性触覚 ）という。

□★ 物が触れたかどうかを知る触覚を「粗い触覚」または（ 原始触覚 ）という。

5

9
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13
H.視覚G.平衡感覚F.聴覚E.味覚と嗅覚D.痛覚C.内臓感覚B.体性感覚A.感覚の分類と一般的性質

第１３章 感覚（1/5）

 　Ａ．感覚の分類と一般的性質

（１）感覚とその分類

□★ 感覚の種類は、おおまかに（ 体性感覚 ）（ 内臓感覚 ）（ 特殊感覚 ）に分類される。

（２）感覚の一般的性質

□ ある受容器に適切な刺激を（ 適刺激 ）という。視覚の適刺激は光。聴覚の適刺激は音。

□ 感覚は大脳皮質の感覚野で生じているが、主観的には刺激を受けた部分に生じる。これを

（ 感覚の投射 ）という。

□★★ 刺激の強さを区別するのに必要な最小差分を（ 弁別閾 ）という。

□★★ 刺激をS,弁別閾を⊿Ｓとすると⊿Ｓ/Ｓは一定で、これを（ ウェーバーの法則 ）という。

□ 刺激の強さと感覚の大きさは対数目盛のグラフにとると直線関係が得られる。この関係を

（ スティーブンスのベキ関数の法則 ）という。

□★★★ （ 触覚、嗅覚 ）は順応が速い。（ 痛覚 ）は順応が起こりにくい。

□ 視覚や皮膚感覚は刺激が加えられた場所周辺の情報は抑制され（ 周辺抑制 ）という。

（３）受容器と興奮伝達

□★ 視覚や聴覚は感覚受容器があり、嗅覚や侵害受容器は（ 神経終末 ）が特殊化した受容器

 　Ｂ．体性感覚

□★ 体性感覚には（ 皮膚感覚 ）と（ 深部感覚 ）とがある。

 a）皮膚感覚（表在感覚）

□★★★ 皮膚の触圧点、温点、冷点、痛点で一番多いのは（ 痛点 ）である。

（１）触・圧覚

□★★★ 触圧点の密度は（ 指先 ）や（ 顔面 ）で高く、上腕や下腿などで低い。

（２）２点弁別閾

□★★ 皮膚の２点に刺激を与えて２点として識別可能な最小距離を（ ２点弁別閾 ）という。

□★★ 触圧点の密度の高いところでは２点弁別閾は（ 低い ）。

□★ ２点を識別するような高度な触覚を（ 識別性触覚 ）という。

□★ 物が触れたかどうかを知る触覚を「粗い触覚」または（ 原始触覚 ）という。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１３章　感覚 Ｂ．体性感覚 ②

 a）皮膚感覚（表在感覚）  b）深部感覚 b）深部感覚  c）体性感覚の伝導路 c）体性感覚の伝導路

（３）触・圧覚の受容器

□★★★ 触圧点の求心性神経の線維は（ Ａβ線維 ）である。

□★★ （ メルケル板 ）（ ルフィニ終末 ）は強度を検出。（ マイスナー小体 ）と

（ 毛包受容器 ）は速度を検出。（ パチニ小体 ）は振動刺激を受容する。

（４）温度感覚

□★★★ 温度受容器は（ 温受容器、冷受容器 ）で受容器構造がない（ 自由神経終末 ）である。

□★★★ 温受容器の求心性神経の線維は（ Ｃ線維 ）冷受容器の求心性神経の線維は（ Ａδ線維 ）

□★★ 無関温度は（ ３３℃ ）前後である。

（５）痛覚

□★★★ 機械的侵害刺激に反応するのは（ 高閾値機械受容器 ）で主に（ Ａδ線維 ）で伝達され

刺すような（ 速い ）痛みを伝える。

□★★★ 機械的、温度、化学的刺激などは（ ポリモーダル侵害受容器 ）で反応し主に（ Ｃ線維

）で伝達され、うずくような（ 遅い ）痛みを伝える。

 a）皮膚感覚（表在感覚） a）皮膚感覚（表在感覚）  b）深部感覚  c）体性感覚の伝導路 c）体性感覚の伝導路

□★★ 深部感覚には（ 運動感覚 ）（ 振動感覚 ）（ 深部痛覚 ）がある。

□★ 運動感覚は（ 位置感 ）（ 運動感 ）（ 抵抗感 ）（ 重量感 ）で、関節,筋肉,腱に受容器

がある。

□★★★ 振動感覚には（ パチニ小体 ）が関与する。

□★★★ 深部痛覚は局在が（ 不明瞭 ）で（ 自由神経終末 ）で感受し（ Ｃ線維 ）で伝達される

 a）皮膚感覚（表在感覚） a）皮膚感覚（表在感覚）  b）深部感覚 b）深部感覚  c）体性感覚の伝導路

（１）手足・後頭部・体幹の体性感覚

□★★ 温度感覚、痛覚、原始触覚は脊髄神経の後根を通って（ 脊髄視床路 ）を通る。

□★★ 深部感覚や識別性触覚は脊髄の後根を通って（ 後索-内側毛帯路 ）を通る。

（２）顔面の体性感覚

□★ （ 三叉神経 ）を通って脳幹と脊髄に送られた後、視床を経由して大脳皮質に至る。

15

26

31
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13
H.視覚G.平衡感覚F.聴覚E.味覚と嗅覚D.痛覚C.内臓感覚B.体性感覚A.感覚の分類と一般的性質

第１３章 感覚（2/5）

 a）皮膚感覚（表在感覚）

（３）触・圧覚の受容器

□★★★ 触圧点の求心性神経の線維は（ Ａβ線維 ）である。

□★★ （ メルケル板 ）（ ルフィニ終末 ）は強度を検出。（ マイスナー小体 ）と

（ 毛包受容器 ）は速度を検出。（ パチニ小体 ）は振動刺激を受容する。

（４）温度感覚

□★★★ 温度受容器は（ 温受容器、冷受容器 ）で受容器構造がない（ 自由神経終末 ）である。

□★★★ 温受容器の求心性神経の線維は（ Ｃ線維 ）冷受容器の求心性神経の線維は（ Ａδ線維 ）

□★★ 無関温度は（ ３３℃ ）前後である。

（５）痛覚

□★★★ 機械的侵害刺激に反応するのは（ 高閾値機械受容器 ）で主に（ Ａδ線維 ）で伝達され

刺すような（ 速い ）痛みを伝える。

□★★★ 機械的、温度、化学的刺激などは（ ポリモーダル侵害受容器 ）で反応し主に（ Ｃ線維

）で伝達され、うずくような（ 遅い ）痛みを伝える。

 b）深部感覚

□★★ 深部感覚には（ 運動感覚 ）（ 振動感覚 ）（ 深部痛覚 ）がある。

□★ 運動感覚は（ 位置感 ）（ 運動感 ）（ 抵抗感 ）（ 重量感 ）で、関節,筋肉,腱に受容器

がある。

□★★★ 振動感覚には（ パチニ小体 ）が関与する。

□★★★ 深部痛覚は局在が（ 不明瞭 ）で（ 自由神経終末 ）で感受し（ Ｃ線維 ）で伝達される

 c）体性感覚の伝導路

（１）手足・後頭部・体幹の体性感覚

□★★ 温度感覚、痛覚、原始触覚は脊髄神経の後根を通って（ 脊髄視床路 ）を通る。

□★★ 深部感覚や識別性触覚は脊髄の後根を通って（ 後索-内側毛帯路 ）を通る。

（２）顔面の体性感覚

□★ （ 三叉神経 ）を通って脳幹と脊髄に送られた後、視床を経由して大脳皮質に至る。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１３章　感覚
Ｃ．内臓感覚
Ｄ．痛覚

 　Ｃ．内臓感覚

□ 内臓感覚には（ 臓器感覚 ）と（ 内臓痛覚 ）とがある。

□ 臓器感覚は、空腹感、渇き、尿意、便意などである。

□★★★ 内臓痛覚の受容器は（ 自由神経終末 ）で、局在は（ 不明瞭 ）で持続性の鈍痛である。

□★★ 内臓痛覚は、吐き気や自律神経反射を伴い、（ 関連痛 ）を伴う事もある。

 　Ｄ．痛覚

（１）痛みの分類

□★★ （ 表在性痛覚 ）は、高閾値機械受容器とポリモーダル侵害受容器で受容する。

□★★ 皮下組織、骨格筋、腱、骨膜、関節などから生じる痛みを（ 深部痛覚 ）という。

□ （ 内臓痛覚 ）は内臓中空器官の過度の受動的伸展あるいは能動的収縮などで起こる。

（２）内因性発痛物質

□★ 侵害刺激は組織損傷やそれに続く炎症により種々の（ 内因性発痛物質 ）を産生する。

□★★★ 侵害受容器を興奮させて痛みを起こすのは（ ブラジキニン ）（ セロトニン ）

（ ヒスタミン ）（ K+ ）、H+などである。

□★★ 侵害受容器の感受性を高めて発痛増強するのは（ プロスタグランジン ）、ロイコトリエ

ンである。

（３）痛みによる反応

□ 痛みによる反応には、情動反応と精神的反応、運動系の反応、自律神経系の反応、内分泌

系の反応、免疫系の反応、内臓―体性反射が起こる。

（４）痛みの抑制系

□ 脊髄後角で侵害情報の伝達を抑制する系がある。

□★ （ 内因性オピオイド ）は中枢神経系での鎮痛効果に関与する。

□★ （ βエンドルフィン ）、メチオニンエンケファリンは痛みを抑制する働きがある。

□ 鍼刺入部近くの筋肉の求心性神経末端からカルシトニン遺伝子関連ペプチド〔＝ＣＧＲＰ

〕を放出させ、筋肉の細い血管に作用して血管を拡張させ血流を改善する。

6

10

13
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第１３章 感覚（3/5）

 　Ｃ．内臓感覚

□ 内臓感覚には（ 臓器感覚 ）と（ 内臓痛覚 ）とがある。

□ 臓器感覚は、空腹感、渇き、尿意、便意などである。

□★★★ 内臓痛覚の受容器は（ 自由神経終末 ）で、局在は（ 不明瞭 ）で持続性の鈍痛である。

□★★ 内臓痛覚は、吐き気や自律神経反射を伴い、（ 関連痛 ）を伴う事もある。

 　Ｄ．痛覚

（１）痛みの分類

□★★ （ 表在性痛覚 ）は、高閾値機械受容器とポリモーダル侵害受容器で受容する。

□★★ 皮下組織、骨格筋、腱、骨膜、関節などから生じる痛みを（ 深部痛覚 ）という。

□ （ 内臓痛覚 ）は内臓中空器官の過度の受動的伸展あるいは能動的収縮などで起こる。

（２）内因性発痛物質

□★ 侵害刺激は組織損傷やそれに続く炎症により種々の（ 内因性発痛物質 ）を産生する。

□★★★ 侵害受容器を興奮させて痛みを起こすのは（ ブラジキニン ）（ セロトニン ）

（ ヒスタミン ）（ K+ ）、H+などである。

□★★ 侵害受容器の感受性を高めて発痛増強するのは（ プロスタグランジン ）、ロイコトリエ

ンである。

（３）痛みによる反応

□ 痛みによる反応には、情動反応と精神的反応、運動系の反応、自律神経系の反応、内分泌

系の反応、免疫系の反応、内臓―体性反射が起こる。

（４）痛みの抑制系

□ 脊髄後角で侵害情報の伝達を抑制する系がある。

□★ （ 内因性オピオイド ）は中枢神経系での鎮痛効果に関与する。

□★ （ βエンドルフィン ）、メチオニンエンケファリンは痛みを抑制する働きがある。

□ 鍼刺入部近くの筋肉の求心性神経末端からカルシトニン遺伝子関連ペプチド〔＝ＣＧＲＰ

〕を放出させ、筋肉の細い血管に作用して血管を拡張させ血流を改善する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１３章　感覚
Ｅ．特味覚と嗅覚　Ｆ．聴覚
Ｇ．平衡感覚

 　Ｅ．味覚と嗅覚

□★★ 味覚は（ あまい ）（ 酸っぱい ）（ にがい ）（ しおからい ）を区別する。

□★★★ 味覚は（ 味蕾 ）の（ 味細胞 ）で感受され、舌前2/3は（ 顔面神経 ）舌後1/3は

（ 舌咽神経 ）が伝える。延髄の（ 弧束核 ）と視床でニューロンを変え味覚野に至る。

□★★★ 味覚は順応が起こり（ やすい ）。

□★★★ 味覚は順応が（ 速い ）。

□★ 嗅覚は嗅上皮にある（ 嗅細胞 ）で感受され（ 嗅神経 ）となって大脳の嗅球に投射する

 　Ｆ．聴覚

□ 音の高さは周波数、強さはデシベルとホンを用いる。

□★★ 音波は外耳道を通って（ 鼓膜 ）を振動させる。鼓膜の振動は（ 耳小骨 ）によって増幅

され内耳に伝えられ、蝸牛の（ コルチ器官 ）に存在する（ 有毛細胞 ）に感受される。

□★★ 有毛細胞の興奮は（ 蝸牛神経 ）に伝えられ、視床の（ 内側膝状体 ）に達し大脳皮質側

頭葉の聴覚野に投射する。

 　Ｇ．平衡感覚

□ 平衡感覚は、重力の変化、直線・回転運動の速度変化を感受する。

□★★ 球形嚢は（ 上下方向 ）の加速度を、卵形嚢は（ 前後左右方向 ）の加速度を検出する。

□★★ 半規管は（ 回転加速度 ）を検出する。

□★★ 球形嚢、卵形嚢、半規管いずれも内部にある（ 有毛細胞 ）に感受される。

□★★★ 平衡感覚は（ 前庭神経 ）が伝える。

8
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24
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第１３章 感覚（4/5）

 　Ｅ．味覚と嗅覚

□★★ 味覚は（ あまい ）（ 酸っぱい ）（ にがい ）（ しおからい ）を区別する。

□★★★ 味覚は（ 味蕾 ）の（ 味細胞 ）で感受され、舌前2/3は（ 顔面神経 ）舌後1/3は

（ 舌咽神経 ）が伝える。延髄の（ 弧束核 ）と視床でニューロンを変え味覚野に至る。

□★★★ 味覚は順応が起こり（ やすい ）。

□★★★ 味覚は順応が（ 速い ）。

□★ 嗅覚は嗅上皮にある（ 嗅細胞 ）で感受され（ 嗅神経 ）となって大脳の嗅球に投射する

 　Ｆ．聴覚

□ 音の高さは周波数、強さはデシベルとホンを用いる。

□★★ 音波は外耳道を通って（ 鼓膜 ）を振動させる。鼓膜の振動は（ 耳小骨 ）によって増幅

され内耳に伝えられ、蝸牛の（ コルチ器官 ）に存在する（ 有毛細胞 ）に感受される。

□★★ 有毛細胞の興奮は（ 蝸牛神経 ）に伝えられ、視床の（ 内側膝状体 ）に達し大脳皮質側

頭葉の聴覚野に投射する。

 　Ｇ．平衡感覚

□ 平衡感覚は、重力の変化、直線・回転運動の速度変化を感受する。

□★★ 球形嚢は（ 上下方向 ）の加速度を、卵形嚢は（ 前後左右方向 ）の加速度を検出する。

□★★ 半規管は（ 回転加速度 ）を検出する。

□★★ 球形嚢、卵形嚢、半規管いずれも内部にある（ 有毛細胞 ）に感受される。

□★★★ 平衡感覚は（ 前庭神経 ）が伝える。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１３章　感覚 Ｈ．視覚

 　Ｈ．視覚

（１）遠近の調節

□ （ 遠く ）の物体を見るときは水晶体を薄くして屈折力を減らす。

□ （ 近く ）の物体を見るときは水晶体を厚くして屈折力を増す。

□★ 毛様体筋が（ 弛緩 ）すると毛様体小体が収縮し水晶体が薄くなり屈折力が減る。

□★ 毛様体筋が（ 収縮 ）すると毛様体小体が緩んで水晶体の厚みが増し屈折力が増す。

□★ 眼の屈折力は（ ジオプトリ ）であらわす。

□★★ 近視は網膜の（ 前 ）で結像し（ 凹レンズ ）で補正する。

□★★ 遠視は網膜の（ 後ろ ）で結像し（ 凸レンズ ）で補正する。

（２）明るさの調節

□★★★ 明るさの調節は（ 瞳孔 ）の大きさで決まり（ 虹彩 ）によって調節される。

□★★★ 虹彩は輪状の（ 瞳孔括約筋 ）と放射状の（ 瞳孔散大筋 ）がある。

□★★★ 瞳孔括約筋は（ 副交感神経 ）の働きで収縮し（ 縮瞳 ）する。

□★★★ 瞳孔散大筋は（ 交感神経 ）の働きで収縮し（ 散瞳 ）する。

□★★ 光が眼に入ると縮瞳が起こる。これを（ 対光反射 ）という。

□★ 明るいところから暗がりに入ると慣れて光の感受性が良くなる。（ 暗順応 ）という。

（３）眼球の運動

□ １眼の内転と他眼の外転の運動を（ 共同偏視 ）という。

□★ 両眼が対象的に内転する運動を（ 輻輳 ）という。物を注視する際に起こる。

（４）視覚の受容器と伝導路

□★★★ 視細胞の（ 錐体細胞 ）は中心窩に多く、色を感受する。

□★★★ 視細胞の（ 杵体細胞 ）は周辺部に多く、明暗を感受する。

□★★ 視細胞の杵体細胞には（ ロドプシン ）を含む。

□★ （ 双極細胞 ）（ 水平細胞 ）（ アマクリン細胞 ）は視細胞からの視覚情報を視神経節

細胞へ連絡する。

□★★★ 網膜の神経節細胞の軸索は集まって（ 視神経 ）となり、視交叉を経て視床の

（ 外側膝状体 ）に至る。ニューロンを変えて大脳皮質後頭葉の視覚野に投射する。

12
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第１３章 感覚（5/5）

 　Ｈ．視覚

（１）遠近の調節

□ （ 遠く ）の物体を見るときは水晶体を薄くして屈折力を減らす。

□ （ 近く ）の物体を見るときは水晶体を厚くして屈折力を増す。

□★ 毛様体筋が（ 弛緩 ）すると毛様体小体が収縮し水晶体が薄くなり屈折力が減る。

□★ 毛様体筋が（ 収縮 ）すると毛様体小体が緩んで水晶体の厚みが増し屈折力が増す。

□★ 眼の屈折力は（ ジオプトリ ）であらわす。

□★★ 近視は網膜の（ 前 ）で結像し（ 凹レンズ ）で補正する。

□★★ 遠視は網膜の（ 後ろ ）で結像し（ 凸レンズ ）で補正する。

（２）明るさの調節

□★★★ 明るさの調節は（ 瞳孔 ）の大きさで決まり（ 虹彩 ）によって調節される。

□★★★ 虹彩は輪状の（ 瞳孔括約筋 ）と放射状の（ 瞳孔散大筋 ）がある。

□★★★ 瞳孔括約筋は（ 副交感神経 ）の働きで収縮し（ 縮瞳 ）する。

□★★★ 瞳孔散大筋は（ 交感神経 ）の働きで収縮し（ 散瞳 ）する。

□★★ 光が眼に入ると縮瞳が起こる。これを（ 対光反射 ）という。

□★ 明るいところから暗がりに入ると慣れて光の感受性が良くなる。（ 暗順応 ）という。

（３）眼球の運動

□ １眼の内転と他眼の外転の運動を（ 共同偏視 ）という。

□★ 両眼が対象的に内転する運動を（ 輻輳 ）という。物を注視する際に起こる。

（４）視覚の受容器と伝導路

□★★★ 視細胞の（ 錐体細胞 ）は中心窩に多く、色を感受する。

□★★★ 視細胞の（ 杵体細胞 ）は周辺部に多く、明暗を感受する。

□★★ 視細胞の杵体細胞には（ ロドプシン ）を含む。

□★ （ 双極細胞 ）（ 水平細胞 ）（ アマクリン細胞 ）は視細胞からの視覚情報を視神経節

細胞へ連絡する。

□★★★ 網膜の神経節細胞の軸索は集まって（ 視神経 ）となり、視交叉を経て視床の

（ 外側膝状体 ）に至る。ニューロンを変えて大脳皮質後頭葉の視覚野に投射する。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１４章　生体の防御機構 Ａ．生体の防御機構

 　Ａ．生体の防御機構

（１）非特異的防御機構（自然免疫）

□★ 自然免疫は（ 先天性免疫 ）ともいい、主に好中球やマクロファージによる。補体やイン

ターフェロンなどの液性因子なども関与する。

□ （ 皮膚 ）と（ 粘膜 ）には微生物の侵入を防ぐ防御機構がある。

（２）特異的防御機構（獲得免疫）

□★ 獲得免疫は（ 後天性免疫 ）ともいい、B細胞、形質細胞、抗体、T細胞による。

□ 免疫系によって認識される分子を（ 抗原 ）という。

□ ヒトのほとんどの細胞の表面には（ HLA＝自己のマーカー ）が分布している。

（３）白血球

□★★★ 白血球は（ 顆粒球 ）（ 単球 ）（ リンパ球 ）に大別される。

□★★★ 顆粒球は（ 好中球 ）（ 好酸球 ）（ 好塩基球 ）に分かれる。

□★★★ 好中球は顆粒球の大部分で、遊走作用、（ 食作用 ）を持つ。

□★ 好酸球と好塩基球は、寄生虫感染症やアレルギー性疾患に関与しこれら疾患で増加する

□★★★ 単球は組織中で（ マクロファージ ）となる、大きな異物を貪食し（ 大食細胞 ）という

□★★ マクロファージはリンパ球に対して（ 抗原提示 ）をする。

□★★ リンパ球は骨髄で作られ、（ B細胞 ）（ T細胞 ）（ NK細胞 ）などに分化する。

□★★★ B細胞は骨髄で分化し、抗原を認識、（ 形質細胞 ）に分化して（ 抗体 ）を産生する。

□★ T細胞は胸腺で分化し、（ ヘルパーT細胞 ）（ キラーT細胞 ）などに分類される。

□★ NK細胞（ ＝ナチュラルキラー細胞 ）はウィルス感染細胞や腫瘍細胞を傷害する。

（４）免疫系に働く液性因子

□★★★ 抗体は（ 免疫グロブリン＝γ‐グロブリン ）とも呼ばれ、特定の抗原と結合する。

□★★★ 抗体はIｇG、IｇA、IｇM、IｇD、IｇEがあり、（ IｇG ）が最も多い。

□★ （ サイトカイン ）は免疫担当細胞間の情報伝達や活性化作用をもつ。

□ （ 補体 ）は、炎症反応、食作用の亢進、細胞溶解作用などを働きを助ける。

（５）リンパ系器官

□★★ B細胞は（ 骨髄 ）、T細胞は（ 胸腺 ）で成熟、（ 脾臓、リンパ節 ）で免疫を起こす。
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B.免疫反応A.生体の防御機構

第１４章 生体の防御機構（1/2）

 　Ａ．生体の防御機構

（１）非特異的防御機構（自然免疫）

□★ 自然免疫は（ 先天性免疫 ）ともいい、主に好中球やマクロファージによる。補体やイン

ターフェロンなどの液性因子なども関与する。

□ （ 皮膚 ）と（ 粘膜 ）には微生物の侵入を防ぐ防御機構がある。

（２）特異的防御機構（獲得免疫）

□★ 獲得免疫は（ 後天性免疫 ）ともいい、B細胞、形質細胞、抗体、T細胞による。

□ 免疫系によって認識される分子を（ 抗原 ）という。

□ ヒトのほとんどの細胞の表面には（ HLA＝自己のマーカー ）が分布している。

（３）白血球

□★★★ 白血球は（ 顆粒球 ）（ 単球 ）（ リンパ球 ）に大別される。

□★★★ 顆粒球は（ 好中球 ）（ 好酸球 ）（ 好塩基球 ）に分かれる。

□★★★ 好中球は顆粒球の大部分で、遊走作用、（ 食作用 ）を持つ。

□★ 好酸球と好塩基球は、寄生虫感染症やアレルギー性疾患に関与しこれら疾患で増加する

□★★★ 単球は組織中で（ マクロファージ ）となる、大きな異物を貪食し（ 大食細胞 ）という

□★★ マクロファージはリンパ球に対して（ 抗原提示 ）をする。

□★★ リンパ球は骨髄で作られ、（ B細胞 ）（ T細胞 ）（ NK細胞 ）などに分化する。

□★★★ B細胞は骨髄で分化し、抗原を認識、（ 形質細胞 ）に分化して（ 抗体 ）を産生する。

□★ T細胞は胸腺で分化し、（ ヘルパーT細胞 ）（ キラーT細胞 ）などに分類される。

□★ NK細胞（ ＝ナチュラルキラー細胞 ）はウィルス感染細胞や腫瘍細胞を傷害する。

（４）免疫系に働く液性因子

□★★★ 抗体は（ 免疫グロブリン＝γ‐グロブリン ）とも呼ばれ、特定の抗原と結合する。

□★★★ 抗体はIｇG、IｇA、IｇM、IｇD、IｇEがあり、（ IｇG ）が最も多い。

□★ （ サイトカイン ）は免疫担当細胞間の情報伝達や活性化作用をもつ。

□ （ 補体 ）は、炎症反応、食作用の亢進、細胞溶解作用などを働きを助ける。

（５）リンパ系器官

□★★ B細胞は（ 骨髄 ）、T細胞は（ 胸腺 ）で成熟、（ 脾臓、リンパ節 ）で免疫を起こす。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１４章　生体の防御機構 Ｂ．免疫反応

 　Ｂ．免疫反応

（１）液性免疫と細胞性免疫

□★★★ B細胞が産生する抗体を介する免疫を（ 液性免疫 ）という。

□★★★ キラーT細胞や、NK細胞、マクロファージによる免疫を（ 細胞性免疫 ）という。

（２）炎症とは

□ 炎症とは生体に侵入した異物を除去し損傷を受けた自己組織を修復する過程。

□★★★ 炎症は（ 発赤 ）（ 熱感 ）（ 腫脹 ）（ 疼痛 ）（ 機能障害 ）を伴う。

□★★ （ 肥満細胞 ）から（ ヒスタミン ）が放出され、血管拡張、発赤、熱感、腫脹を生じる

（３）アレルギー

□ アレルギーとは、無害な物質を異物と認識し、免疫反応が過剰に働き、炎症によって組織

を壊すなどの症状を引き起こす反応。

（４）自己免疫疾患

□ 自己免疫疾患は、自己の成分に対して免疫反応を起こし組織を傷害する。

□ 慢性関節リウマチ、全身性エリトマトーデス、バセドウ病、橋本病などがある。

7

9

9
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14
B.免疫反応A.生体の防御機構

第１４章 生体の防御機構（2/2）

 　Ｂ．免疫反応

（１）液性免疫と細胞性免疫

□★★★ B細胞が産生する抗体を介する免疫を（ 液性免疫 ）という。

□★★★ キラーT細胞や、NK細胞、マクロファージによる免疫を（ 細胞性免疫 ）という。

（２）炎症とは

□ 炎症とは生体に侵入した異物を除去し損傷を受けた自己組織を修復する過程。

□★★★ 炎症は（ 発赤 ）（ 熱感 ）（ 腫脹 ）（ 疼痛 ）（ 機能障害 ）を伴う。

□★★ （ 肥満細胞 ）から（ ヒスタミン ）が放出され、血管拡張、発赤、熱感、腫脹を生じる

（３）アレルギー

□ アレルギーとは、無害な物質を異物と認識し、免疫反応が過剰に働き、炎症によって組織

を壊すなどの症状を引き起こす反応。

（４）自己免疫疾患

□ 自己免疫疾患は、自己の成分に対して免疫反応を起こし組織を傷害する。

□ 慢性関節リウマチ、全身性エリトマトーデス、バセドウ病、橋本病などがある。
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★★★

★★★   +    ★★

　★★★   +    ★★    +    ★

正解率60%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率80%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

正解率90%を目指すのに必要なポイント      ヶ所

　第１５章　身体活動の協調
Ａ．恒常性維持
Ｂ．バイオリズム

 　Ａ．恒常性維持

（１）ホメオスタシスとは

□ 細胞にとっての環境である細胞外液の状況を（ 内部環境 ）という。

□ 内部環境をある範囲内に維持するメカニズムを（ ホメオスタシス ）という。

（２）血圧と血液量の調節

□ 血圧の調節は自律神経性調節により秒単位で行われる。

□ 血圧は血流量でも変動し、血流量はホルモン性調節により分～日単位で行われる。

（３）体液の電解質調節

□★★★ 細胞外液のｐＨは（ 約7.4 ）程度で、体液の緩衝作用、呼吸や腎臓などで調節される。

□ 浸透圧の調節は視床下部で検出され、主に腎臓で水分量が調節される。

□★ 血漿カルシウム濃度は（ 約10mg/dl ）でカルシトニンとパラソルモンで調節される。

（４）血糖調節

□★★ 血糖値は（ 約100mg/dl ）に維持されており、インスリンとグルカゴンで調節される。

（５）体温調節

□★★ 体温は（ 約37℃ ）前後に保たれており、自律神経系、体性神経系により調節される。

 　Ｂ．バイオリズム

（１）生体リズム（バイオリズム）とは

□★ 昼夜に依存する生物の活動リズムを（ 日内リズム ）といい、約24時間周期である。

（２）睡眠・覚醒と自律神経・内分泌機構の日内リズム

□ 体温の日内リズムは早朝睡眠中に最も低く、夕方最も高い。その差は約１℃である。

□ 心拍数や血圧は日中高まり、夜間睡眠時に低くなる傾向にある。

□ 副腎皮質ホルモン、副腎髄質ホルモン、メラトニンなどは日内リズムを示す。

（３）日内リズムの変更と正常化

□ ジェットラグや日勤夜勤の交代などで日内リズムが変えられてしまう。

（４）短いリズムと長いリズム

□ 心拍や呼吸のリズムは短く、月経周期や季節のリズムは長い。

1

3

5
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15
B.バイオリズムA.恒常性維持

第１５章 身体活動の協調（1/1）

 　Ａ．恒常性維持

（１）ホメオスタシスとは

□ 細胞にとっての環境である細胞外液の状況を（ 内部環境 ）という。

□ 内部環境をある範囲内に維持するメカニズムを（ ホメオスタシス ）という。

（２）血圧と血液量の調節

□ 血圧の調節は自律神経性調節により秒単位で行われる。

□ 血圧は血流量でも変動し、血流量はホルモン性調節により分～日単位で行われる。

（３）体液の電解質調節

□★★★ 細胞外液のｐＨは（ 約7.4 ）程度で、体液の緩衝作用、呼吸や腎臓などで調節される。

□ 浸透圧の調節は視床下部で検出され、主に腎臓で水分量が調節される。

□★ 血漿カルシウム濃度は（ 約10mg/dl ）でカルシトニンとパラソルモンで調節される。

（４）血糖調節

□★★ 血糖値は（ 約100mg/dl ）に維持されており、インスリンとグルカゴンで調節される。

（５）体温調節

□★★ 体温は（ 約37℃ ）前後に保たれており、自律神経系、体性神経系により調節される。

 　Ｂ．バイオリズム

（１）生体リズム（バイオリズム）とは

□★ 昼夜に依存する生物の活動リズムを（ 日内リズム ）といい、約24時間周期である。

（２）睡眠・覚醒と自律神経・内分泌機構の日内リズム

□ 体温の日内リズムは早朝睡眠中に最も低く、夕方最も高い。その差は約１℃である。

□ 心拍数や血圧は日中高まり、夜間睡眠時に低くなる傾向にある。

□ 副腎皮質ホルモン、副腎髄質ホルモン、メラトニンなどは日内リズムを示す。

（３）日内リズムの変更と正常化

□ ジェットラグや日勤夜勤の交代などで日内リズムが変えられてしまう。

（４）短いリズムと長いリズム

□ 心拍や呼吸のリズムは短く、月経周期や季節のリズムは長い。
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